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　その石を、求める者は限りなくとも、手にせし者はごくわずか

　その石は、あらゆる所に在りとても、見出せし者はごくわずか




　朝日照る窓辺の揺よう籃らんに、眠ねむりし嬰えい児じの掌しよう中ちゆうに

　明日嫁とついで行くと言う、花はな嫁よめが衣い裳しようの胸元に

　西日差す河原で戯たわむれに、誰だれぞ投げたる石せき礫れきに

　過日出会いし善き人が、君が為ためにと贈おくる品に

　落日の旅路を往く人が、路ろ傍ぼうに休む尻しりの下に

　昔せき日じつにさかえし王国の、最後の王の宝ほう物もつ殿でんに




　その石は、日々の最さ中なかに現れて、漠ばく然ぜんの内に流れ去るなり

　その石を、求めたる者は心せよ、失うことこそさだめなり




　其そは何処いずこにも在りて、然しかれども、何処にも無し


──〝石〟にまつわる口く伝でん









　　零　リロー死体デツド







　──とにかく辺りは〝光〟だった。

　身を起こしたオレに降り注ぐのは、天使たちが雲にかけた梯子はしごのような光だ。

「ここは……」

　……ああ、見覚えがある。学校のチャペルだ。ええっと、オレってどうしたんだっけ？　なんでこんなトコに寝ねてたんだ？

　首をひねりながら立ち上がったとき、

「こら、ねぼすけ」

　声をかけられて振ふり返かえると、そこには一人の少女の姿があった。凄すごく可愛かわいい。思わずあんぐりと開いた口から、つーっと涎よだれが垂れちまうくらいに。

「た……高たか峰みねか？」

　記き憶おくの中にある少女の名を呼べば、少女はタタッと跳はねるような足取りでオレへと駆かけてくると、飛びかかるようにしてギュッと抱だきついてきた！　そのままの勢いで抱き合いながらグルグルグルッ、なんかホテルの入り口とかにある回転ドアみたいにオレたちは回転する。

「許さないんだから！　一ヶ月も私に寂さみしい思いをさせて！」

　遠心力で大きな目から涙なみだのしずくを舞まわせながら、高峰が言った。おお高峰よ止まれ、お前は美しい……

「ごめん、高峰……二度とお前を一ひと人りにはしないよ……そうだ、結けつ婚こんしよう！」

　グルグルグルグル……ピタッ！　オレたちがダンスの〆しめみたくキレのいいポージングで止まったときには、オレは白いタキシード姿、高峰はウェディングドレス姿になっていた。

　リンゴーン、リンゴーン……鐘しよう楼ろうから響ひびいてくる祝福の鐘かね。床ゆかからはズゴゴゴゴ、歌か舞ぶ伎きとかの舞台装置よろしくせり上がってきたトランペッターたちが、高らかに祝福のメロディーを奏で始めた。名前は知らないが、結婚式でよくかかるアレだ。パパパパーッ、パパパパーッてヤツ。

「それでは、誓ちかいの口付けを」

　一いつ緒しよにせり上がってきた老いた神父がオレたちへと言う。いつの間にか参列していた沢たく山さんの招待客たちが長なが椅い子すから立ち上がって、惜おしみない拍はく手しゆをオレたちに注いでいる。

　……と、ここまで来てオレはさすがに疑い始めた。

　ぶっちゃけさあ、コレって夢じゃね？

「あの、神父様……アンタ、オトーサンですよね？　オレと高峰がキスしようとしたら『それでいいのかい不ふ二じ君』ってなるんでしょ？　わかってますよ」

「はて、何のコトですかな？」

　と、神父は訝いぶかしげな表情を浮うかべている。

「あ、いえ……」

　あれ、違うのか？　コレ現実？　オレは戸と惑まどいながらも、高たか峰みねのヴェールに手をかけ──そこでハッと気づく。

「わかった！　このヴェール開いたら高峰の顔がオトーサンになるんだろ!?」

　誰だれともなく、光降り注ぐ空間全体に呼びかけるようにオレは叫さけぶ。騙だまされねーぞ！

　薄うすいヴェール越ごしに、高峰のちょっと泣きそうな目がオレを見つめてくる。

「何ワケのわからないことを言っているの？　不二君、私とキスしたくないの？　私のことキライになっちゃった？」

　その哀かなしそうな、切なそうな響ひびきに、オレの心がキュッとなる。

「い、いや、ンーなワケねーだろ！　超してえっつーの！」

　こんな目でこんなコト言われて、正気を保てるヤツっているだろうか？　高峰のヴェールを指で摘つまみ、バッ！　開いた。その向こうには……清せい楚そにして可か憐れん、清純にして優ゆう雅が、おお、目を閉じた高峰の顔！

　華きや奢しやな腰こしを抱だき寄よせる。乱暴に扱あつかったら折れちまいそうだ。心臓の鼓こ動どうは、全身の血管が破れそうなほどに高まってくる。

「た、たたたたった高峰……」

　オレも目を閉じ、タコみたいに突つき出だした唇くちびるに全感覚を集中させながら、高峰の顔へと近づけていく。オレらの唇が触ふれるか触れないかというところで、

「……不二君」

　不意に呼びかけられて目を開いた。超ドアップ至近に、草食動物のような優しい瞳ひとみの、ロマンスグレーな中年男性の顔面があった。

「それでいいのかい」

　……イヤァァァァァァァアアアアアアアッ！




　…………………………はいはい、おはようございまぁぁァァァアス！

　くそっ、なかなか良さげな夢見られたと思ったのにコレだよ！　今のそんなエロくないでしょオトーサンッ！

　ひとしきりベッドの上で憤ふん懣まんやるかたなくジタバタしてから、

「はああぁぁぁ……」

　沈ちん鬱うつな溜ため息いきとともに立ち上がると、窓へと歩いて苛いら立だち任せにスパーンと開け放った。

　九月の空は憎たらしいほどに快晴で、今日も暑くなりそうだった。布ふ団とんを干したら気持ち良さそうだ、なんて所帯じみたコトを思う。目の前には、木々の生おい茂しげった広大な庭が広がっている。なんだかスイスっぽいカンジだ。行ったことねーけど。

　朝の清すが々すがしい空気をズオォ、深呼吸して肺と頭の中身を入れ替える……うん、呼吸器系統は絶好調みたいだ。

　部屋から出て一階のリビングに下りると、

「おはよう、早いわね」

　キッチンから高たか峰みねが声をかけてきた。朝食を作っているみたいだ。

　裾すそが膝ひざ上うえまであるロングなトレーナーに、クマさんエプロン姿。新にい妻づま、という単語が自然と頭に浮うかび、オレは軽く興こう奮ふんする。夢でみたのと同じくらい──いや、夢なんかよりずっとカワイイ！

「おはよ。オレ、作ろうか？」

　高峰の背後に立ち、そのうなじをチラ見しながらオレは言う……お、この角度からだと、首元から中身が覗のぞき込こめそうだ……うぐぐ、もうチョイ！　爪つま先さき立だちになるオレ……

「別にいいわよ。それより体の調子、おかしなところはない？」

「ぜんぜん！」

　よし見えたっ！　淡あわいピンクのブラだ！　白くて柔やわらかそうなふくらみもグッド！　ふー、満足したぜ。朝一エロス補ほ充じゆう完了。この通りオレは元気一いつ杯ぱいだ。下か半はん神しん様さまも調子よくザワついてる。

「そう、なら良かったわ」

　高峰はネリネリネリと不気味な音を立てて、菜さい箸ばしで何かをかき混ぜている。ボールの中身はなんだろう……黄色い。あの黄色さはどうも卵みたいだが……コンロではフライパンがチリチリと温まっている。

「……なあ、ホントにオレやろうか？」

　再度尋たずねるオレ。いや別に遠えん慮りよして言ってるってだけじゃなくて、半分は自分の為ためでもある。高峰の作るメシはかなり……斬ざん新しんだ。うん、これはとても控ひかえめな言い方だな。コイツってあんまり食い物とかに興きよう味みないから、多分そのせいだ。

「いいってば。キミは復活したてなんだから、無理しないの。顔洗ってきなさい」

　そう、高峰の言うとおり、オレは〝復活したて〟だ。一昨日おとといまでは完全に死んでた。今は半分だけ死んでる。

　この高峰雪ゆき路じ──オレと同じ比ひ良ら坂さか高校に通う女子高生にして〝善き屍霊術師シロネクロ〟の美少女の手によって、〝半死人ゾンビ〟として蘇よみがえったんだ。信じられねーだろうけど、マジ話。いやー、世の中不思議なコトってあるもんですねー……

　高峰はネクロマンサー界じゃ天才とか呼ばれてるらしいが、こと料理に対する姿勢に関しては、さっき言ったとおり信用ならない。任せると良くてフルーツグラノーラ、悪いとシリアルとかカップ麵めんになるんだが……まいっか、今朝けさはしっかり作ってくれてるみたいだし、お言葉に甘えよう。

「ウース」

　と、洗面所へと向かう廊ろう下かの途と中ちゆうになんか横たわってる。

「くう……」

　可愛かわいらしい寝ね息いきを立てるその姿……朝陽に煌きらめく金きん髪ぱつと涎よだれ。幼さを残したパーツ揃ぞろいの中で、神の御み業わざか悪あく魔まの悪戯いたずらか、そこだけが発育抜ばつ群ぐんな胸は、仰あお向むけ状態にも関わらず、淡あわいピンクのパジャマをぶち破ろうとするかの如ごとく盛り上がっている。オレはこの至宝を、男を破は壊かいする威い力りよくと書いて男破威オツパイと命名した。

　このオッパ……いや女の子は、ソファイア・恵エ里リ香カ・アクセルロッド。もう一人の同居人だ。名前からわかるとおりのハーフで、留学生としてオレの通う比ひ良ら坂さか高校にやってきた。学年は一年生で、オレと高たか峰みねの一コ下。高峰と同じく天才と称しようされるシロネクロだが、ご覧のとおり朝にすこぶる弱い。

「おーい、ソファイア、おきろー」

　オレは屈かがみ込こんで声をかける。

　薄うすく開かれた目は、夏の海にも似た爽さわやかな色合いの碧へき眼がん。

「あら、フジ様……おはようございまう……ぱんだが……丸いぱんだがいて、とても可愛いんですうふふふ……」

「うん、多分それは夢だね。この辺パンダ生息してないから。朝飯のパンで我が慢まんしてくれ」

　ソファイアは上半身を起こすと、キョロキョロと辺りを見回して、少しさみしそうな表情を浮うかべた後、あっと目を見開いた。覚かく醒せいしたみたいだ。

「申し訳ありません、このような所で、だらしない姿を……！」

　と、慌あわてて立ち上がるソファイア。

「気にすんなって。顔洗いにいこーぜ？」

　むしろもうちょっとだらしなく色々見せてくれてもオレは一向に構わんッ！

　順番に顔洗って歯ー磨みがいて、食しよく卓たくについて待ってると、やがてお膳ぜん立だてが整い──オレは絶句した。

　生のままの食パン、生野菜をゴロゴロと切ってぶち込んだだけのサラダ、焦こげかけたウィンナー──まあここまではまだ新にい妻づま補正で可愛いからイイとして、真ん中の大皿にドドンと謎なぞの物体がそびえている。ナンだあれは……黄色いアフロヘアー？　さっきネリネリしてたヤツだと思うが……ゴクリ、並々ならねぇ存在感だ。

「あのー、ナンスかこれ？」

　オレが指差して尋たずねると、

「オムレツよ」

　淡たん々たんと答える高たか峰みね。

「そう、か……？」

　オムレツって、かなり広い意味を持つ言葉のようだな……やっぱりオレが作るべきだったんだろうか。

　いや待て待て！　オレは思い直す。他ほかならぬ高峰の手料理なんだぞ、ウマいとかマズいとかいう以前に嬉うれしいじゃないか！　それにこのオムレツの名を冠かんしたイエロー・アフロが、物もの凄すごくウマい可能性だってある！

　とりあえず『いただきます』を唱しよう和わして、オムレツ（暫ざん定てい）を各自皿に取り分ける。なんというかスポンジみたいな質感。ちょっと固め。

　ケチャップをかけ、恐おそる恐おそる口に運ぶ……と、ピキィーン、オレに電流走る！

　こ、これは、マズ……斬ざん新しんだ！

　そうかコイツ、タネにベーキング・パウダー入れやがったな！　苦くて舌がピリピリしやがる。オレは『このオムレツを作ったのは誰だれだ！』と怒ど鳴なりながら皿を叩たたき割わってやりたい衝しよう動どうに耐える。オムレツって卵だけでイイんだよ高峰！

「……どうかしら？」

「うん、ええと……そうだな、コレは、ナンて言うか……」

　高峰が問いかけてくるのに、どう返したら良いやら悩なやんでいると、

「個性的で美味おいしいですわ！」

　マジかよソファイア!?　コイツのオネーサマに対する許容範はん囲いの広さは異常。個性的、そういう褒ほめ方もあるのか……日本語ってスゲーのな。

「そう、よかったわ」

　と、高峰はちょっとほっとしたような表情を浮うかべてから、まるでコイツ本人がベーキング・パウダーを口に含ふくんだかのように、ちょっとふくれた。

「不ふ二じ君のお口には合わなかったようだけど」

「い、いや、ンなこと言ってねーじゃん！　ウメーって、マジ！　個性的！」

「それって褒めてるわけ？」

　オレはアッハッハと笑いつつ、さらにオムレツ（亜あ種しゆ）をムシムシと皿に取りながら、ごく自然な動作でテレビのリモコンを取ると電源を入れたりして、全力で誤ご魔ま化かし始める……なんとか守り切らねーと、日曜日の和なごやかな朝のひとときを！

　テレビからは、朝のニュースが流れ始めた。女性キャスターが読み上げる芸能やら政治やらの興きよう味みがそそられない話題を、右耳から入れて左耳から出していると、

『──続きまして、先週、樽たる多た露ろ市立美術館で起きた盗とう難なん事件の続報です。大きな目玉であった宝石が盗ぬすまれたことで、一時開かい催さいが見合わせられていた〝奇き跡せきの宝石展〟ですが、来週頭から再開されることが決定しました。盗まれた宝石の所有者であるサルマン氏は──』

　お、市内じゃんコレ。

「へー、こんな事件起きてたのか、オレが死んでる間に……げぷ」

「この犯人って凄すごいらしいですよ。厳げん重じゆうな警備をものともせずに宝石を盗ぬすみ出だし、殆ほとんど痕こん跡せきすら残さなかったそうです。新聞では現代の怪かい盗とうと……」

　ソファイアが説明してくれている途と中ちゆう、プツン、テレビの画面が暗転した。高たか峰みねがリモコンを手にしていた。

「食事中にテレビは、お行ぎよう儀ぎが悪いわ」

「い、いきなりなんだよ!?」

　結けつ構こう怒おこってんのかよ、コイツ……！







　雪ゆき路じと由ゆう真ま、そしてソファイアの三人が、樽たる多た露ろ市しの片かた隅すみでのんびりと休日の朝を過ごしているその時、市の中ちゆう枢すうでは二つの事態がまさしく動き始めようとしていた。




　──先まず一つ。

　樽多露市中央区貧ひん乃の武む町、某所。

　高校の教室ほどの広さに、整然と並んだ席。暗幕を締め切られた薄うす暗ぐらい部屋の中、人ひと影かげが疎まばらに腰こしを下ろしている。プロジェクターからスクリーンに映し出されていた映像が途と切ぎれれば、誰だれからともなく溜ため息いきが漏もれる。

　人影のうち一つが立ち上がりながら、薄暗がりに声を投げた。

「ご覧頂いた通り、事態は逼ひつ迫ぱくしております。〝この映像〟を警察より先に押さえられたのは幸運だったと言えるでしょう」

　返る言葉はない。戸と惑まどいが漣さざなみのように部屋を満たしている。男の声が続ける。

「〝彼女〟は確かに模も範はん的てきなシロネクロでしたし、彼女の父親は協会に多大な貢こう献けんをした恩人でもあります……が、特別扱あつかいはできますまい。我らはシロネクロの〝司教級オウンガン・クラス〟として、速やかな意思決定を迫せまられております。各人、どうかご思案下さい」

　部屋の隅すみに映像機器の制せい御ぎよブースがあって、そこに詰つめていた一人がボタンを操作した。ガーッと一気に暗幕が開かれてゆく。差さし込こんだ朝の光が、立ち上がった人影の横顔を照らし上げた。年の頃ころは三十路みそじ過ぎ、目鼻立ちが鋭するどく、狐きつねのような顔立ち。グレーのスーツ、同色のベストとネクタイ、シャツは黒。

　男は一息ついてから核かく心しんを口にした。

「高峰雪ゆき路じの処しよ遇ぐうについて」




　──そしてもう一つ。

　同じく樽たる多た露ろ市し中央区貧ひん乃の武む町ちよう、樽多露グランドホテルの最上階スイート。

　観葉植物やら調度品がこれでもかというくらいに高級感を醸かもし出だす広い部屋。町並みを一望できる大きな窓をバックにして、いささか奇き妙みような風体の男がソファーに腰こしを下ろしている。大時代的な黒の燕尾服テールコート、流れるような金きん髪ぱつに、青い目の片方には片眼鏡モノクルを嵌はめている。

『何をしているヴィクター！　〝石〟はまだ取り返せないのか！』

　手にした受話器から聞こえてくるのは、アメリカ式英語によって語られる、そんな台詞せりふだった。老いて干ひ乾からびた、余よ裕ゆうのない声。

「そう焦あせることはありませんよ、マスター・リガルディー」

　男は対照的にのんびりと、リバプール訛りスカウスを含ふくんだイギリス式英語で返す。

『これが落ち着いていられるか！　君に護衛を任せたのは間違いだったようだな！　露ろ出しゆつはなるべく避さけたかったが、こんなことなら私が動いておくべきだった！』

　男、ヴィクターは怒ど鳴なり声が一段落するのを待ちながら、机に置かれたティーカップを持ち上げ、一口二口啜すする。やがて老人が息を切らすと、口を開いた。

「ようやく我わが輩はいのしもべらを、町に展開し終えましたのでな。これから捜そう索さくにかかるところです。〝石〟に手を出した愚おろかな盗ぬす人つとを、必ずや見つけ出せるでしょう」

　ヴィクターが言うと、老人の怒いかりが再燃した。

『何を悠ゆう長ちような事を言っているのかね！　君は自分がどれほどの失態を犯したか理解していないようだな！　いいか、必ず〝石〟を──』

　全部聞く前に受話器を置くと、ヴィクターは優ゆう雅がに体を伸のばし、膝ひざの上で指を組んだ。やれやれと口を開く。

「年寄りは話が長くて面めん倒どうだ」

　それから首を巡めぐらせ、呼び声を飛ばした。

「ジョルジェ」

　カシャ、カシャ、カシャ、呼び声に応じて、隣となりの部屋から金属音と共に現れたのは、流りゆう麗れいなフォルムの、鋼こう鉄てつの狼おおかみだった。レンズの瞳ひとみが赤い光を放っている。咆ほう哮こうの代わりにウィィーンという機械音を上げ、ヴィクターの前に〝お座り〟した。

　ヴィクターは片手を振ふる。その指先から光輝かがやく糸が伸びて、機械狼へと繫つながる。

「『号令オーダー・形態変化フオームチエンジタイプＣ』」

　ガシャン！　一ひと際きわ大きな機械音が鳴り、胴どう部ぶが開いた。ニュッとモニターが現れ、キーボードが現れ、それは〝狼型パソコン〟とでも形容すべき姿になった。

　カタカタカタ……ヴィクターの指先が軽快にキーボードを叩たたく。

『件名：なし

　本文：美術館に盗ぬすみに入った強ごう盗とうについて、新しい情報はないかね？』

　日本語でメールを打ち、送信した後、ソファーの背もたれに身を預け、一息つく……と、ビカビカビカッと、機械狼の赤い瞳ひとみが点てん滅めつした。鋭えい利りな牙きばの並んだ口が開き、機械音声が響ひびく。

「ユーガッメール、ユーガッメール」

　先ほど送信ボタンを押してから、まだ十秒ほどしか経っていない。身を起こして、メールボックスを開く。

『件名：うはｗｗｗｗ

　本文：まあｗｗｗｗあるけどｗｗｗｗ金額次第ｗｗｗｗ』

　この人を食ったような情報屋は、町の事情に明るくないヴィクターが、同どう胞ほうに教えてもらった情報源の一つだ。〝笑い猫〟と呼ばれているらしい。レスポンスが早い点は評価に値するが、それにしても。

「……この〝ｗ〟は何なのだ？」

　呟つぶやいて、ヴィクターは首を傾かしげる。

「何らかの暗号である可能性があるな。ワールド・ワイド・ウェブと関係が……いや、幾いくつか繫つながっていることに意味があるのか？　形象的な見方をすれば草が沢たく山さん生えているようにも見える……エコか？」

　一度気になったことは放置しておけないのは、彼の宿しゆく業ごうだった。この散さん漫まんな気質のせいで勘かん違ちがいされることも多いが、やるべきことはやる。事実、彼に狙ねらわれて逃のがれ果はたせた者は、シロにもクロにもほぼ居ないのだ。




　──こうして、不ふ穏おんなシチュエーションを幾いくつか孕はらみながらも、それらは表に出ることもなく燻くすぶったまま、ともあれ樽たる多た露ろ市しの日曜日は始まった。







　　一　君をアナライズ







　舞ぶ台たいはアメリカ南西部、一見長閑のどかな湖こ畔はんの村には、恐おそろしい秘密が隠かくされていた。

　レポートを書くため、一夏の休みを利用して村を訪れた大学生たちを襲おそう未み曾ぞ有うの恐きよう怖ふ。軍の秘密工場から流れ出した廃はい液えきが、彼らを次々とゾンビに変えていく。モーテルを逃げ出したナンシーが車へと乗り込んだときその窓を叩たたいたのは、変わり果てたボーイフレンドのトニーだった──キャアアアアァァァア！

　……ってのが、大体ココまでのストーリーかな。

　オレは冷めたポップコーンをポリポリと食べながら、銀幕に映し出されるナンシーの絶ぜつ叫きようドアップを見上げていた。

　うん、これぞ王道ってカンジ。使い古された古典的な展開ではあるが、映画館で見るとやっぱり迫はく力りよくが違う。映像技術の進歩もあってゾンビが結構リアルだし、あとなんつっても女優が美人なのが最高だぜ！

「──ひっ！」

　と、左ひだり隣どなりから小さな悲鳴が聞こえたので横目に見ると、ソファイアがマジ泣きしかけてた。デニムのオーバーオール──サロペットとか言うんだっけな──に包まれた小こ柄がらな体を、椅い子すの上で縮こめている。さっきからたまに悲鳴が聞こえてくる。客が少なくてよかった。

　スクリーンの中じゃナンシーが、今まさにバリィンと割られた窓ガラスに『ノォウ！　ノォウ！』と半はん狂きよう乱らんになっている。

　……そんなに怖こわいかなあ？

　と思いながら、今度は右隣の席へと目をやる。

「……」

　揺ゆらぐことなき鉄面皮のまま、映像を見つめ続ける高たか峰みねの姿。

　裾すそのひらひらしたワンピの上に、丈たけの短いハード系のライダーズジャケット。椅子の上にどんと構えたまま、微び動どうだにしない。こっちはこっちで極きよく端たんだ。入館料八百円（学割）が、なんだか勿もつ体たい無ないような気がする。

　さてスクリーンへと視線を戻もどすと、車から引きずり出された娘むすめが、ゾンビに向かって泣きながら訴うつたえ始はじめていた。

『トニー！　私、あなたのこと好きだったの！　だからやめて、許してお願い！』

　と、字幕が出る。

　トニーはナンシーの声を聞くと、その動きを止めた──お、通じた？　オマエにはまだ人間の心が残っているのかトニー！

　と、オレが感かん涙るいに咽むせび泣なきそうになったとき、ナンシーが顔を歪ゆがめるように醜みにくく笑った。ジャコッ！　片手に構える拳けん銃じゆう……

『ゴートゥーヘールッ！』

　ドンドンッ！

　うわ、ひっでーあの女！

　頭を撃うち抜ぬかれたトニーがよろめく……ああ、トニー、早くエロいことを考えるんだ！　エロいこと考えて再生するんだ！　オマエの目の前に大おお股また開きの女がいるじゃねーか！　それガン見して再生しろ！　そしてパンツの色教えてくれ！　多分黒だろ？

　……って、そこまで考えてオレは気付く。ああ、トニーは別にエロいこと考えても復活できねーんだった。オレとは違うんだ。

『アヴォォオオオ！』

　トニーが咆ほう哮こうを上げた。最も早はや迷うことなくナンシーへと食い付き、

『オウ、ノォウ！　ノォォーウ！』

　そのままムシャムシャとやり始めた。

「ひいいぃ……っ！」

　左ひだり隣どなりから発せられる押し殺した悲鳴を聞きながら、オレはポップコーンをポリポリ……同じゾンビでも色々と違う。オレは別に女の子を食べたいとは思わない……食欲的な意味では。性的な意味ではもちろんムシャムシャしたいが！

　あんなふうに全身が腐くさりかけているわけじゃないし、片目がドロリ、視神経に支えられて垂れていたりもしない。人肉を食べたいとも思わなければ、理性と言葉をなくして、凶きよう暴ぼう性せいの赴おもむくままに、好きだった女の子に襲おそい掛かかるようなこともない。

　でもこのトニーって、妙みようにオレに似てんだ。優ゆう柔じゆう不ふ断だんなトコとか。感情移入しちまって、どうしても怖こわいとは思えねーわ。

　つっても、これはシナリオや演出が悪いってワケじゃなくて、オレの方に問題があるんだろう。まあフツー、こんなドロドロのグチョグチョになっちまったヤツに、同情なんてしねーよな。

『ヴォオォォ……ヴオォォ……！』

　スクリーンの中では、無残に変わり果てたヒロインを前に、トニーが月に向かって吠ほえていた。ホラーシーンは一段落ってトコだな……よし。

「……ソファイア、おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　オレは肘ひじ掛かけにもたれるようにして身を寄せると、小声で尋たずねた。

「ふえっ!?」

　オレの声にすらビクつくソファイア。その目は恐きよう怖ふに見開かれている。傷つくぜー……ぼくわるいゾンビじゃないよ！

　と、その大きな両目はみるみる歪ゆがみ、ぽろぽろと涙なみだが零こぼれた。

「フ……フジ様っ……！」

　うおっ!?　ソファイア、いきなり抱だきついてきやがった！　オレの左ひだり腕うでにギュムと押し付けられた、圧あつ倒とう的てきな質感！　うおおォォッ、布地越しでもクリアなこの柔やわらかさ、まさしく男を破は壊かいする威い力りよく、すなわち〝男破威オツパイ〟！　抑よく圧あつされた思春期のリビドーがマッハで有う頂ちよう天てん！

「ちょ、ソ、ソファイア……おほおっ！」

　ビクンビクンするオレを他所よそに、ギュっと抱だきついて震ふるえたまま、離はなれないソファイア。

　この威力ヤベエぞ、思ってたよりヤベエ！　想像してたよりずっとスゲエ！　思考回路はショート寸前ンンンン！　オレの両腕すら容易たやすくハサめるんだ、そりゃもう、色々なモノがハサめるに違いねーウヒヒウヒヒアヒャー至福！

　十秒くらいそのままだったろうか、ソファイアは顔を上げて言った。

「すっ、すみません、いきなり……少し、落ち着いてきました……ひっく」

　いやそんな頑がん張ばらなくても、映画なんだし……てか顔近い！　これ恋人の距きよ離りだろ！

「──不ふ二じ君」

　と、ひんやりとした声が、天てん井じよう知らずに高まりつつあった劣れつ情じように歯止めをかけた。ビクッとして右みぎ隣どなりへと視線をやると、高たか峰みねがオレを見ている。見つめられた箇か所しよが霜しも焼やけにでもなりそうな目だ。

「お、おう、なんだ高峰、べ、別に何もやましいコトとか、考えてないぜ？　あわよくば映画館で露ろ出しゆつプレイだとか、そんなことは全くこれっぽっちも！」

「ふーん……顔が二倍くらい長くなってるみたいだけど？」

　うおっ、やっぱ伸のびてたか！　オレは顔の筋肉に力を入れ、鼻の下をシャキッと戻もどした。

「ナンのコトかな？　暗くて見間違えたんだろ」

「まあ、いいけど……って、不二君っ！　それっ！」

　高峰がいきなり強い口調で言ったもんで、オレは大層焦あせった。

「え、な、何？　どれ？」

　高峰のチュパチュパしたくなるような指先は、オレの下半身あたりを指差していたので、オレは更さらにうろたえた。

「なっ、なんだよ、やめてくれよ変な言いがかりつけるの！　ちょっと盛り上がって見えるのかも知れねーけどコレってズボンのシワだから！　ほらよく見てみろって、ふくらむどころかペッタンコじゃねーか、まるで中身がないみたいに……ってオォイ実際ねーぞコレ!?」

　オレの下半身、ほとんど砂みてーに崩くずれかけてやがる！　サラサラサラ……驚いている間にも崩ほう壊かいはどんどん進んでいる。すぐに上半身まで到とう達たつするだろう。今のオレは、波打ち際に作られた砂の城よりも儚はかないカンジだ。なんてこった、まだ未使用だってのにー！

　クッ、コレはやべーぞ……仕方ない、健全な男子高校生としてコレだけはやりたくなかったんだが……はぁぁぁッ──お婆ばあさんのシャワーシーン！

　オッサンのモサモサ胸毛！

　ボディビル男のテカった笑顔ォォォ！

　左ひだり腕うでにプニョり続ける絶対的な感かん触しよくを追おい払はらうため、必死にそれら萎なえファクターを想像する……色しき即そく是ぜ空くう、空即是色……

　健全な男子高校生たるオレが、美少女二人と共同生活なんていう楽園パラダイスに居ながら、それを謳おう歌かすることの許されない理由。あるいはせっかくエロティックな夢を見ても、オトーサンが出て来て邪じや魔まする理由、と言い換えてもいい。

　高たか峰みねがオレを蘇よみがえらせるために使った〝屍造術プラストミツク〟ってのは、死者の未練を楔くさびにして、肉体と魂たましいをつなぎとめる術なんだそーだ。オレの未練ってのは、そのものズバリ『女の子と一度くらいえっちしてみたかった！』、コレに尽つきる。

　で、未練が晴れたら成じよう仏ぶつしちまう。つまりオレの場合、エロ過ぎると死んじまうってコト。妄もう想そうだけならともかく、やっぱ三次元で触さわったりはダメみたいでな……具体的にどれくらいエロかったら死ぬのかは詳くわしくはわかんねーが、年とし頃ごろの女の子たちにとって、この地球上で最も安全な男になっちまったんだ、オレは！　究極の草食系男子になっちまったんだよ……好物は草ですムシャムシャ……クソッタレー！　これなんて罰ばつゲーム？

　──ああもう、トニー、そんなに泣くんじゃねー、オレだって泣きてーよ！

「ソファイア、離はなれなさい、不ふ二じ君が死んじゃうわ！」

「あっ、も、申し訳ありません！」

　高峰に言われて、ソファイアがオレから離れる。

　サラサラ、サラ、サ……よーし、なんとか崩ほう壊かいは止まった。フウ、あとは崩くずれた体を再生するだけだ。

　オレはさっきの『映画館で露出プレイ』という妄想の先を想像しはじめる。今の今だからソファイアはヤバそうだし、キャストは──高峰、オマエだ！

「『不二君、駄だ目め、こんなトコで……気付かれちゃう……っ！』えっへっへ、そのスリルがイイんだろ高峰……ほらほら、オレの右手がピクッてうねるよ？　オマエの体が世界地図なら、オレの右手はバスコ・ダ・ガマ……『そ、そんな、隅すみ々ずみまで探検しないで……あっ！　ちょっと、いやっ……』！」

　シュウゥ！　瞬またたく間まに再生するオレ……ハァハァ！

「ちょっと、不二君？」

　痛ッ!?

　見れば、オレの右手の甲こうが、ギリギリギリと高峰の指に抓つねられていた。その顔は暗くてもわかるほどに赤い。

「全部口に出てるんですけど」

　げっ、オレの舌って無む駄だに高性能！

　高たか峰みねは指の力を強めていく……ギリギリギリッ！　ち、ちぎれるゥー！　しかしその高峰の台詞せりふにも興こう奮ふんする……どこに興奮したかは想像に任せるが。

「静かにしなさい。此処こは公共の場よ。大人しくしてないと目立っちゃうし、人様のご迷めい惑わくになるでしょう？」

「わ、わかった、わかったから！」

「まったく、もう……」

　と、高峰が放してくれた右手をフーフーするオレ。

「ソファイアも、怖こわいからって不ふ二じ君に抱だき付ついたりせず、ちゃんと我が慢まんしなさい」

「は、はい……頑がん張ばります！」

　高峰に叱しつ咤たされ、ソファイアがキリッとして前を向く。まだちょっと涙なみだ目めだが。

「オマエって全然怖くないのかよ？」

　思わずオレが尋たずねると、高峰は横目でオレを見返して、

「むしろ、ソファイアがなんで怖がってるのか不思議だわ。こんなの作り物じゃない。まあ面白いとは思うけど、クロネクロたちのゾンビと比べたら全然怖くなんて──」

『ギャァアァァアァァッ！』

　スピーカーから響ひびいてきた絶ぜつ叫きように、高峰がビクッとしたのを、オレは見た。

「あ、今ビックリしたろ、オマエ！」

「してないわよ！」

「いやオレ見たもん、ビクッてしただろ！　絶対した！」

　調子に乗ってニヤニヤと高峰いじりをしていたら、ギュッ、片足を踏ふまれた。

　クッ、てめー、大たい概がいにしとけよ？　さすがのオレもそんなコトされたら……ありがとうございまーす！　礼のひとつも言いたい気持ちになっちまうじゃねーか！

　……いや、オレはマゾじゃないよ？　ただ人よりちょっと大らかなだけだ！







　その後、オレが死ぬこともなく、ソファイアが廃はい人じんになることもなく、高峰が怒おこり出だすこともなく、なんとか無事にエンディングクレジットを迎え席を立ったオレたちは、人の流れに押されるようにしてロビーまで戻もどってきた。

　樽たる多た露ろ駅前にあるショッピングモールの最上階、八枚のスクリーンと二千以上の客席を有する複合映画館シネコンのロビーは、客でごった返していた。やっぱり日曜は結構混むなー。

「あの、フジ様、先程はごめんなさい……大事ありませんでしたか？」

　出口へと歩きながら、ソファイアが心底申し訳なさそうに言うのに、オレは片手を振ふった。

「ヘーキヘーキ、気にすんなって！」

　高たか峰みねン家チで二人と暮らし始めて、そこそこ経つ。ガードの固い高峰ですらたまにチラリを起こすんだ。天然記念物級の純じゆん真しん無む垢くを地でいくソファイアなんて、コトある毎にポロポロこぼす。自分を抑おさえるのには慣れたもんだった。

「それより、ソファイアこそ平気かよ？　楽しかった？」

「はいっ！」

　うお笑え顔がおまぶしっ！　浄じよう化かされそう！

「わたくし、映画シネマを見るのは初めてで、最初は怖こわくてどうしようかと思いましたけれど、段々とお話に引き込まれていって、とっても楽しかったです！」

「そりゃ何よりだ……高峰は？」

　前を歩く高峰の背中に問いかける。

「うーん、まあつまらなくはなかったけど……中ちゆう盤ばんで軍の科学者がタイムマシンを開発してからは、ちょっと意味がわからなくなっちゃったかな。恐きよう竜りゆうとか殺人サンタクロースとかも出てくるし……」

　そんな、人の感動に水をさすよーなことを！

　まあ確かに、最後の方はホラーっていうよりＳＦファンタジーだったけど！　終しゆう盤ばんでロボット兵器が出てきたときはオレもビビッたけど！　張られたまま回収されてない伏ふく線せんとか、よく考えたら辻つじ褄つまが合ってない展開とか結構あったけどさ！　ノリが大事なんだよ、こういうのは！　受け入れられるコトが多い方が、受け入れられないコトが多いより、人生楽しめると思うぞ！　わかったか、高峰！

　──内うち弁べん慶けいの究極系、心の中でだけ強気なオレ。

「ああ、でも犬のゾンビは結構リアルで怖こわかったわね」

　ふと高峰が言うのに、オレは食いついた。

「だよな！　ディティールとか、スゲーリアルだし！」

「実際あるのよ、犬のゾンビを生み出す術って。人間のゾンビより低スペックで維い持じできるし、戦せん闘とう力りよくも高いし、嗅きゆう覚かくが鋭するどいから敵を探すのが上手で、クロネクロがよく使うの」

「へ、へえー……」

　ちょ、やめてくれよ、リアルに怖いんですけど……！

　そのまま進んで映画館のロビーを出ると、飲食店が連なるフロアになってる。高峰はそこで立ち止まると、くるりと振ふり向むいた。

　ワンピの裾すそとサラサラした髪かみの毛が空気を孕はらんで弧こを描くと、石せつ鹼けんの良い香かおりがした。胸元を彩いろどるハート型のペンダントトップが、窓から差し込む九月の日差しを受けて輝かがやく。

　一秒にも満たない一いつ瞬しゆんを、オレの脳は幾いくつも鮮せん明めいに切り取っていた。

「──それで、次は何ど処こに行くの？」

　ポケーッとしていたオレは、高たか峰みねの言葉で我われに返った。

「お……おう！　ええと、これから下のモールで軽くショッピングしてから、近場でカラオケ。んで、スーパーで夕食の買い物してから帰る……っての、どうスか？」

　輪りん郭かくに光を纏まとうような高峰を前に、萎い縮しゆくしたオレはおずおずと尋たずねる。

「キャラオゥケですか！　クラスメイトの皆みなさんがお話しているのを聞いてから、是ぜ非ひ一度行ってみたいと思っておりました！」

　ソファイアが目を輝かがやかせる。キャラオゥケ……本場の発音だとそうなるのか？　なんかウサンクセーなそれ。エセ外人みたい。

「ショッピングって、何を買うの？」

　と、訝いぶかしげな高峰。

「いや、別に何も買わなくてもいいんだ。オマエとソファイアがぬいぐるみ見て『ヤダコレかわいー☆』とか言ったりさ、一いつ緒しよにアクセ見てどれが似合うとか話したりさ、色んな服を試着したりさ。んで、オレはそーゆーの見てニヤニヤしてーんだよ……ま、でもダメだよな。わかってるわかってる……」

　肩を落としかけたオレへと、

「よく分からないけど、いいわ。行きましょうか」

　そう言って踵きびすを返そうとする高峰に、オレは却かえって慌あわてる。

「おっ、ちょちょちょまま、マテマテ！」

「何？」

「あ、あのさ、オレから振ふっといてナンだけどさ……いいのか？　マジで？　ショッピングはまだイイにしても、カラオケだぞ、カラオケ」

　高峰とカラオケ。これほどしっくりこない取り合わせもちょっとない。

「なによそれ。悪かったわね、最近の歌なんて全然知らないわよ。テレビとかあんまり見ないし……いけない？」

　と、高峰は少し拗すねた表情……なんだこいつカワイイ！

「いや、そーいうコトじゃなくてだな……なんつーかオマエ、今日はエラく聞き分けが良いっつーか、優しいっつーか……どうしたんだよ？」

「別に私はどうもしてないわよ。今朝けさキミが言ったんじゃない」

　こくこく、ソファイアが頷うなずく。

　ああ、朝食が済んで茶を飲んでるとき、オレは確かに言った。




『──今日どっか遊びいこーぜ？　せっかく日曜日なんだしさ』

　ダメモトだったんだけどな。

　高峰は〝悪しき屍霊術師クロネクロ〟たちに狙ねらわれている。正確には、高峰が持っているとされる〝死者の書ネクロノミコン〟が。そのせいもあって、高たか峰みねはスゲー慎しん重ちよう。目立つような行動は控ひかえるのが通常デフオ。もうちょっと危機感を持ちなさい！　とか、キミには緊きん張ちよう感かんが足りないのよ！　とかって、高峰が怒おこってあえなく却きやつ下か、いつも通りそういう流れになると思ってた。

　でも高峰は片手で胸元のペンダントを弄いじりながら、少し考える様子を見せた後、さらっと。

『いいわよ』

　ってさ。




　──そっから、今に至るってワケ。いやあ、言ってみるモンだぜ。

　今日きようの高峰らしからぬ服装だって、オレが何気なく言った『せっかくなんだし、可愛かわいい服着てくれよ、オマエ可愛いんだからさ』っつー言葉を聞き入れてくれたんだ。『シロネクロは目立ってはならないと戒かい律りつで定められているの。そんな服、持ってるわけないでしょ！』とか言われると思ってたのに……マジやべーな、あの格好。見るたび歩調が自然とスキップになりそうだぜ！

「不ふ二じ君、前言ってたじゃない。息いき抜ぬきしないと苦しいって。最近はクロネクロたちも静かだし、平気だろうと思ったの。それだけよ」

　そう言う高峰とオレの間に、すいっとソファイアが割って入ると、オレたちの腕うでをやんわりと取って微笑ほほえんだ。

「さ、フジ様も、お姉様も、参りましょう？　わたくし、こんなに楽しいの初めてです！」

　キラキラキラッ！　ソファイアは笑え顔がおを輝かがやかせながら、ぐいぐいとオレたちを引っ張る。

　オレと高峰は口々に、ちょっとちょっと、とか、わかったから、とか言いながら、わたわたと引っ張られていく。うん、トニー君ごめん、同じゾンビだけど、なんかオレってアンタほど不幸じゃねーかもな……とか、我ながら単純かな。




「フジ様、お姉様、ご覧になって下さい、この生き物、丸くて可愛いのです！」

　ショッピングモールでは、ソファイアは予想通りの反応を見せてくれた。ぬいぐるみを見てはわーわーと喜び、アクセを見ては真しん剣けんに悩なやんだりしてた。

　高峰は一見フラットな感じだったけど……オレは見たね！　ヤツがぬいぐるみを抱だき上あげた瞬しゆん間かんを。

「ナンの動物だろーな、それ」

　そう話しかけると、高峰はギクッと背筋を反らせて、取とり繕つくろうようにぬいぐるみを棚たなに戻もどした。

「さ、さあ……猫かしら」

　オレは高峰の横から棚を覗のぞき込こみ、

「ネコにしては耳長いよーな……ウサギか、リスかな？　欲しいなら買っとく？」

「別に要らないわよ、私もちょっと気になったから見てただけだもの」

　なんてさ、ちょっとオレら恋人みたいじゃね？




　その次行った服屋ではオレの要望に応じて、二人は色々な衣装を試着してくれた。制服系からちょっとセクシー系まで……

「お姉様、これっ！　これ可愛かわいいかもです！　着てみて下さい！」

　キャミソにダメージジーンズというワイルドな感じに身を包んだソファイアが言う。手にしているのは、背中がまるっと見えるセクシーなトップスにホットパンツ……ウホ！　ソファイアグッジョブ！

「えー……なんか布少なくない？」

　とか言いつつ試着室へと消える高たか峰みねにオレ歓かん喜き……てかホントどうしちゃったんだよ!?

「ちょ、ちょっと……これやっぱり駄だ目め、スースーする……！」

　うおおぉぉ、ヤベー！　もしオレが昔のギリシャとかに生まれ神の手を持っていたら、今すぐ岩がん盤ばんから切り出した大理石で彫ちよう刻こくを始め、この姿を永遠に残しておこうとするだろう。そしてその彫ちよう像ぞうはきっと今いま頃ごろ美術館に飾かざられているだろう。そういうレベルだ。

　だが現代日本に生まれたヘタレ高校生のオレには神の手は与えられなかったので、代わりに携けい帯たいの写メでパシャパシャ……

[image: ]

「──ちょっと、何撮とってるの！」

　ヤベ、バレた！

「い、いや、なんつーか、急に降りてきてさ、芸術の神的なモノが！」

　パシャパシャパシャ、顔を赤くして迫せまり来くる高たか峰みねに対し、後退スウエーして逃げながら撮り続ける荒あら業わざ──いわゆる引き打ちと、ヒット＆アウェイを駆く使しして、何枚もの画像をフォルダに収めていくオレ。

「こ、こら、やめなさいってば、もう！」

　対する高峰は、走るとスカートが捲まくれてしまいそうだからか、それとも目立つのを嫌いやがってか、動きにキレがない。パシャパシャ……ふう、大量ォ！




　──で、まあ、結局何も買わないまま、カラオケに移動。お店の人ゴメン。

　最初は二ふた人りとも勝手が分からない様子だったが、ソファイアは外国の童どう謡ようを、高峰は古めのポップスを、ポツポツと入れた。どっちもウメーんだわコレが。

　んでオレが歌い始めると、スゲー真しん剣けんに聞く。高峰は生き真ま面じ目めな感じで、ソファイアは本当に楽しそうに。フツー聞き流すべ？　別にオレ巧うまくもねーしさ。妙みように緊きん張ちようしたけど、なんか新しん鮮せんで楽しかった。




　それから夕飯の買い物をして、日が傾かたむき始めた頃ころ、バスに乗った。降りる頃には、東京都郊こう外がいの衛星都市を染めた綺き麗れいな夕焼け。

　この辺りは車も人もほとんど通らない。再開発の波も届かない。世界の果てまで続いているかのような、剝はげかけたアスファルト道の周囲は、誰だれの敷地かもわからない荒あれた畑だ。この雰ふん囲い気きは嫌きらいじゃない。

　まだまだ蟬せみも鳴いている。夏の気配を残す熱い風に吹かれながら、高峰邸までの道のりをのんびり歩いていたとき、隣となりに並んだ高峰がふと口を開いた。

「ねえ、不ふ二じ君」

「んー……？」

　オレはなんだか夢見心地で、沈しずむ夕陽に目を細めていた。両手に持った食材でパンパンのビニール袋ぶくろの重さだけが、現実感を主張していた。

「あの、女の子。今日見た映画に出てた」

「ん、どれ？　ＦＢＩの潜せん入にゆう捜そう査さ官かん？」

「いやそっちじゃなくて、超能力者の……シェリーの方」

「あー、シェリーな……わかるわかる！　あれはちょっとオレもナイわーって思った！」

　なんだコイツ、いきなり話題に出すとか、結構楽しんでたのかな？

「いきなり超能力に目覚めちゃうのはイイにしてもよ、恋人を捨ててまでゾンビ軍団と戦いに行く動機がかなり不ふ鮮せん明めいなんだよな。正義感が強いってのはまあわかるけどさ。その後なんか軍人とイイ雰囲気になってるし、ワケわかんねーよな」

　ペラペラペーラペラ……

「不ふ二じ君があの恋人役だったら、どうする？」

「えっ……うーん」

　オレは眉み間けんにシワを寄せる。高たか峰みねってヤツは、この通り唐とう突とつなところがある。シェリーの恋人って端は役やくでちょっと出ただけだったんだが……

「彼女が超能力者で、オレを捨てて戦いに行っちゃったら？」

「そう」

「そらもう、追いかけるね！」

　高峰は片手の指をスラリと立てて言う。

「キミは追いかけた。でも見つかりません。さあ、どうする？」

「えー、なんだよそれ……見つかるまで探す」

「不正解」

　いつからこれクイズだったの!?

「じゃあ正解はナンなんだよ！」

「『諦あきらめる』よ。キミが言った通り、シェリーなんてろくな女じゃない。あんなの恋人にしたら早死にするだけよ」

　オレは今日きよう一日緩ゆるみっぱなしだった頰ほおをキリッと引ひき締しめ。

「それでもオレなら追うね！　あんな可愛かわいい娘コを諦あきらめるなんて、出来るワケねーだろ。諦めない心が奇き跡せきを呼ぶんだぜ？　これが答えだ」

　高峰はふとオレから目を逸そらし、夕陽のにじむ遠くを見た。

「……バカね」

　人がカッコよさげにキメたのに、なんだよそのツレないレスポンスは……！

「じゃ、じゃー聞くけどよ、オマエがシェリーだったら、どうすんだよ？　やっぱ恋人捨てて戦いに行っちゃったりするワケ？」

「私？」

　高峰はチラリとオレを一いち瞥べつ。

「そうね……私は──」

　何かを言いかけたとき、

「フジ様ー、お姉様ー！」

　弾はずんだ声がオレたちの名前を呼んだ。跳はねるような足取りで先行していたソファイアが、こっちに向かって手を振ふっている。高峰家の広大な敷地に、鬱うつ蒼そうと広がる森をバックにして。興こう奮ふん冷めやらぬカンジだ。今日一日、よっぽど楽しかったんだろう。

　オレ？　オレは当然、楽しかったに決まってる。ひょっとしたら、人生最良の日とか言っちゃうレベルで。

　……で、高たか峰みねはどうだったんだろうか？　楽しめたのかな？　聞きそびれた答えの続きも気になるし、その横顔を盗ぬすみ見みても、表情はやっぱり読めない。

　もしコイツもエンジョイできてたんなら──今日きようは最高の一日だった！







　家に帰り着いてすぐ二階に上がり、自室の扉とびらを潜くぐると、後ろ手に鍵かぎを閉めた。

　階下からは不ふ二じ君とソファイアの声が微かすかに聞こえてくる。内容は聞き取れない。今日のことでも話しているんだろうか。二人とも楽しそうだった。

　窓からは月明かりが差し込み、アンティークな設しつらえの室内を照らしている。

　扉に背中を預けるように凭もたれ掛かかって一息ついてから、部屋を横切って、クローゼットを開いた。

　戸の裏側についた姿見に、慣れない服装の私が映っている。

　……

　…………

　くるり、半回転……

　……う、う……うわあー、はっ、恥はずかしい！　顔が火ほ照てる。やっぱり派手なのは落ち着かない。

『──楽しかったー？』

　少年か少女か判別の付かない、幼くて中性的な声がした。上着を脱ぬいだ私の胸元、ハート型のペンダント・トップが淡あわい光を放っている。月光を反射しているのではない。寝ねている人の呼吸のような、緩おだやかなリズムで揺ゆらめく。

　私は〝声〟に答える。

「疲れたー……不二君とソファイアは楽しそうだったけど。映画はよくわからなかったし、ファッションショーの真ま似ね事ごとみたいなことやらされるし……あんな服着て外出られないわよ。最近の服って何であんなに布が少ないのかしら」

『可愛かわいかったよー』

　くすくすくすと、笑う声。

「やめてよ……」

　物質的な美び醜しゆうには、あまり興きよう味みを持てない。

「不二君、ずっと携けい帯たいのカメラで写真撮とってるんだもん、落ち着かないったらないわ。ぬいぐるみは可愛かったけど三千円もするし、不二君が買ってくれるって言うけど、ああいう無む駄だ遣づかいは良くないと思うし、ていうか別に大して欲しくないし……歌だって歌わされたわ。不二君、スゲーとかウメーとか騒ぎ過ぎで、大げさなのよ本当に……帰りに食べたクレープはちょっと美味おいしかったけど……そう、不ふ二じ君、いきなり私の生クリーム食べようとするのよ。デリカシーなさすぎない？」

　くすくす……続く笑い声に、はっとする私。

『楽しかったんだね？』

「……そっ、それより！　キミこそどうなのよ？　あんな感じで大だい丈じよう夫ぶだった？」

『うん、ボクは楽しかった！』

「ま、まあ、それなら、なにより良かったわ……」

『ねーねーゆきじ、ホントに楽しくなかったの？　少しも？　これっぽっちも？　ボクの鼻には、嬉うれしそうなニオイがすごくしてるんだけど』

　あーもう……私は観念する。〝この子〟の鼻はごまかせない。人の感情を、かなり正確に嗅かぎ取とる鼻だ。

「う……うん、ま、まあ……楽しかったかもね、少しくらいは……」

『あははー』

「少しよ？　本当に少しだけ、ね……」

　私は念ねん押おししながら机へと歩み、首の後ろに両手を回してペンダントを外した。卓たく上じようの宝石箱を開いて、光り続けるそれを中へと納める。

『ゆきじが楽しかったなら、ボクも嬉うれしいよー。だってボクは、ゆきじを幸せにするために居るんだから』

　私は一息ついて、口にした。

「……もう充じゆう分ぶん、キミは私を幸せにしてくれたのよ」

『ホントに？　だったら嬉しい』

「ホントよ。だから、今度は私がお返しをする番……ゆっくり休んでて。キミも疲れたでしょう？」

　箱の蓋ふたを閉じようとすると、〝声〟は言った。

『じゃあさ、今日みたいなの、またやってくれる？』

　ほっぺたが引きつるのを感じる。

「こっ、こんなの頻ひん繁ぱんにやってたら、不二君が調子に乗っちゃうし、それに、あんまり目立つと戒かい律りつ違反になるし……」

『たまにでいいからさ、ね？』

「……ま、まあ、たまになら、いいかな……閉めるわよ」

『わあい！』

　パタン。宝石箱の蓋ふたを閉じると光は消え去り、それっきり〝声〟も聞こえなくなった。

　箱に備え付けの小さな鍵かぎをかけ、もぞもぞと部屋着に着替えると、自室を出る。




「──駄だ目めですフジ様、そんなに入りません！　破れてしまいます！」

　と、ソファイアの大きな声が聞こえてきた。何か焦あせっている。すぐ目の前は回かい廊ろうの吹ふき抜ぬけになっていて、階下の物音はよく届くのだ。

「いや、まだイケるだろコレ。もうちょっとデカい方がイイって言ったのソファイアだぜ？」

　続く不ふ二じ君の声。

「確かに申しましたけれど、何もこんなにしなくても！」

「ヘーキヘーキ、結構伸のびるし……よっ、と……ほら見ろよ、入っただろ？」

「わあ、フジ様凄すごい！　大きいです！」

「しっかしオマエ、何やらせても上手うまいのな。形もスッゲー綺き麗れいだしさ……高たか峰みねじゃこうはいかねーな。こういうの不器用そうだもんアイツ」

　ダダダダダ、私は階段を駆かけ下おりると、二人の声がする方へと走った──台所！　一いつ瞬しゆん躊躇ためらったけど、そのまま飛び込んだ。

「な、ななな、何やってるのよー!?」

　私へと注がれる、二対四つのキョトンとした視線。エプロン姿の二人。

「ナニって……夕飯の支し度たく、だけど」

　そう言う不二君の前、大皿に並んだ大小様々な餃子ぎようざ、餃子、餃子の列──疲ひ労ろう感かんが一気に押し寄せる。

「どうなさいましたか、お姉様？」

「……なんでも、ない……」

　額に手を当てて自己嫌けん悪お。ああ、もう、最悪！　何て事考えてるのよ私は……慣れないことをしたせいなのか、今日は調子が狂いっぱなしだ。

　──或あるいは、こんなよからぬ想像をしてしまうのは、二人に対して感じている疚やましさに原因があるのかもしれない……隠かくし事をしているという罪悪感は、拭ぬぐいようもない。

「オマエもやる？　結構楽しいぜ。まあだが、オレのこのジャンボ餃子を超こえる代物がオマエに作れるとは思えねーがな、フフフッ！　どうよコレ！」

　くっ、この能のう天てん気きな顔！　もう、バカッ！







　秋、それは物もの憂うげな季節。

　生命の輝かがやきに満みち溢あふれた熱い季節が過ぎて、変わってゆく風の匂においを肌はだで感じる季節。振ふり返かえれば、取り返しのきかない幾いくつもの思い出たちが、鮮あざやかに輝いている……

　蚊か取とり線せん香こうの香かおり。蟬せみの声。抜ぬけるような青空。日に焼けたアスファルトの匂い。弾はじけるラムネの泡あわ……そして何よりも……薄うす着ぎの女の子たち……

　サイコーに幸せだった日曜日の翌日。

　机に頰ほお杖づえをついたオレは、そんなアンニュイな気持ちになりながら、クラスの女子たちを眺ながめていた。あー、透すけるブラも、開いた胸元も、健康的な生足も、見納めかあ……一年中夏にならねーかな、日本。地球温暖化とかで。

「オーッスユマっち、おはよー」

　と、やって来たのは我が友、関せき谷たに和かず哉やことカンヤだ。

「おーう、オハー」

　オレは身を起こす。

「ユマっち、もう体は平気なん？」

「んん？　体……あー、ああ！　おうおう平気よ、スゲー平気！　超平気！」

　そうだそうだ、そうだった！　学校じゃあ、オレ夏なつ風か邪ぜこじらせてたって設定だった！　アブネー！

　オレが死んでた一ヶ月の間に、素す敵てきなイベント目め白じろ押おしなはずだった夏休みは過ぎ去り、新学期は始まっていた。学校を休んでた理由をでっちあげる必要があったんだ。気分はプチ浦島太郎。

　ろくな思い出もないまま、オレに残されたのはほぼ白紙の宿題のみ……玉手箱じゃなかっただけマシと思うべきか？　そりゃメランコリックにもなろうってもんだ。

　いやー、キツかったぜー……昨日きのう一晩で高たか峰みねの宿題全部、センセーらにバレないようにアレンジ加えながら写すの……腕うでがツるかと思ったわ。

「ん、まあ元気そうで安心した」

「そーそー、アタシら超心配してたんだぜー？」

　カンヤの言葉を受けながら出現したヅカに、オレの心臓がちょっとハネる。

　ヅカこと大おお塚つか桜さくらは、相変わらず背が高く美声で、顔立ちキリリのイケウーメンだった。夏休み明けに女子高生は化ける、とかよく聞くけど、コイツの不変性はおそらく貴金属に匹ひつ敵てきする。

「ユマっちって意外に真面目で、あんま普ふ段だんサボったりしないし、一人暮らしだし今いま頃ごろぶっ倒たおれてんじゃないかってさー、今日きよう来なかったら見み舞まい行こうってカンヤと話してたのよ。もうちょっとでアタシの得意料理、ナベが炸さく裂れつするトコだったぜ」

　……あ、あっぶねー、ウチ誰だれもいねーし！　来られてたら色々アウトだった！

「おう、ワリィな、あんま連絡取れなくて。ありがとな」

　平静を装って返す。

「あはは、いーってことよ！」

　と、去っていくヅカ……ナニあれ超朗ほがらかなんですけど！　一ひと人りだけサッパリしやがって、告白のコトとか妙みように意い識しきして、一人でビクビクしてたオレがアホみたいじゃねーか。

「っと、おれも宿題やらねーと。またなユマっち」

　まだ終わってねーのかカンヤ……

　二ふた人りが去って、オレはまた頰ほお杖づえスタイルに戻もどると、ぼんやりとヅカを眺ながめた。なんだかんだで美人なんだよな、アイツ。スタイル良いし。華はなやか、っつーのかな。

　さて、ヅカから視線をするりと教室最後部の席へと向けてみれば、そこに座っているのは一ひと人りの女子。

　無造作に束たばねられた髪かみに瓶びん底ぞこメガネ。誰だれからも話しかけられず、誰に話しかけもせず、青春のエアポケットにひっそりと収まって、オレなら一生かかっても読み終わらないだろう、分厚い本に視線を落としている。ウチの制服って結構可愛かわいいのに、どうしてあんなダサい着こなしが出来るのか、逆にスゴい。二つ名をつけるなら〝文化系スケバン〟改め、〝昭和の学級委員長〟だ。

　アレが他ほかならぬ高たか峰みね雪ゆき路じであると、昨日きのうの美少女と同一人物だと、一体誰が想像できるだろう？

　ネクロマンサーの戒かい律りつにおいて、最も優先されるべきものは『目立ってはならない』であり、これはシロクロ問わずにそうらしい。高峰はその戒律を頑かたくななまでに守ろうとする。その結果がアレだ。『学校では近付かないで』とキツく仰おおせつかっている。マジ凹へこむ。

　もう一度ヅカを見てみる。パアァッと光……

　それから高峰を見てみる。どんよりと影かげ……

　はああ……別にオレ高峰のカレシでもなんでもねーけどさ、アレはないよなーアレは。もったいねーよ。別に地味なのがキライってんじゃないけど、いやむしろ女の子ならオレはウェルカムだけど！　ワザとやってるってのがやや気に食わねーのよ。お節せつ介かい野や郎ろうのオレは、高峰の人生をエンジョイさせるにはどうしたらイイのかを考えてみるも、簡単に答えが出るワケもなく……

「──なあ不ふ二じ、大だい丈じよう夫ぶかよ、オマエんち」

　と、バスケ部の乾いぬいがやって来て、思考中断。相変わらず背が高い……つかコイツまた背え伸のびたんじゃねーか？

「なんのことよ？」

「馬流原バルハラ町だろ、オマエんち。あの辺最近なんか騒さわがしいじゃん。赤い目のデカい野良犬が出たとか、テロリストが潜ひそんでるとか」

　実家の方か……しばらく帰ってない。

「ああいや、オレここんとこ死んでたからよくわかんね……あ、いや、死んでたってのは、風か邪ぜでな、倒たおれてたっつー意味な？」

「バカでも風邪ひくんだな」

「うるせーよ。バスケバカはオマエだろーがよ」

「ははっ、なんか最近物ぶつ騒そうだよな。美術館に宝石泥どろ棒ぼうとか出たらしいべ。あれなんか外国の窃せつ盗とう団だんの仕業らしいっつー話よ。イイよな、デカい宝石。売ったらマイシューズにマイボール何個買えるかな」

「スケール小せーなオイ！　体育館買うとか言えよソコは」

「ははっ、ま、いーや。ちょっと心配んなっただけだから。じゃーな」

「おう、ありがとな」

　と、乾いぬいが去って行き、ふと後頭部に視線を感じて振ふり向むくと、高たか峰みねが手元の本に目を落とすところが見えた……んんん!?

　高峰が学校でオレの方を見るなんて、初めてのことだぞ！　これってモノスゲー進歩じゃねーか！　オレだって学校で高峰と話したりしてーんだ！　よし、もっとオレを見ろ！　見てくれ高峰！

　とかやってる内にチャイムが鳴り、教室前の扉とびらがガラガラッと開いて、担任の森もり本もと先生（通称ゴリさん）が入ってきた。

　ゴリさんは学年主任でもあり、数学教師の癖くせに肉体派というパーフェクトなオッサンだ。調子コイた柔じゆう道どう部ぶ主将を投げ飛ばしたとか、補習から逃にげた陸上部のエースを追いかけて捕まえたとか、生徒がヤクザと問題を起こしたとき一ひと人りで事務所に行って話ナシつけてきたとか、伝説的なエピソードはたくさんある。

　ざわつきが静まり、立っていた生徒たちがそそくさと席に戻もどると、朝のＳＨＲショート・ホームルームが始まった。

「──えーと、来月だ、な？　修学旅行な。来週のホームルームで班割り聞くから、それまでになんとなく決めとけよ、な？」

　おお、そういえばまだ、そんなビッグイベントがあったじゃねーか！　オレの冷めたハートに、にわかに火が点く。

　以前、都内の高校に進学した中学の同級生から『スゲーぞ、ウチの高校、修学旅行オーストラリアだってよ！』とかってメールが来たが、我らが比ひ良ら坂さか高こう校こうは国内だ。といっても京都やら奈良じゃない。なんと沖縄だぜ！

　やったぜ沖縄！　シドニーには金きん髪ぱつの水着美女がいるかもしれねーが、沖縄にだって水着美女くらいいるハズだ。うん、負けてねーよ負けてねー！　だいたいこういうのはな、ドコ行ったかが重要なんじゃない、ドンだけ楽しんだかが大事なんだ！　楽しむよオレは、目め一いつ杯ぱい！

　ゴリさんが去ってから一限が始まるまでの僅わずかな時間、クラスは四人一組の班割りの話題で持ち切りだった。オレも誰だれと組もうか、何とはなしに考えを巡めぐらせていた。

　まあ、二ふた人りは決まってるようなモンだ、ヅカとカンヤだろ？　後一ひと人り誰か……個人的には高峰だったらそりゃ嬉うれしいんだけど、二人とは別に仲良くないしなー……あ、そうするとオレはむしろ高峰と一いつ緒しよに行くべきなのか……

「──高峰さん」

　その時、歴史が動いた──！

　高たか峰みねの席の前に、ドドーン！　と立ったヅカの姿……いやドドーンは言い過ぎか。ちょっと腰こしが引けてるし……な、何だヅカ、ナニするつもりだ!?

　高峰雪ゆき路じに誰だれかが話はなし掛かけるという、この二年Ｂ組始まって以来の密かな怪かい事じに、周囲のクラスメイトたち数人が、『おや？』という顔をしている。

　高峰が本から顔を上げた。分厚いメガネに遮さえぎられて、その表情は分かりづらい。

「……なに？　大おお塚つかさん」

　その静かな口調に一いつ瞬しゆん気け圧おされながらも、ヅカは続ける。

「あのさ、高峰さんって、甘あまいモンとか、好き？」

「……まあ、そこそこね。どうしたの？」

「駅前にさ、スイーツバイキングの店、あるんだけどさ、今日きようの帰りとか一いつ緒しよにどうかなって思って！　ホント、おいしーのよ！」

　そして、間──う、うおお、見ているこっちが緊きん張ちようする！　ヅカはクイズ番組の解答を待つ出演者の気分だろう。

「……ごめんなさい、今日はちょっと忙しいの」

　ま、そうくるわな。

「そっか……うん、ごめん、急で！　また誘さそうね！」

　ちょっとしょんぼりしながら、ヅカが自分の席に戻もどっていく……急にどうしたんだアイツ、高峰に話しかけるなんて……ハッ、まさか修学旅行に向けて!?　なんて、ちょっと都つ合ごうよすぎだろうか？　でもヅカと高峰が仲良くなってくれたら助かるよな……よーしヅカ頑がん張ばれ、超頑張れ！　ていうか高峰も、もうちょっと愛想よくすりゃイイのに！




　で、放課後。

　クロネクロの襲しゆう撃げきを警けい戒かいし、高峰とソファイアと適当な場所で待ち合わせして、一緒に帰るっつーいつものパターン。

　ソファイアは口を開けば昨日きのうの話ばっかしてる。

「よっぽど楽しかったんだな、オマエ」

「はい！　また行きたいです。ああ、お姉様の素す敵てきなお姿……今でもわたくしのまなうらに焼きついております……」

　と、妄もう想そうの世界へと羽ばたきがちなソファイア……うん、気持ちはわかる。でもさっきから電信柱とか標識とかにぶつかりそうになってるからな。気をつけろよ。

「ちょっと二ふた人りとも、家の外であんまり親しくしないの」

　と、前を歩いていた高峰が振ふり返かえらず言う。オレは足を速め、高峰の横に並んだ。

「かてーコト言うなって。この辺通学路からも遠いし、見てるヤツなんていねーよ。わざわざ遠回りしてんだからさ。それよか、今日オマエびっくりしなかったん？　ヅカにイキナリ話しかけられて」

　高たか峰みねはチラリ、責めるようにオレを一いち瞥べつしてから、しょうがないな、というカンジに溜ため息いきを吐ついた。

「少しね……まあ慣れたけど。突とつ然ぜんああやって話はなし掛かけられるの」

　ポツリと高峰が付け足す。

「へ？」

　高峰がクラスメイトと会話してるシーンなんて見たことねーぞ？　頭の上に〝？〟を浮うかべながら首を捻ひねっていると、高峰はジト目の横目でオレを睨にらみ付つけてきた。

「どこの誰だれだったかしらね？　一年くらい前から、人が目立ちたくないって言ってるのに、何度も何度も何度も何度も話し掛けてきて、学校じゃ止めてって言ったら半年間ずっと週三ペースで、通学路で待ち伏せしてくれたおバカさんは」

「あ、あー……オレ？」

「正解」

　オレは片手の拳こぶしを腰こしに引き付けるようにして、

「シャアッ！」

　高峰がもう一度、深ーい溜息を吐いた。せっかくの抜ぬき打うちクイズに正解したっつー喜びに水を差され、オレは唇くちびるを尖とがらせる。

「ナンだよー、怒おこってんのか？」

「べつにー」

「まあ、フジ様ったら、ストーカーだったのですか？」

　などと、至福の精神世界から帰き還かんを果たしたソファイアが、たたたっと駆かけ寄よってきたかと思ったら、とんでもなく不ふ名めい誉よなコト言いやがった。

「ちげーよ！　そんなヌメッとしたよーな、ジメッとしたよーな呼び方は止めてくれ。あえて言うなら……追跡者チエイサー、みたいな？」

　キラーンとキメるオレ。

「いや、意味がわからない」

　高峰にバッサリ斬きって捨てられた。くっそー……そういや一年前のコイツって、影かげは薄うすくて目立たないけど、おしとやかで物静かで、例えて言うなら人の通らない道みち端ばたにひっそりと咲さいている可か憐れんな花っつーカンジだったんだが、今思うとアレは猫ねこ被かぶってたんだな……

「ふしだらなのは、いけませんよ？」

　するりと高峰の腕うでを取って、ソファイアがオレを牽けん制せいする。

「お姉様はわたくしのお姉様です。フジ様がもし、どうしてもお姉様とご交際なさりたいと仰おつしやるのなら、先まずはこのわたくしを倒たおしてからになさってください！」

「いや、意味わかんねーし……どうやったら倒したことになんだよ？」

「と、とにかく、ふしだらなのは絶対に厳げん禁きんです！」

　このように、コイツのお姉様ＬＯＶＥには、理り屈くつが通じない。

　オマエねー、健全な男子高校生にふしだらになるなってのは、魚にエラ呼吸すんなってのと同じようなもんだぞ？　つか、ふしだら過ぎるコトしたらオレ死ぬんだっつーの。心の中では抗こう議ぎしつつ、溜ため息いき一つにとどめて、

「へいへい」

　テキトーに返しておく。

　そのまま歩くことしばし、もう少しでバス停に着きそうだってトコで──ガッ！　いきなり馴なれ馴なれしく肩を抱だかれた。反動でヨロける。えらく硬かたい、筋肉質な腕うで。プンと鼻を突つく、オゾン系のコロンとタバコの匂におい……

「──よお、随ずい分ぶんと楽しそうじゃねェか」

　ソファイアと高たか峰みねの表情がビシリと強こわ張ばる。

　何事かとそいつを見上げて──オレは不意に思った。ヤキモキしたり、ハラハラしたり、疲つかれたり……そういう全部が超楽しかったりする、いわゆるフツーの日常ってヤツは、全部マボロシだったんじゃないかって。

　なくしてから初めて大切さに気づくモンってあるよな。よく言われるのじゃ健康とか、親の愛情とか、童どう貞ていとか……ゾンビだけど五体満足だし、親も生きてるし、未経験者であるオレにとってはどれも想像に過ぎないけど……てか最後のは言わねーよな。ちょっと神聖化してみたらカッコよくなるかと思ったけどそんなコトなかったわ。

「羨うらやましいぜ、高校生。なァおい、俺おれも混ぜてくれよ？」

　肉にく食しよく獣じゆうが微笑ほほえむような、似合わない笑え顔がおでそう言ったのは、クラブ系ファッションに身を包んだ男。全身に纏まとう研ぎたての刃やいばのような気配。目を背けたくなるような暴力と臓ぞう物もつ、腐ふ臭しゆうと鮮せん血けつの非日常からやってきた男。その名は──

「万ま里り王お！」

　死んでしまった妹を蘇よみがえらせるためならどんなコトでもするチンピラ、岸きし谷たに万里王は、やや土つち気け色いろになった顔をオレへと寄せて凄すごんだ。

「サンをつけろや、クソガキがッ！」







　　二　強引ゴーイング・ステディ







「ママに教わンなかったのか？　目上のモンにゃあ敬意を払はらえってよ。あんまナメてっとマジで埋うめンぞ？　山に。富士に。それか、チョモランマに」

　ごんぶと青筋をピキピキピキと立てて、万ま里り王おが言い散らす……ぐはっ、相変わらずタバコくせえ！　誰だれかファブってくれ！

「今すぐその手を離はなしなさい……！」

　押おし殺ころしたような声、射線上の全てを真っ二つにしそうな眼光……ひええ、高たか峰みねのヤツ、かなりマジじゃねーか……あの目を向けられるのがオレじゃなくてホントよかった。チビってたかもしれん。

　力任せにオレの肩を抱だいたまま、万里王は盛大な舌打ちを響ひびかせた。

「オイオイ、何だよその目は？　人がフレンドリィに話しかけてやったってのに、いい気になってんじゃねェぞクソ女アマが。このままコイツの首、ポッキリやっちまおうか？」

　ちなみにオレも大人しくしてるワケじゃない。さっきからジタバタもがいてるんだが、全然外れないんだ。逆にギリギリギリ……ぐえぇぇ絞しまる絞まる！　苦しさのあまりタンタンとその腕うでをタップするが、当然離してくれるはずもない。

　この腕わん力りよく、フツーじゃない。ゾンビだからなのか、それとも万里王自身がツエーのか……

「不ふ二じ君！」

「フジ様！」

　高峰とソファイアが叫さけぶ声のを耳に、オレは万里王の腕を両手で摑つかむと、無理やり笑った。〝不敵な笑み〟になってりゃイイけど……今度鏡見ながら練習しとくか。

　押おし潰つぶされた喉のどから声を絞しぼり出だす。

「へへへ……やって、みろっての……忘れたのかよ、万里王サン、その程度じゃ、オレは、死なねーぜ……？」

　ニヤッ！

「あァ!?」

　万里王がスゴんでくる──やべぇ理り屈くつ抜ぬきに怖こわい！

「ごめんなさいマジごめんなさいチョーシコイてました」

　反射的に謝るオレ。オレには全人類に対する迎げい合ごう機能が自動的に備わっているのだ！

「……チッ！」

　万里王の舌打ちが聞こえ──締め付けが不意に緩ゆるんだ。

　ヨロッとたたらを踏ふんだオレのケツに、ドガッ！　衝しよう撃げき！　なんだ!?　蹴けられた!?　ドベシャ！　顔からアスファルトに突つっ込こむオレ。顔がゴリリ、鼻血ドバー！

　尻しりを上に突き出した、なにやらウェルカムな姿勢でうつ伏せに倒たおれたオレを、ジョギング中のオッサンが二度見しながら通り過ぎていく……超目立ってんじゃねーかコレ！　イイのかよ戒かい律りつ違反は！　……ぐおお、スッゲー痛ェ！　別に恥はずかしくもねーのに顔から火が出そうなんだが！

「ワカってんだよンなこたあ。ちょっとした挨あい拶さつじゃねェか。ムキになんなやガキども。マジでヤル気なら最初から女ども狙ねらってるっつーの」

　背中に万ま里り王おのムカつく台詞せりふが降ってくる。

「不ふ二じ君、平気？」

　万里王に対して向かい合い、油断なく身構えたまま高たか峰みねが言う。

「大だい丈じよう夫ぶですか、フジ様！」

　ソファイアがオレを助け起こしてくれる。

「ああ、なんてことねーよ、大丈夫だいじょ……」

　鼻を押さえながら立ち上がりかけ、ふと視線を前に向けたとき、フワッ……それは突とつ然ぜんやってきた。

　古来よりこの国を外敵より守り続け、昨今においてはアニメや漫まん画がなどで男たちの欲求を満たすためにしばしば吹ふくという伝説の風──いわゆる神カミ風カゼサンが、勇ましく立つ高峰のスカートを揺ゆらしたのだ！　そして今、オレはローアングル……このコラボは奇き跡せき的てきとしか言いようがない！

「ぶほアっ!?」

　鼻血増量キャンペーン開かい催さい！　出血大サービス！

　すらりと伸のびた高峰の両りよう脚あし、その根元までオレの視線を遮さえぎるものが何一つねえ！　すなわち見えたッ！　白だッ！　それはナニモノにも侵おかされがたき純白ッ！　あまりにも神聖、そして、だからこそ背徳的ッ！　決して交わらぬハズの二つの性質が手を携たずえるという現象……人それを奇跡と呼ぶ！　奇跡が目の前に展開するとき、衆しゆ生じようはただ衝しよう撃げきと共に感じるのみ！　そう、天におわす神の存在を！

　バッ、高峰が片手でスカートを押さえたが、時既すでに時間切れ、既にオレの脳内ＨＤＤハード・デイスクには鮮せん明めいな画像データがセーブされていた……神風サンありがとうマジで！

「フジ様、お鼻からすごい血が！」

　ソファイアが気き遣づかわしげな声をあげるのに、オレは紳しん士しの顔で鼻血を拭ぬぐいつつ、

「ああ、ソファイア、コレは大丈夫だ……高峰、ごっそさん！」

　高峰の耳が赤いのが、後ろから見てもわかる。

「いいから、早く立ちなさい！」

　シュタッ！　立ち上がるオレ。既すでに傷は跡形もない。別の意味でも立ち上がりかけたが、さすがに下か半はん神しん様さまも自重したようだ。万ま里り王おが居なければスタンディング・オベーションしてたことだろう。

「ヒュウ、相変わらずとんでもねェ再生能力してやがるな、バケモンが」

　悪わるびれもせず茶ちや化かすように、万里王が言う。人をバケモンとかゆーな、そっちだってゾンビのクセに！　憤ふん慨がいしながら万里王を見れば、その片手にブラ下がった黄色いビニール袋ぶくろが目に留まった……マツキヨだ。

「一体どういうつもりよ？」

　警けい戒かいは解かないまま、口調に戸と惑まどいを含ませる高たか峰みね。

「今言っただろうが。知った顔偶ぐう然ぜん見かけたから挨あい拶さつしただけだ。今日のところはな」

「信じられるとお思いですか？」

　凛りんとしてソファイアが返す。まあオレたち殺されかけたしな……

「ほお、アクセルロッド・ナンバーズも居ねェのに威い勢せいがいいな、お姫サンよ。なんなら今からやり合うか？」

　万里王が獰どう猛もうな笑みを浮うかべた。

「戒かい律りつに縛しばられて町中じゃあオーダーも使えないテメェらが、どんくらい雑魚ザコか思い知らせてやるぜ」

　ズオオォ──圧力プレツシヤーが増す。肌はだが粟あわ立だつほどの殺気を真っ向から受け止めながら、高峰が何も言わずに一歩踏ふみ出だした。日光を反射するメガネのレンズが、その表情を隠かくしている。

「セブンが居なくとも、わたくしはアクセルロッドの継けい承しよう候補です。貴方あなたたちクロネクロに後ろを見せるわけには参りません。受けて立ちましょう」

　と、ソファイアも遅おくれて進み出る……どんだけ勇ましいんだよコイツら！　オレは腰こしが引けてるっつーのに……

　特にソファイア。一ヶ月前のコトとはいえ、セブンさんを失ったことがショックでないはずがないだろうに、こんな風に凛とした姿を見せられたら、オレもガクブルしてるワケにはいかない。なけなしの勇気とプライドを振ふり絞しぼって何とか足を進め、二ふた人りに並ぶオレ。

　バチバチと視線が火花を散らす……えらい長く感じる数秒が過ぎて、万里王が不意に気き迫はくを緩ゆるめた。

「──チッ、ヤメだヤメだ！　ま、さっきも言ったが今日きようはやんねェよ。プラトーンさんも仕事で居ねェし、俺おれも暇ひまじゃねェからな。そう急ぐなや、そのうちネクロノミコンは、キッチリ奪うばいに行ってやるからよ」

　まだピリピリしてるオレらを前に、カカカと肩を揺ゆする万里王。

　ああ、そういやあプラトーンの姿が見えねーな……視線を巡めぐらせてみても、駅へと向かう人ひと影かげがちらほらと見えるだけで、フルフェイス・ヘルメットの人影はない。万里王もおっかねーけど、敵としてはあっちの方が多分厄やつ介かいだ。

「で、だ。俺おれからワザワザ話しかけたのは、チト聞きてェことがあるからでよ……なあフジユーマ、テメェ確か俺に借りがあったよなァ？　忘れたとは言わせねェぞ。テメェがどうしてもって言いやがるから、俺ァ八や尾おのヤロウを見み逃のがしてやったんだぜ」

　ぐっ、そうきたか……顔をしかめるオレ。

「まあ、あったような、なかったような……なんだよ、聞きたいことって」

「テメェら、美術館で起きた事件知ってっか？」

「ああ、それなら──」

　オレが答えかけたトコで、高たか峰みねがすっと前に出た。

「ニュースでやってるわね。それがどうかしたの？」

「盗ぬすまれたのは俺が狙ねらってたモンでな、犯人捜さがしてんだよ。ありゃ普ふ通つうの宝石じゃねェし、多分同業者だと思うんだが……テメェらの協会になんか話出てねえか？　あんならキリキリ教えろや！」

　いちいち恫どう喝かつすんなよな、顔怖こえんだっつーの！

「知らないわ。しばらく顔出してないし」

　高峰の答えに、万ま里り王おの視線がソファイアへと移る。

「テメェは？」
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「わたくしも存じ上げません。こちらでは客分ですので」

　ソファイアが首を振ふる。万ま里り王おがオレを見る。オレが口を開く前に舌打ちして、

「テメェにゃ聞くだけ無む駄だだわな……カスが、終わってんな」

　ヒデェ！　そこまで言うか!?

「マジで知らねェんだな？　ウソだったら殺すぞ？　半分じゃなく全部殺すぞ！　てか黙だまってても為ためにならねェんだからな？　ちょっと考えりゃワカんだろ、俺おれに教えときゃー世間を騒さわがしてる事件も万事解決してやンだからよ、シロネクロとしても悪くないだろうが？　ほれ、今のうちに言っとけ」

「知らないって言ってるでしょう」

　高たか峰みねは淡たん々たんと返す。

「ンだよ使えねェな……」

「大体、解決なんて言ったって、どうするの？　事件がネクロマンサーの仕業だとするなら、犯人は多分クロネクロの方でしょ？」

「あ？　関係あるか。シロだろうとクロだろうとブチのめして取り返すわ。仲良しゴッコやってんじゃねェんだ。テメェらとは違うんだよ」

　万里王は高峰に返すと、ヒラリと片手を振り、

「ま、んーじゃな。ネクロノミコン大事にしとけや。他ほかの奴やつらに奪われンじゃねェぞ？　暇ひまができたら奪うばいに来てやるからよ」

　町並みの向こうへ万里王が去れば、張はり詰つめていた空気がふわりと緩ゆるんだ。ウグイスの鳴き声でも聞こえて来そうだ。オレは安あん堵どの吐と息いきを漏もららす。

「なんだったのかしらね……まあ、行きましょう」

　スタスタ、歩き出す高峰。その声はまだ硬かたいままだ。くそー、せっかくさっきまで和おだやかな午後だったのに、また高峰がピリピリし始めちまったじゃねーか……万里王って居るだけで雰ふん囲い気き悪くなるんだよな。なるべく来ないでほしい。

　にしても、万里王に宝石って、似合わねーな！　『ブタに真しん珠じゆ』とか『ネコに小判』とかに続く、新しいことわざみたいだ。『万里王に宝石』──そぐわないことの例え。

　やや足早で高峰に追いつくと、その張り詰めた横顔を盗ぬすみ見みる……うんうん……

「何よ？」

　あ、気づかれた。

「なんでもねー」

　ただ『高峰に宝石』なら、スゲーしっくりくるなーって考えてただけ！







　……ヤッベ、マジ困った！

　高たか峰みね邸ていはリビングにて、夕方のニュースを見るフリをしながら、オレは弱り果てていた。

　ソファーに深く腰こしを下ろし、両りよう膝ひざの上に両りよう肘ひじを乗せて鼻の前で両手を組んで、睨にらみつけるような視線はテレビの画面に流れるニュースに釘くぎ付づけという、一見、世を憂うれいた社会派高校生に見えなくもないだろう。

　だがその実オレを悩なやませているのは、下か半はん神しん様さま関係の問題に他ほかならない。そいつだけが、いつだってオレのリアルだ。日経株価なんか知ったことか。

　下校時に見た神カミ風カゼサンの所業をちょっと思い返してみたのがマズかったのか、全然鎮しずまってくれない。仲間内でキャンプに行ったとき、一ひと人りだけ混ざったワンゲル部員のように、張り切ってテントをオッ建てておられる。もう十分くらい経つ。女の子はなかなか理解してくれないかも知れないが、男の下半神様はたまに自分で心配になるくらい意味のわからない猛たけりを見せる。

　どうかお鎮まりください、お鎮まりください……気分は噴ふん火かしそうになってる火山のふもとに住む原住民だ。自然の猛もう威いというのは、矮わい小しようなる人類にはとても制せい御ぎよできるものではないんだな……改めて思い知らされたぜ。

　つか、また性欲が溜たまってきつつあんなー……発散するために、そろそろ武術の鍛たん錬れん再開しないとヤベーな。

　まあそれはそれとして、問題は現実に直面している、今股こ間かんらへんにある危き機きだ。どうすんだよコレ、殴なぐったら人が死ぬぐらい硬かたいんですけど。立ち上がれないし、なんかヘタに触さわると破は裂れつしそうだ。コレが破裂したらオレも死ぬんだからな……

「フジ様、ちょっとよろしいですか？」

　キッチンからソファイアに呼びかけられ、オレは〝秘密組織の指令官ポーズ〟から微び動どうだにせず口を開く。

「なにか用かな？　オレは今、内閣予算案が大リーグで脱だつ税ぜい逮たい捕ほなんだが……」

　目だけをそちらに向ければ、ソファイアはコンロの前に陣じん取どって、昨日きのう作りすぎて余っちゃった餃子ぎようざを大おお鍋なべで煮にて、水餃子を作っていた。

「あら、お忙しかったですか。もうじき夕餉デイナアができますので、お姉様をお呼びしてきて頂きたかったのですけれど……それなら、準備が済んだらわたくしが参りますわ」

　ぬお、それってどっちみちヤベーじゃねーか！

　このまま高峰が下りてきた時点で下半神様の状態がバレたら、オレは高峰とソファイアの二人に口々に変態と罵ののしられるハメになるだろう。それで傷つくんならまだイイが、よしんば気持ちよくなっちゃったりしたら、もう自分で自分がわからねーぞ……くっ、仕方ない、どうやらきちまったようだな、奥おう義ぎ〝萎なえ妄もう想そう零ゼロ式しき〟を使う時が！

　キィィン、我が脳よ、想像力を振ふり絞しぼれ……まずは女の子の肢し体たいを想像するのだ。できるだけエロくて鮮せん明めいな方がイイんだが、誰だれにするかな……よし、さっきテレビで流れてたなんかのＣＭで、水着姿だったあのグラドルにしよう──悶悶悶悶──で、それができたらおもむろに、その顔を自分のオヤジの笑い顔に！

　──ぐ、ぐおっおぉぉ、オッサンという萎え要素に肉親という萎なえ要素が加わり最強に見える！　おーおーサスガの下か半はん神しん様さまも萎えてきた萎えてきた……この空しさと罪悪感、泣きたくなるほどオーバーキルだぜチクショウ。ああ、下半神様マジすんません……こんなに小さくなって……でも耐たえて下さい、オレも耐えます。

　ソファーから立ち上がって自分の状態をチェック……うん、大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない。

「いいわ、オレ行ってくる」

　言い残してリビングを出ようとする背中に、ソファイアの声が届いた。

「よろしくお願いします……あ、でも、ふしだらなのは駄だ目めですよ？」

　オレはつんのめりそうになる。

「ねーよ！　ンなことしたらオレ死んじまうってば。でなきゃ殺されるわ」




　……そして数秒後、高たか峰みねの部屋、扉とびらの前に立ったオレは、

「ハァハァ……ゴクリ」

　かなり前後不覚に陥おちいっていた。ノックをしようとして、ちょっと扉とびらが開いてるコトに気づいたんだ。

　うぐっ、ハァハァ……なんていやらしい隙すき間まなんだ……確実に誘さそってるだろコレ！　性欲が臨界点に達しつつあるオレにとって、この隙間はあまりにも色気がありすぎた。

　例えばこの扉を開いて、中に入ってみたとして、高峰がお着替え中だったりしたら……そう考えると口の中にスゲー量の涎よだれが分ぶん泌ぴつされてこねーか!?

　もっとあるぞ！

　例えば高峰が、今日ちょっと疲つかれたからって、眠ねむってたとすると……ハァハァ寝ね起おき高峰ハァハァ……オレの視線は迷うことなくベッドへまっしぐらだ。

　……おおっ、寝てる寝てる！　こっちに背を向けて、タオルケットをかけてやがる！

　高鳴る心臓、荒あらくなる呼吸、抜ぬき足あし差し足で近づくと、いざ、ギョンギョンと見開いた両目にその姿を映し込む──ウハハァァァ、こ、これはスバラしいブツだぜ！

　寝ね崩くずれたパジャマは第三ボタンまで開いて胸の谷間がアラワになっており、裾すそは捲まくれて国宝としか思えないラインを描く腹部とおへそが見えており、肌は穢れを知らぬ初雪ヴアージン・スノーのように白いのに全く不健康な印象はなく、ややズリ下がったズボンからは、魔の三角形（バミユーダ）を形成する〝あの布切れ〟が覗のぞき──

「う、うおおおおおぉぉぉぉーたかみねーっ！」

　野や獣じゆうと化したオレは、バーンと扉を押おし開ひらいた。ここんとこラッキースケベに圧され気味だったが、男ってのはいつだってハンターであるべきなんだぜ！　天から与あたえられるエサに満足しているだけじゃダメなんだ、自分からイカねーとな！　わりーなソファイア、責めるんならオレじゃなく、高たか峰みねの無用心さを責めてくれ……

　……って居ねーじゃん！

　なんなんだよ隙すき間ま、期待させやがって！

　オレはキョロキョロ、諦あきらめきれずに高峰の姿を探す……うわ、ナンもねーなこの部屋。衣装ダンスが一つに、机と椅い子すが一いつ脚きやくずつ。後はベッドがあるだけの……って、これオレが寝ね泊とまりしてる来客用の部屋と変わんねーじゃん。まるで高峰の半生を表しているかのようで、ちょっと切ないカンジだ……ん？　今、机の上で何か光ったような？

「──何やってるの？」

　背後からかけられた声に反射的に振ふり向むけば、怪け訝げんそうな顔の高峰がいた。両手に何冊かの本を抱かかえている。

「あ、いや……ソファイアが、飯めしができたって……オマエどこ行ってたんだよ？」

　出鼻を挫くじかれたせいで、さっきまでの勢いはどこへやら、しどろもどろなオレ。

「書庫から本を取ってきたのよ」

　高峰はオレの脇わきを通り過ぎ、机に本を置くとオレを一いち瞥べつし、

「勝手に人の部屋入らないでくれる？　今行くから出てって」

　うお、冷てーなオイ！　まあ勝手に入ったのは悪かったけどさ！　けど、やや収まりがつかなくなってきているオレの目には、その態度すら扇せん情じよう的てきに映る。正直、錯さく乱らんしかけている。

「あ、あのさ！　オマエ、オレを人間にするために、研究してくれてたよな？　アレってどうなったんだ？　一ヶ月でけっこー進んだのか？」

「いや、とりあえずキミを復活させるための方法を探してたから、そっちは全然手を付けていないわ」

　ガクリ……

「まあ、ほとんど完成してるから、もう少しだけど」

　ガバッ！

「そ、そうか！　オマエ、約束忘れてねーだろーな？」

　アブない病気かってぐらいハァハァしているオレに、高峰はちょっと引き気味だ……ええい、構うものかよ！

「や、約束？」

「しただろ！　約束！　オレが人間に戻もどったら、オレとベッドの上でおすもうするって！　なんならレスリングでもイイけど！」

「あ、ああー……」

　高峰は一いつ瞬しゆん合点がいったような顔をしてから、ギュッと眉まゆをひそめた。

「あれ、そんなに明確な約束だったっけ？　もっと曖あい昧まいな内容じゃなかった？」

「オレん中じゃ超明確だっつーの！　もう限界が近いんだよ！」

　オレがこう言うんだからこうなんだよ、オレの中ではな！　さっきからあけすけなオレの物言いに、高たか峰みねの頰ほおが怒いかりか恥はずかしさかでリンゴ色だ。多分両方。

「復活してから、まだ三日しか経ってないでしょーが！」

「三日もあればチャージ完了だっての！」

　オマエは男の充じゆう塡てん速度をナメすぎだ！　いやむしろナメてくれ！　ハァハァ……オエッ、興こう奮ふんしすぎて吐はきそう……！

「どっちにしろ、まだ無理よ」

「なんでだよ!?　レスリングやおすもうがダメなのかよー！　だったら、クッキングでもいいよ！　潮しお干ひ狩がりとか、イチゴ狩りとか、なんなら新春書き初め大会でもイイから！　オレとベッドの上で繰くり広ひろげようよ！　スペクタクルをよ！」

　多分、ほぼ確実にオレの目は血走っている。

「い、いや、そうじゃなくて！　人間にする術の方が無理なの！」

「えー……なんでだよー……」

　オレ、ややクールダウン。

「前にも言ったでしょ？　復活したてのゾンビは凄すごく不安定なのよ。高度な施せ術じゆつに耐たえられるかわからないの。安定するまで、しばらくは様子を見ないと」

「しばらくって、どれくらいだよ？」

「さあ……まあ、にしゅ……半年くらいかな」

　高峰がオレから目を反らしながら言う。

「にしゅっていったよね!?　今にしゅって！　二週間って言いかけたよね!?」

「い、言ってない」

　ウソ下へ手たすぎんだろ！

「オレの目を見て言いなさい！　約束だからな!?　マジ約束だからな!?　二週間後！　それまでに完成してくれよ！　ホント死んじゃうよオレ！」

「うー……早く出てってよもう……」

　自分を人質にとるという卑ひ劣れつな技を駆く使ししながら、実は案外押おしに弱い高峰を、勢いよく追い詰めていると、

「──フジ様」

　背中側に感じる凄すさまじい冷気！　グギギギッと首を軋きしませて振ふり向むけば……うお怖こわっ！　表情がまったく抜け落ちたソファイアが、戸口ンとこ立ってる！

「や、やあ、ソファイア……」

「フジ様……ふしだらなこと、なさってませんか？」

「いいえ！　してません！」

　ピンと背筋を伸のばしてオレは答える。高たか峰みねのジト目がヒシヒシとオレに突き刺さる。硬こう度どを増しつつあった下か半はん神しん様さまは、再び一いつ瞬しゆんにしてその力を失ってしまっていた。

　ソファイアはふうと溜ため息いきを吐ついて、

「ご飯が冷めてしまいますので、おいで下さい」

　スタスタと去っていった。

　やべー、しばらく萎なえ妄もう想そうには困らねーな、コレは。今のソファイア思い出すだけで……ほら、ガクガク、震ふるえてきやがった、マジ、怖いです……







　家うちの地下には、お父さんが渉しよう猟りようした本が並ぶ、大きな図書室がある。

　表の市場に出回ることはほぼない、古いにしえのネクロマンサーたちが記した奥おう義ぎ書しよや、異教の経典、魔術書グリモアの類が、何列もの本ほん棚だなにひっそりと収まっていて、それらを集めることは、ネクロマンサーだったお父さんの、実益も兼かねた趣しゆ味みだった。少しずつ読み進めてはいるものの、全部読み終わるには何年かかるかわからない。

　夕食が済んでお風ふ呂ろに入ってから、再び自室で読書に戻もどった。椅い子すに腰こしを下ろして本を開き、ひたすら文字を追っていく……駄だ目めだ、目が滑すべる。内容がさっぱり頭に入ってこない。

『──心配ごとがあるの？』

　閉じた箱の隙すき間まから、おずおずと〝声〟が尋たずねてくる。淡あわい光がちらつく。

　溜息を吐つくと、本を閉じた。

「……うん」

　素直に答える。隠かくしても無む駄だだ。この子は人の心の匂においを敏びん感かんに嗅かぎ取とる。

　私が気になっているのは、万ま里り王おのことだった。彼は今日きよう本当に、偶ぐう然ぜん通りかかっただけなのか、何かを摑つかんでカマをかけてきているのか、それとも、もっと別の理由で……判断がつかない。疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられているだけだろうか……僅わずかな時間、思考に埋まい没ぼつしていると、

『ボクがなんとかしようかー？』

　キィン、光が少し強くなった。私は慌あわてて言う。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　この子はとても弱っている。以前は大きくて立派な〝石〟に宿っていたが、今は私のペンダントに収まってしまうくらい小さくなってしまった。私の願いを叶かなえたせいで。これ以上力を使えば消えてしまうかもしれない。まだろくに恩返しも出来ていないのに。この子のおかげで、私がどれほど救われたことか。

　卓たく上じよう時計を見る……午前〇時十五分過ぎ。

　椅い子すから立ち上がって扉まで歩き、鍵かぎを開けて、カッ、チャ……そうっと開いた。耳を澄すます──邸てい内ないは静まり返っていて、人が動く気配はない。扉を閉じて鍵をかけ、部屋に戻もどる。

『ゆきじー、どうするの？』

　クローゼットを開くと、スルスルとパジャマを脱いだ。

「少し町を見回ってくるわ。杞き憂ゆうかもしれないけど、万ま里り王おが動いてるってことは、何か嗅かぎつけたクロネクロが居るかもだから」

　用心してし過ぎることはない。

　さて、何を着て行こうか。下へ手たすると補導されかねないし……少し悩なやんだ末、暗い色のスウェット上下にキャップを被かぶった。これなら万が一警官に見つかっても、ジョギング中ということで誤ご魔ま化かせるかもしれない。ナイフ──は、やめておこう。

『ボクも一いつ緒しよにいく？』

　私は一度首を振ふる。

「良い子で、お留守番してて」

　足音を殺しながら扉とびらへと歩き、横にある電気のスイッチをオフ。

『うん……ゆきじ、大だい丈じよう夫ぶ？』

　寂さみしそうに、心配そうに、淡あわく輝かがやく光へと顔を向けて、

「大丈夫よ、すぐに戻もどるから」

　そう言い残して、部屋を出る。

　──暗い廊ろう下かを歩く途と中ちゆう、不ふ二じ君の部屋の前を通りかかったとき、ふと様子が気になって、ノブに手をかけた。鍵かぎは掛かかっていない。中を覗のぞき込こみ、不ふ二じ君が安らかに寝ね息いきを立てているのを確認すると、そっと扉とびらを閉じる……

「うーん、ゆ、ゆきじ……」

　!?

　いきなり呼び捨てにされて、私は固まる。

「そんな照れなくても……オレたちもう夫婦なんだぜ、お風ふ呂ろ一緒に入るくらい普ふ通つうだよ全然普通、皆みんなやってるから大丈夫……ムニャ」

　──どうやら寝ね言ごとのようだとわかり、ホッとした瞬しゆん間かんに、カッと耳が熱くなった。どんな夢見てるのよもう……ホントにまったく、この人は！

　ブンブンと首を振って頭を冷まし、扉を閉じる。

　ま、まあ……今のところは安定しているみたいだ。さっき不二君にも言ったけど、復活したてのゾンビは暴走しやすいらしい。気は抜ぬけない。

　……なるべく早く戻もどらなくちゃ。







　──それから、数年の月日が流れた……いやあ、時が経つのは早いもんだ！

　オレと高たか峰みねは清く正しい交際の末ゴールイン、丘おかの上の教会で結けつ婚こん式しきを挙げた。つまり今夜は結婚初夜……初夜！　初めての夜！　なんと甘かん美びな響ひびきだろう……

「ふー……」

　リビングのソファーに足を組み、背もたれに両りよう腕うでを大きく広げた、いわゆる〝大物座り〟で腰こしを下ろしているオレ。片手にはワイングラス、もう片手には──

「……どうしたの不ふ二じ君、ぼーっとして」

　オレの隣となり、腕の中に収まるように座った、ウェディングドレス姿の高たか峰みね。オレを見上げてくるその瞳ひとみは僅わずかに潤うるんで煌きらめき、何かを期待しているようでもある。

「ちょっとな……思い出していたんだ。オレが高校生の頃ころ、ゾンビだった日々のことを……」

　フッと笑う。

「アンときはマジでツラかった。人生があまりにもグレーだった。学校や街中でイチャつくカップルを目にするたびに、怒いかりとか憎にくしみとかを通とおり越こして、なぜだか笑みがこぼれた。そのうち視界から排はい除じよするようになって……もう死んでもいいから、ただ、〝したい〟と……ははは、笑っちまうよな、昔の話さ。もう、昔の……」

　そして、不意に見み詰つめ合うオレら……密着した互たがいの体、ドックンドックン高鳴る心音が共きよう振しんして、どんどん早く大きくなっていくドッドッドッド……

「不二君……」

「雪ゆき路じ……」

　ああ、ナンて美しいんだ高峰……オマエの美しさは、多分、罪深いギルテイ……まるで互いの唇くちびるが磁石のＮ極とＳ極でできているかのように、オレたちは吸い寄せられ──ピタッ！

「……どうしたの、不二君？」

「いや、いつもならこの辺で……」

　キョロキョロするオレ……オトーサン、どこスか？　居るんでしょ？

　……居ない？　居ないんスか？

　……おい、どういうコトだ？

　もしかしてコレって……夢じゃない!?

　まさか時空を超こえたのか！

「不二君？」

　もぢもぢしている高峰に向き直り、ギュッと抱だきしめた──うおぉ、もうイクよ、イッちゃうよ！

　後二センチ……一センチ……唇くちびるが、アッ、触ふれ──

　グラグラグラグラグラグラグラうおおおグラグラグラグラグラグラグラ地じ震しんグラグラグラグラグラグラグラなんだこの地震マグニチュード幾いくつだコレグラグラグラグラグラグラグラうわあ家が家が崩くずれる崩れる！

「──フジ様、フジ様……」

　目の前にソファイアの顔、オレはビクッ！

「うおァ!?」

　ソファイアの片手が、オレの体をユサユサしている……あ、地じ震しんってコレかよ……

　ノッソリと辺りを見み渡わたせば自室、カーテンの隙すき間まから差し込む淡あわい月明かりが、パジャマ姿のソファイアを照らし出している……

「な、なんだよ……夢ぐらい許してくれよお……！」

　ベッドの上、寝ねぼけ眼まなこのオレ。

「お姉様が、何処どこかへ出かけられたみたいなんです」

　そのとき初めてソファイアの、酷ひどく心細げな表情に気づいた。

　あわあー……オレは欠伸あくびを嚙かみ殺ころし、

「ンなもん、コンビニだろー……それか、散歩とかさー……」

　チクショウ、イイトコだったのに……オトーサンが出ないかと思ったら、今度はソファイアとかカンベンしてくれマジで……オレは寝ね返がえりを打って、ソファイアの手を振ふり払はらうように背を向ける……ああ、急がねーと……さっきの夢の続きに、早く早く……！

「そう、ですよね……ごめんなさい、起こしてしまって」

　去ってゆくソファイアの軽い足音と、閉じる扉とびらの音をバックに、オレの意い識しきは薄うすれて……




　──軒のきを連ねる飲み屋の看板、いかがわしい店やクラブのネオン、眠ねむらないビルの群れ。

　それらは夜よ更ふけに咲さく花であり、または煤すすけた宝石だった。毒性を含ふくんだ妖あやしい美しさがあり、ウソのある光イミテーシヨン・ゴールドだった。

　不夜城の片かた隅すみ、不健康そうな明かりに照らされて、所在なさげに佇たたずむ少女──高たか峰みね。

　昨日きのう着てたみたいな、普ふ段だんのコイツらしくない服に身を包み、少しだけ不安げな、それでいて何かを期待するような視線は、行き交うシルエットの間を、伏し目がちにさ迷っている。

　何してんだ？　とか聞いてやりたいけど、オレはどこにもいない。

『──お、オメ、可愛かわいいじゃん？　オレと遊ばね？』

　突とつ然ぜん掛かけられた声に、高峰は肩を震ふるわせ顔を上げた。目の前に立っているのは、危険な香かおりを纏まとったイケメンだ。

『遊ぶって……何処に連れて行ってくれるの？』

　なんて、高峰もまんざらでもなさそーなカンジ。

『とりまクラブ？　俺おれかなりアッパーなトコ知ってっからよ。そっからホラ……な？』

　とかって、さりげなく高峰の肩に手を回すイケメン野郎……おぉぉおい、何モミモミしてんだテメェ！

『やだ、そんないきなり……私、そんな軽い女じゃないって……』

　振ふり払はらおうとする高峰の素そ振ぶりも、どこか白々しい。

『平気だって。オメ、オレのセンスにマジバリフィットだからよ。未来感じてる。俺おれとトライバル（原始的）でエモーショナル（情熱的）なグルーヴ（ノリ）で、エクスクルーシヴ（独占的）なコラボレーション（共同作業）しようぜ、な？』

『あんっ……』




　──ガバアッ！

「うおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉっ！」

　朝の光を浴びながら、シャキーン！　オレはそのままベッドの上で三点倒立した。あまりに酷ひどい夢見たせいで錯さく乱らんしていた。ドサリとそのまま背中からベッドの上に落ちる。ベッドのスプリングがギシギシとエロい音を立てた。

　こりゃ、ソファイアに妙みような話を聞いたせいだろうな……ギリギリ奥おく歯ばギリギリ！　最悪の目覚めだった。クソッ、自分の脳みそが恨うらめしい。ショットガンで吹っ飛ばしてやりてえ！　あんな高たか峰みね、全然リアリティがねーっつーの！

　ひとしきりベッドに自分の頭をガンガンと打ち付けてから、ヨロヨロと洗面所に向かう。顔を洗って歯を磨みがき、部屋に戻る頃ころにはだいぶ落ち着いた。まあ所しよ詮せん夢だしな……制服に着き替がえて階下へ。

　今日きようは朝飯当番だ。エプロン姿になって焼きそばを作っていると、ほどなくして、相変わらず着き替がえるというより変装というレベルの〝昭和の学級委員長〟姿になった高峰と、やっぱり可愛かわいいソファイアがやってきて、朝食となった。

　食しよく卓たくを囲みながら、やっぱり気になったので尋たずねてみる。

「なあ、オマエ昨日きのうの夜どこ行ってたん？」

　高峰が顎あごを上げる。伊だ達てメガネが朝日の反射を湛たたえている。

「ああ……研究に行ゆき詰づまったから、散歩」

　ガタッ、腰こしを浮うかせるオレ。

「ホントか？　クラブで夜遊びとかしてねーだろーな!?」

　高峰は心底呆あきれた表情を浮かべた。

「どうしてそういう発想が出てくるのよ……してないわよ。ただの散歩」

「デスヨネー」

　まったく、オレまで変な心配しちまったじゃねーか……ソファイアに目め配くばせをすれば、心底ほっとした表情が返ってきた。あーもー、本当にコイツ、高峰のコト大好きなんだな……微笑ほほえましい、微笑ましいけど一いち抹まつの不安が……オレの歩むべきエロス道の障害にならないことを祈いのるぜ。

　朝食を終え、いつも通り適度にバラけながら学校へ向かった……が、変な時間に起こされたせいか、ヤバイ眠ネミィ！

　火曜日の時間割には、魔まが潜ひそんでいる。三限まではたまにウトウトして先生に注意されつつなんとかこなしたものの、四限は体育だ。バドミントンで汗を流し昼食をとれば、五限には当たり前のように眠ねむ気けはピークに達した。もうラ行変格活用も伊い勢せ物もの語がたりも、オレにとっては子こ守もり唄うた。授業はまどろみの内に過ぎ、ノートは真っ白、記き憶おくは虫食いで、中間テストに対して赤点フラグを乱立させつつ一日が終わり──

　そしてオレは、マハラジャになった。実家の庭から石油が噴ふき出だしたおかげだ。

　……多分、今日きよう世界史の授業で見た世界遺産のビデオに、タージマハールが出てたのが影えい響きようしてるんじゃないだろうか。

　黄金の宮きゆう殿でんに住むオレの毎日はあまりにも雅みやびやかであり、赤点とか志望大学とか将来とかの現実的な悩なやみなど、そこに何の影も落とすことはできない。連日美女を集めた宴うたげを催もよおして過ごしていた。金の力で既すでにゾンビから人間に戻もどっているので触さわり放題だ。

　金庫にうなる汚くて色っぽい金ダーテイ・セクシー・マネー、空に銀色の三日月がかかる頃ころ、両手両足の指全て使っても揉もみ切きれないほどのおっぱいが、オレの宮殿を訪れるのだ……

「──ねえ、不ふ二じ様？」

　と、玉ぎよく座ざに腰こし掛かけたオレの右みぎ脇わきにしな垂れかかった、コーヒー色の肌はだをした美女が言う。オレの右手を取り、大きく開いたドレスの胸元、豊満な膨ふくらみへと押おし付つけながら。チェリーピンクの唇くちびるが甘あまい吐と息いきを漏もらす。
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「イイでしょ……お願い、ね？」

「ワハハハ、よし、揉もんでやろう！　反時計回りに回転ローリングさせながらソフトリィに揉んでやろう！」

「ずるい！　不ふ二じ様、私もお願いします！」

　と、オレの左ひだり脇わきに立っているＯＬが、オレの左ひだり腕うでに抱だきつきながら言う。タイトなスーツにフレームのない眼鏡をかけ、いかにも仕事ができそうな秘書ってカンジだ。

「ワハハハ、愛ういヤツめ！　よーしよし、揉んでやろう！　掌てのひら全体で包つつみ込こむようにその弾だん力りよくを確かめながら多少荒あらっぽく揉んでやろう！」

「あー、私も！」

　と、オレの膝ひざの上に乗った、キュロットスカートにＴシャツ姿の、インモラルなロリッ子が言う。

「ワハハハ、オマエは揉めるほどないだろう。でも安心しなさい、揉めないのならば、つねればいいだけの話だ！」

　他ほかにも、たくさんのおっぱいたちが揉んでくれ、揉んでくれと詰つめ寄よってくる。

　ククク……むろん……と言うか……言うまでもなく……オレは……揉んでおる！　おっぱいを……Ａカップ……Ｂカップ……Ｇカップまで……揉んでおる！　どこに倫りん理り委員会の輩やからが潜ひそんでおるか知れんから、大きな声では言えんが……

　オレがおっぱいの海に耽たん溺できしていると、突とつ然ぜん、バァン！　扉とびらが開かれた。その向こうには、一ひと人りの中年男性の姿……

「不二君、いいのかいそれで」

　来たなオトーサン！

「つまみ出せ！」

　立ち上がりそちらを指差して叫さけぶと、黒服のＳＰたちがシュバアーッと駆かけていき、瞬またたく間まにオトーサンを担ぎ上げた。

「いいのかいそれで……いいのかいそれで……」

　ＳＰたちに神輿みこしのように担がれ、ワッショイワッショイされながら運び出されて行くオトーサン……ふー、来ると思ってたぜ。邪じや魔まはさせねーぞ！

　玉ぎよく座ざへと再度座り直し、さて、両りよう脇わきの女の子たちを揉み直そうとしたとき、グラグラグラグラなんだグラグラグラまた地じ震しんグラグラグラグラグラグラグラグラ──




「──ユマっち、ユマっちおきろー」

　揺ゆさぶられ、呼びかけられて、目を覚ました。

「んあ？」

　ヨダレをジュルリとすすりながら身を起こす。

　六限どころかＳＨＲショート・ホームルームすら既すでに終わったようで、教室に残ってるヤツも半分以下になっていた。掃除そうじ当番が掃除用具を片付けている。ウチの高校、授業後の掃除は小中のときみたいに机を後ろに下げたりはせず、サッサとやって終わるから、オレは寝ねたまま放置されてたんだろう。高たか峰みねの姿もない……

「おはよ、なんかすげー良い顔で寝てたけど、起こさない方がよかった？」

　前の席に、前後逆に腰こし掛かけて、背もたれに組んだ腕うでを乗せた姿勢でこっちを見ているのは、席の正当なヌシである野の村むらじゃなくて──ヅカだ。

「お、おー……いや、なんとかオトーサンを追おい払はらえたんだけどよ……フージマハールが崩くずれちまった……世界遺産なのになー……」

　まだかなり寝ねぼけてるオレは、欠伸あくび交じりに返す。

「あはは、意味わかんねー！」

　ヅカが笑う。

　オレは少しずつ覚かく醒せいし、

「あー、こりゃ、起こしてくんなかったら夜まで寝てたかもしれねーな……アリガトな」

　うぎぎぎ、と背せ伸のびをした。ポキポキと背骨が音を立てる。

「いいってコトよ！」

　ヅカはまったく朗ほがらかだ……うぐぐ！　椅い子すの両りよう脇わき、スカートからスラリと伸びた健康的なナマ脚あしがヤバい……オレは平静を装う。

「オマエ部活は？」

「うん、これからいくトコ。でも、なんか最近物ぶつ騒そうだからって早く帰らされんのよねー。やんなるわマジ。稽けい古こに身が入んない」

　はあ、と溜ため息いきをつくヅカ。

「宝石泥どろ棒ぼうも捕つかまんないし、野の良ら犬いぬがたくさん居るとかってさ。あーゆー犬が増えるのって、ペット捨てる人間が悪いんだよね。手に余って捨てるくらいなら最初から飼うなっつーの！」

「あー、オマエ犬好きだもんな」

「うん、ムカつくわーマジ」

　デカい犬飼ってんだ、コイツ。確かゴールデンレトリバーだかいうヤツ。

「……っと、ワリ！　オレそろそろ行かねーと。マジありがとな」

　高峰とソファイアとの待ち合わせを思い出し、オレは慌あわてて切り上げた。机の横、金具に引っ掛けてある鞄かばんを片手に、立ち上がりかけたとき、

「あー、あのさユマっち、ちょっと聞きたいコトあんだけど……」

　ヅカの言葉に、ドキッ！

「な、なんスか？」

　まさかまた告白とかか!?

　内心グラグラ、穏おだやかじゃないオレへと、ヅカはズイッと顔を寄せてきて──

「アタシってさ……高たか峰みねさんに、嫌きらわれてないかな!?」

「……は？」

　オレ、拍ひよう子し抜ぬけ＋困こん惑わく。ヅカの目は真しん剣けんそのものだ。

「なんっか避さけられてる気がすんのよ！　放課後とかなるべく話しかけようとしてるんだけど、気がつくと居なくなってたりしてさー……うあー、アタシ早まったのかなあ!?　またやっちゃった!?　やっちゃったかー！」

　途と中ちゆうからヅカは頭を抱かかえている。

　オレは思わず吹ふき出だしかけた。いかんいかん、本人は至ってマジだ、笑ったら悪い。ホント、どこまでも体当たりなオンナだな。

「いや、それはねーだろ。アイツ色々忙しいみたいだし、そんだけだろ。誘さそってくれてんのは喜んでんじゃねーか？」

　一いつ緒しよに帰ってるからとは言いづらいから、お茶を濁にごす。あー、オレ、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなダメ男丸出しだなあ……情けねー……

「ホント？　マジ？」

「おう、オレ別に高峰の気持ちとかワカンネーけどな、カレシじゃねーし。予想な」

「そっかー……よかった」

　胸を撫なで下おろすヅカへと、何気ないカンジでオレは尋たずねる。

「そういやオマエさ、なんで急に高峰誘ったりしたん？」

「んー、なんとなく？　ユマっちが気になってる女の子ってどんな子なのかなーって、最初はそれだけだったんだけど。なんかそのうち、アタシも気になってきちゃったんだよね」

　あー、わかるわー、一度気になりだすと妙みようにハマるんだよアイツって。

　ありがとな、と心の中で呟つぶやいておく。高峰の代わりに……いや違うか、コレはオレの気持ちだ。

「……ま、とにかく行くわ。部活頑がん張ばれや。じゃーな」

　そのまま立ち上がった。

「うん、またね」

　ヅカの声を背中に教室を後にする。西日差す廊ろう下かを早足で通り過ぎ、校舎を出ると、ぐるっと迂う回かいして裏庭を横切り、裏門を潜くぐった。コッチは結構急な坂道になってて、あんま好き好このんで帰るヤツはいない。

　街路樹の梢こずえから降るヒグラシの声を浴び、坂道を駆かけ上あがりながら、ヅカのコトを考える。久しぶりに話したけど、やっぱり気が合うんだな、落ち着くっつーか……いつまでも宙ぶらりんじゃあ、ワリーよなあ……

　坂道を上りきると、ちょっと見晴らしのいいカーブがあって、暮れ始めた町の情景が広がっている。道の脇わきに大きな木があって、その下に高たか峰みねとソファイアが居た。

「ワリ、遅おくれた」

　息を切らせながらオレは言う。

　ソファイアが小さく胸の前で手を振ふってくれる。高峰が、

「おはよ。よく眠ねむれた？」

　少し首を傾かしげて言った。

「なんだよ、知ってたなら起こしてくれてもイイじゃねーか」

　二ふた人りへと歩み寄りながら甘あまったれるオレ。

「教室で話しかけたりしないってば。今度から目覚ましかけておいたら」

　サラリとスルー、スタスタとオレの脇を抜ぬけて歩き出した高峰に続いて、上ってきた方とは別の坂を下っていく……これは市街地を突つっ切きり、賽さい川かわ公こう園えんを抜けて駅からバスに乗るルートだ。今日きようはかなり遠回りするんだな……毎日違うルートっつーのも、用心しすぎな気もするんだが。

　賽川公園。

　樽たる多た露ろ市しを東西に貫つらぬいて流れる多た摩ま川がわの支流、賽川に面した公園で、ちょっとしたアスレチックやテニスコートなんかもあって、それなりに広い。休日の昼間には親子連れや学生、カップルの姿も見られノンビリとした空気が漂ただようが、日が沈しずめば人ひと影かげはほとんどなくなる。どうしてかっていうなら、多分、何となく不気味だからだ。

　鬱うつ蒼そうと茂しげった木々、外灯はまばらで、日が落ちた後は死角が多く、オレが親でも子どもを遊ばせたいとはあんまり思わない。川向こうにファニーパークの観覧車が回っていた頃ころは、まだちょっとはマシだったんだけどな……

　夕暮れが深まりゆく遊歩道を、三人で歩いていく。

　最近物ぶつ騒そうだからか、人の気配はまったくない。

　木々の梢こずえが、一足先に辺りに夜を呼んでいる。雨風に色いろ褪あせた看板には、掠かすれた赤い文字で『変質者に注意！』と書かれていて、西日がそれを照らしている。

　──ふと、オレはイランコトを思い出す。数年前、この公園には人の衣服を剝はぎ取とる謎なぞの老ろう婆ば〝剝ぎ取りババア〟が現れるという噂うわさが立ち、オレたち中学生を酷ひどく怯おびえさせたことを。

「……なあ高峰、手えつながない？」

「は？　な、何よいきなり」

「いや、なんとなく……オマエが心細いんじゃねーかって思ってさ！　べっ、別にオレは心細いとか思ってねーけど！　オマエ、日曜日に映画でビクッてしてたもんで！」

「あれは映画でしょう。現実で怖こわがってたら死ぬだけだもの。怖さを楽しめるのは、余よ裕ゆうがあるときだけよ」

「そ、そういうモンか……？」

　高たか峰みねはスタスタと進んでいく……オマエのハートはクロガネか！

「ちょ、待てって……待ってください」

　ううう、茂しげみ怖こわいでしょう……道みち端ばたのくらがりにビクビクと目を配りながら、さらに少し進んだとき──お？　高峰がいきなりクルリと振ふり向むき、ガッ！　とオレの腕うでを取ったじゃねーか！

「お、やっぱオマエも怖かっ──」

　言いかけたオレのニヤニヤ顔が、次の瞬しゆん間かん激しい横Ｇを感じてギュンと伸のび、同時に世界が横に伸びた──いや違う、コレはオレが高峰に引ひき倒たおされてんだ！　と気づいたときにはドカッ！　地面に大きな尻しり餅もち──と、一いつ瞬しゆん前までオレの頭があった場所に、黒い影かげが飛び込んできやがった！

　高峰の手がオレの腕うでから離はなれ、流れるようにどこからかナイフを抜ぬき払はらうと、シュバッ！　影と交差するように、刃やいばが閃せん光こうを描いた。

　ドサッ、オレの目の前に落ちてきた影、それは──い、犬!?　ちょ、ちょと、いきなり展開加速しすぎだろ！　脳みそがついていけてないんですけど！　高峰とオレの肝きも試だめしっぽいラブラブシチュエーションどこいったよ!?

「ソファイア、敵てき襲しゆう！」

　高峰が鋭するどく叫さけびながら、刃を振ふるう──ザシュッ！　もう一いつ匹ぴき、声もなく飛び掛かってきていた犬が、切きり払はらわれて地に落ちる。

　高峰に切り払われた二匹は、オレの間近で再び立ち上がった。一見するとボロきれにしか見えないほどに汚れ切った毛皮、異様なほどに輝かがやく赤い目をした犬たちからは、鳴き声はおろか、呼気すらも感じられない。切り傷からは血も出ない……こいつら、ゾンビか！

「『自己制圧セルフオーダー・身体能力調整アジヤスト』！」

　凛りんとした声と共に、二条の閃せん光こうが奔はしり、今しがた起き上がった声なき獣けものたちの首が、胴どう体たいから切きり離はなされてコロコロと地面に落ちた。一呼吸あって、胴体も首も、ボフッと塵ちりになって消える。

「──あ、は、はい、心得ましたっ！」

　オレと同じく呆ぼう然ぜんとしていたソファイアが、いち早く立ち直る。

　そして、オレは見た。

　木々の作る薄うす闇やみの中、オレたちを取り囲むようにして輝かがやく、無数の赤い光──それらは、オレたちには聞こえない地じ獄ごくの進軍ラッパを合図にしたかのように、一いつ斉せいに殺さつ到とうしてきた。夕日の中に浮うかび上がる、その恐おそろしげな姿──開かれた牙きばの間から、デロリと紫むらさき色いろの舌を垂らし、唾だ液えきを糸引かせながら走ってくるゾンビ犬の大群！

「ひいぃぃええぇ！」

　尻しり餅もちをついたまま、オレは叫さび声ごえを上げた。ヤバすぎんだろ、なんなんだこの数！　ワンちゃん居すぎだろ！

　……一〇一匹ぴき以上は居そうだぞ、これ！







　　三　サンセット前







　先んじて駆かけてくる数すう匹ひきに対し、一条、二条と高たか峰みねがナイフを閃ひらめかせ応戦する間に、全方位からドドドドド、ケモノの大おお津つ波なみは迫せまり来くる！

　ソファイアに遅おくれること一秒ほど、オレはエイヤッと肝きもに力を入れ、地面に手をつき、弾はずみをつけ立ち上がった──と同時に選せん択たく肢しがデデン！

　一、高峰を庇かばう。

　二、ソファイアを庇う。

　三、庇えない。現実は非情である……

　ええい、とりあえず三番は除外だ、除外！　ノンビリ考えてる時間があるワケもなく、オレは飛び出すと、ソファイア目め掛がけて飛び掛かってきていた一いつ匹ぴきを前まえ蹴げりでふっ飛ばした──選択肢番号は、二だ！

　高峰を見捨てたワケじゃない。信じたんだ……オレは高峰の強さを知ってる！

　さて、オレは構えを取りながら、脳のう裏りにセブンさんの動きを思い出そうとする。どんな苦難からも主人を守ると誓ちかった、あの人の動きと、その決意をだ。

　左右の拳こぶしによるワンツーで、直線的に向かってくる犬を弾はじき飛とばす──が、非力なオレの攻こう撃げきじゃ、圧倒的に威い力りよくが足りない。犬はまたすぐに起き上がって向かってくる──ソファイアの手を取って引けば、ガチン！　ソファイアの頭があった場所に、血も凍こおるような音を立てて牙きばが嚙かみ合あわされた。その横面に裏うら拳けんを見み舞まう。唾だ液えきが飛ひ沫まつを上げる。

　シュババババ！　視界の隅すみで高峰のナイフが、夕日を照り返して幾いく重えにも閃く。古代の聖人が海を割ったときのように、奇き跡せきにも似た雄お々おしさで、ケモノの波を切り裂いている。一匹だって背後には漏もらさない、という気き迫はくが、その小さな背中には満ちていた──おかげでこっちは、なんとかソファイアを守れている状態だ。

「うおらあぁっ！」

　ソファイアの手を離はなし、更さらに二匹を叩たたき落おとす──と、左足に激痛！　クソッ、嚙かみ付つかれた！

　やいテメーら、しつけがなってねーぞ！　ドッグフード買ってやるから離せ！　保健所に通報してやんぞコノヤロー！

　動物愛護団体からクレームくるんじゃねーかと少し躊ちゆう躇ちよしながら、もう片足でその胴どう体たいを蹴けりつけた──が、外れない！　ぐおおぉぉ、イテェッ！　牙が皮ひ膚ふ、脂し肪ぼう、筋肉を押おし潰つぶし、骨を軋きしませている……まるで万力じゃねーか！　こんなの下手へたなトコ嚙まれたら一いち撃げきで終わるぞ！

　焦あせりまくるオレの背中に、トスッ、幽かすかな感かん触しよく──

「お姉様、申し訳ありません、フジ様の体を一時お借りします……『勅命オーダー・歴戦の勇者ギデオン』、フジ様！」

　そして、ソファイアの声が響ひびけば、オレの全身に力が漲みなぎった！　フォオォウ、キタキタキタキターッ！　オレ、パンプ・アップ！　シュワルツェネガー超えたんじゃねーかコレ！　筋肉モリモリマッチョマン！

　ドド、ドン！　オレの繰くり出だす拳けんが、オレが繰り出したんじゃないような音を立てて、飛び掛かってきた犬たちを塵ちりに変えた──イケる！

　高たか峰みね以外のオーダーを受けるのは初めてだが、どうやらオーダーにも、術者によって違いがあるみたいだ。

　例えるなら、高峰のオーダーは書物。それも名作古典。計算され尽つくされた文章が静かな感動を呼び起こすような。

　対して、ソファイアのオーダーは、そう、これは……グラビアアイドル写真集ッ！　すなわち男破威オツパイそのものだ！　よりダイレクトに本能に訴うつたえかける、有無を言わさぬエネルギーが、そこにはあった。

「サンキュ、ソファイアッ！」

　オレは言いながら、足に嚙かみ付ついたままの犬を蹴けりつける。ブチブチブチ、オレの筋きん繊せん維いを引きちぎりながら犬は吹っ飛び、地面に転がる。

「ぬおりゃあ！」

　オレは増強された筋力任せに両りよう腕うでを振ふり回まわし、押おし寄よせてくる犬の波を振ふり払はらう。

　高峰とオレの影かげが交差する……オレの拳が犬を殴なぐり飛とばす。高峰のナイフが犬を切り裂く。オレの蹴りが犬を吹き飛ばす。高峰のナイフが犬を貫つらぬく。オレの拳と高峰のナイフがハミングする。オレの足音と高峰の足音がデュエットする……ってキリがねーなコレ！　犬の海で海水浴してる気分だ。次から次へと、ワンコソバかっつーの！　犬なだけに！

　そして何匹目か、オレの振ふり下おろした手刀がメギャッ、犬の首を断ち切ったとき、

「──きゃあっ！」

　聞こえてきた悲鳴に、熱くなっていた内臓が一気に冷えた──ソファイア!?

　慌あわてて目をやれば、ソファイアの細い肩かたに、犬の首が嚙み付いていた。オレがたった今切り飛ばしたやつだろう──やっちまった、コイツらってゾンビじゃん！

　シュウゥン……オレとソファイアを繫つないでいたラインが消え失せる。力の供給が途と切ぎれ、ガッチガチだったオレの体がシオシオとしぼんでゆく……ああ、この感覚アレだ、萎なえるときに似てるわ……とか、アホなコト考えてる場合じゃねー！

　ただの非力な高校二年生男子に戻もどっちまったオレには、選べる選せん択たく肢しなんか、あんまない。必死でソファイアに駆かけ寄より抱だきつくと、そのまま全体重をかけて押おし倒たおした。

　片手でソファイアの頭を庇かばい、もう片手で犬の首を摑つかんで──ゴシャアッ！　遊歩道の石いし畳だたみに、二人分の体重で叩たたきつけた──ザアッと崩くずれ去る首。

　オレの体の下には、気絶したのか、目を閉じたままのソファイア。その肩かた口ぐちから流れ出る血が制服を濡ぬらしていく──と、心配するヒマもなく、ガブガブガブガブガブッ！　全身に激痛が走った。

「うがあっ！　がっ、ぐうっ！」

　ガブッ！　嚙かみ付つかれ、ブチブチッ！　引きちぎられる、ガブッ！　嚙み付かれ、ブチブチッ！　引きちぎられる……やっべ、痛みで朦もう朧ろうとしてきた……！　は、早くエロいコト考えねーと！

　ソファイア──はダメだ！　この姿見ても心配なばっかりで、エロい考えなんて浮うかばねーよ！　間近に感じるぬくもりも、女の子特有の砂糖菓子のような香かおりも、腕うでから零こぼれ落おちんばかりの男破威オツパイも、まったくオレを奮い立たせてくれない。見るに耐たえないってのはこのコトだ……なんか、なんかねーのか、オカズは！

　……ハッ！　犬と美少女、コレだーっ！

『ほーら高たか峰みね、ソファイア、今日きようの相手はこの子たちだよ？　オマエたちの体にたーっぷりバターを塗ぬっておいたから、喜んでペロペロペロペロしてくれるはずさ』

『い、いや……いやっ！　来ないで！』

『おやめください、フジ様！　ああ、そんな……ああっ！』

　ギュンギュンギュンッ！　鬼き畜ちく系けいの妄もう想そうがオレのエロス回路を駆かけ巡めぐり、全身が瞬しゆん時じに再生する──だが、犬たちの攻こう撃げきは止まない。

　以前プラトーンと戦ったときも似たような状態に追い込まれたが、そのときはオレの再生能力と敵の攻撃力が拮きつ抗こうし、スッゲー痛かったけど耐えることができた。でもコイツらはさすが牙きばを持ってるだけあって、人間のゾンビより食べるのが早くて……クソッ、再生が間に合わない！　ど、どーすりゃあ……

　──ゴキッ！

　ぐお、一いつ匹ぴき、オレの首に嚙み付きやがった──メギャメギャメギャッ！　グうオォッ、ちぎれる、首がネジ切られる！　殴なぐって叩いて引ひっ搔かいて、何とか外そうと試みるが、ガッチリと食いついて離はなれない。そうこうするうちに四し肢しにも食いつかれた。それぞれ別の方向に引っ張られ始める……ぐおぉっ……バラバラになっちまう……！

　メチャクチャにブレる視界に、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする高峰が映うつり込こむ──と、その足に一匹が嚙み付き、一気に引きずり倒されてしまった。そんな状態で犬たちに群がられながら、それでも戦い続ける姿が、オレの心をグチャグチャにする。幾いく重えにも閃ひらめく刃やいばの輝かがやきが、無言の高峰が上げる悲鳴のように思えてならない。

　あまりに大量すぎる犬の波に埋まい没ぼつし、高たか峰みねの姿はもう見えない。犬で溺おぼれ死しぬなんてコト、あり得んのかよ……

　今すぐあそこまで駆かけて行って、高峰の盾たてになりたかった。

　でも、できるかどうかは別として、それをするにはソファイアを見捨てなければならなかった。高峰を守るために痛みを負う覚かく悟ごはできても、ソファイアを見捨てる覚悟は決められなくて、オレの全身は震ふるえた。

「たかみね……たかみねえええええーっ！」

　血を吐はきながら絶ぜつ叫きようした。駆け足で近付いてくる絶望の足音を聞く。

　傷つくことも怖こわいし、死ぬことも怖いけど、何よりオレを震わせるのは、ソファイアも高峰も守れないコトだった。セブンさんに託たくされた女の子も……ちょっと気になってる女の子も守れないコトだった。

　一いつ瞬しゆん後の未来、血の海に沈しずんだ高峰の姿が脳のう裏りを過ぎれば、

　ピキ──

　オレの心臓が、液体窒ちつ素そをぶっかけたみたいに冷え込んだ。

　ドク、ドク、ドクドク、ドクドクドク……同時に鼓こ動どうが加速して、目の前が真っ赤に染まった──膨ぼう大だいな熱量を持つ塊かたまりがオレの奥おく底そこからせり上がってきて、高峰もソファイアも犬たちも、公園の木々も外灯もタイル敷じきの地面も、飴あめ細ざい工くのようにグニャリと歪ゆがんで……

　殺す──誰だれかがオレの中で囁ささやき始はじめた。最初は小さな声だったそれは、加速度的に大きくなってくる。コロス殺すコロス殺すコロス殺すコロス殺すコロス殺す……

「──ふ、不ふ二じ君っ、にっ……逃げてっ！」

　荒あら々あらしい呼吸の合間、なんとか捻ひねり出だしたような、掠かすれたその声が、オレを熱に歪んだ世界から引ひき戻もどした。

　ああ高峰……セルフオーダーが切れたのか。

　……バカだな、そんなになってもオレのコト心配してんのか。片足嚙かみ付かれたままで、ナイフも落としちゃって、ヘトヘトでボロボロで、自分も死にそうだってときに……くそ、くそ、悔くやしくて泣きてーよ……オレがもっと強きゃよかったのになあ……

「──『注文オーダー・弾丸舞踏バレツト・バレエ』」

　高峰のものとも、ソファイアのものとも違うその声は、辺りに凛りんと響ひびき渡わたり、ガラスでできた鈴すずを思わせた。

『ウキャキャキャキャキャ！』

　そして、風のように近付いてくる、沢たく山さんの子どもの笑い声。狂気を含んだ無む邪じや気きさ。鼓こ膜まくをくすぐるような声を聞いた瞬しゆん間かん、ゾゾゾゾ、全身の産毛が逆立った……な、なんだ!?

　ドシュバババッ！　幾いく重えもの閃せん光こうが周囲を踊おどり狂くるい、オレの全身を縛いましめていた幾つもの重みが消え失せる。

　上手うまく動かせない首を、何とか巡めぐらせてみれば、横よこ倒だおしになってぼやけた視界の中、スタタタンッ！　地面に着地する〝そいつら〟の姿──カミソリやらナタやら刃は物ものを両手に携たずさえた、小さな人ひと影かげたち──人形!?

　と、確認できたのは一いつ瞬しゆんだけで、シュバババッ！　そいつらはまたすぐにめいめいに動き始める。余りに速すぎて、また辺りが暗くなり始めているため、ろくに目視できない。振ふるわれるカミソリが夕日を弾はじいて描く残像と、

『ヒャヒャヒャヒャヒャヒャ！』

　笑い声だけが辺りに舞まい踊おどる。

　──それらはもはや、刃やいばの嵐あらしそのものだった。ふいに吹ふき込こんできたかと思えば、ドシュバシュドギュラララ、何もかもを破は壊かいし尽つくしていく──やがてゾンビ犬最後の一いつ匹ぴきが塵ちりへと還かえり、動くものがなくなると、閃せん光こうの嵐は人形たちの形を取り戻した。

　いつ背中にザクザクやられるかと身をすくませているうちに、静せい寂じやくが辺りを包んだ……助かった、のか……？

　人形たちはトコトコと歩いて戻もどって来た。大きさは……二リットルペットボトルくらいか、白と黒、モノクロームの色合いの、ゴシック調の衣装を身に纏まとったアンティーク・ドールたちだ。一、二、三……全部で六体。十二個のガラス玉の瞳ひとみが、じーっとオレたちを……見ているぅぅぅうおぉぉ鳥とり肌はだがぁぁぁ！

「う、うわやめろ、見んな！　こっち見んな、マジ怖こわい！」

　剝はぎ取とりババアってレベルじゃねーぞ！

「お前、礼れい儀ぎがなっとらんなー！　彼女たちは小さくても淑女レデイーだぞ、助けてもらったんだから、せめて礼の一つぐらい言わんかっ！」

　声の主を探せば、灯り始めた電灯の下、両手を腰こしに当て、ドーンと胸を反らした小さな人影があった。傍かたわらに、開かれたままの大きなトランクが置いてある。

「え、あ、ありがと、う……？」

　その剣けん幕まくに圧され、とりあえず礼を述べるオレ。

「んむ、よしよし」

　と、少女は二つ頷うなずいた後、ツイッと細い顎あごを振った。

「お前たちは戻っておれ。ご苦労だったな……一ひと先まず閉幕！」

　その声を受けると、黙だまったままずっと佇たたずんでいた人形たちが互たがいの手をとって、バッ、カーテンコールのときみたいに一いつ斉せいに礼をした。それからシュババババッ！　開いたままのトランクへと戻っていく。最後の一体がコッチへと一度小さな手を振り、パタンと内側からトランクが閉じられた。な、なんか可愛かわいいじゃねーか……怖いとか言って悪かったかな……いや、でもやっぱコエーよアレは！

　……おっとっと、ンなコトより美少女チェックだ。

　えーと、結構小さな、中学生くらいの女の子で……うお、人間かよこの子、まるで人形みたいだ。

　まず目を奪うばわれるのは、輝かがやくような白はく髪はつ……いや、銀色？　腰こしまであるストレート。瞳ひとみは紫むらさきがかった黒で、そういう色の宝石のような、神秘的な光を湛たたえている。唇くちびるは朝あさ露つゆに濡ぬれた薔ば薇らの色で、人形たちと同じ、白と黒を基調にしたドレスを身に纏まとっている。

　それらの、まるで今しがた絵本の中から出てきたような、余りに現実離ばなれした容姿は、オレをポカーンとさせた。

「カワイイ……」

　ひとりでに漏もれた呟つぶやきに、ツリ目がちな少女の目が、さらにツリ上がった。

「子ども扱あつかいするなよ、ワカゾーめ」

「え、いや、だって……キミ子どもじゃねーか、どう見ても」

「うぬぬう、おいユキジ、この無礼なオトコに説明してやれ。私が何者で、どのくらいスゴいのかをな」

　少女が顎あごを振ふった方向を見れば、尻しり餅もちをついた姿勢の高たか峰みねが身を起こすところだった──うおっ、チャンス！　オレは首をスライドさせて、スカートの中身を覗のぞき込こむ。淡あわいピンクの布切れがチラッ──さらにズームイン！　──よし花はな柄がらだっシュバアッ！　僅わずかなエロスを見つけて再生を果たすと、鼻息シュボー、ソファイアの上から立ち上がる。
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「……お久しぶりです、マトリ先生」

　浅い呼吸を繰くり返かえしながら、高たか峰みねは言った。スゲー苦しそうだ……って!?

「お、オマエ、その足、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　オレは瞠どう目もくする。高峰の片足、黒いソックスが、べっとりとその色合いを深めていた。幾いくつも空いた穴から、とめどなく鮮せん血けつが溢あふれている。

「大丈夫よ……」

「いやいやいや、ぜんぜん大丈夫じゃねーからソレ！　ソファイアも起きねーし……救急車呼ぶぞ！」

　ポケットから携けい帯たいを取り出そうとすると、スタスタと歩いてきた少女の手が、オレの腕うでを摑つかんで止めた。

「よせ、無用だ」

「え、でも！」

　と言うオレをスルー、少女は石いし畳だたみに膝ひざをつき、倒たおれたままのソファイアを覗のぞき込こむと、

「やれやれ、こいつは相変わらず打たれ弱いな……どれ」

　シュル、ソファイアのネクタイを解き、バッ、荒っぽくブレザーの胸元をはだけさせた……うお、純白のブラから男破威オツパイの上半分が零こぼれそう！　心配すりゃイイのか興こう奮ふんすりゃイイのかわかんねえこの状じよう況きよう！

　少女はそれから、一度強い息を吐はくと、両手の指先をそれぞれ合わせるようにした。そこから両手を左右に開けば、シャラン、と燐りん光こうの微び粒りゆう子しを撒まきながら、ラインが現れる。そうして少女は流れるように両手を振ふった。一指につき一糸、計十本の光の糸は舞まい踊おどり、高峰とソファイアの傷口へと飛ぶ。

「古いにしえに曰いわく、命亡き屍し骸がいを操あやつる人形師であり、また、命を繫つなぎとめる医師である……それこそがわれら、ネクロマンサーだ。最近の若いのは、後者をおろそかにしがちだが、嘆なげかわしいことよ」

　少女の声はあまりにも綺き麗れいで、何を喋しやべっても歌のように聞こえる。こんなコト言ってりゃ、それはなおさらだった。聞きき惚ほれそうになる。

「夢極まれば現うつつとなり、現極まれば夢となる……『注文オーダー・恵みの光明ソラリス』、ソファイア、ユキジ」

　ヒュルルル、ラインが螺ら旋せんを描き、ザクザクザクと二人の傷口を縫ぬい合あわせるように動いていく──そしてギリリッ！　少女が両手を引けば、ビタッ、傷は塞ふさがり、二人の体には傷きず跡あとすらない……

「おわスッゲ!?」

　開いた口が塞がらないままオレが言うと、

「ふん」

　少女はまんざらでもなさそうな様子で、両手を振ふってラインを消すと腕うでを組んだ。

「さあユキジ、傷は治したぞ。この失礼なオトコに、私をちゃんと紹しよう介かいせんか」

　高たか峰みねはへたり込んだままオレを見上げてきた。まだちょっと苦しそうだ、額に汗あせが浮うかんでいる……ああ、セルフオーダーのせいか。

「えっと、この人は、マトリ先生……シロネクロの権けん威いで、小さい頃ころ、私とソファイアが教わってたことがあるの」

「へえ、先生、ねえ……」

　見下ろすオレの視線を、マトリ先生はキッと見上げてきて、

「なんだその目は……言っとくが、私はお前の十倍は長く生きてるんだぞ？　キチンと敬えよ、キチーンとな」

　えっ、それって、百六十歳ぐらいってコト!?　この可愛かわいさで!?　人間ってそんなに生きられるモンなの？　どう見ても中学生くらいにしか見えないんだが……ネクロマンサーならアリなのか？　てかそんなコトより、

「ババアじゃん！」

「……ほう」

　口をついて出たオレの言葉に、マトリ先生は冷たく微笑ほほえむと腕うで組ぐみを解いた。その指先がシュビ、抜ぬき放はなたれる一刀にも似た気配を以ってオレを示すと、バコンッ！　トランクが弾はじけるように開き──次の瞬しゆん間かん、オレの周囲には濡ぬれたようにギラギラ輝かがやく剃刀かみそりを構えた六体の人形がァァァやっぱり怖こえぇー！

「……もう一度言うてみ？」

　異様な迫はく力りよくをまとったマトリ先生に、オレはゴクリと唾つばを飲み込み、思考をたっぷり巡めぐらせてから口を開いた。

「スゲー美しいお姉さんです」

　マトリ先生は満足げに頷うなずいた。

「んむ、ようやく私のコトが理解できてきたようだな」

　……ま、まあ、なんとなく……スゲー複雑な人だってのは、わかりましたよ！







　水兵リーベ僕ぼくの船、二次式の因数分解、なんとキレイな平城京……ぶつぶつぶつ……

「──お前はさっきから、何をブツブツ言っとるんだ？」

　と、オレの左ひだり隣どなりを歩くマトリ先生が首をかしげる。

「いやー、ちょっと授業のおさらいを……」

　もちろんウソだ。

　今現在、公園からの帰り道、日のすっかり暮れた裏通り。オレの背中にはセルフオーダーの後こう遺い症しようで眠りこけた高たか峰みねが背負われている……つまり背中に当たる柔やわらかい感かん触しよくや、太ふと股ももの下に回した両手に感じるしっとりとした質感を、意い識しきしないようにしてるんだ。意識するなよオレ！　無意識オアダイ！　ううむ、このままいくと、いずれオレはなんらかの境きよう地ちに到とう達たつしてしまうんじゃねーか……

「それにしてもマトリ先生、本当にお久しゅう御ご座ざいますね……今日はなぜこちらに？」

　と、オレの右みぎ隣どなりを歩くソファイアが言う。先生のお陰かげで傷はすっかりいいみたいだ。

　先生は答えて頷うなずく。

「んむ、ちと協会の方に呼ばれてな、これから行くとこだ。途と中ちゆうにゾンビドッグを数すう匹ひき見かけたんで後を追ってみたのよ。勘かんばたらきが幸いしたな」

「助かりました」

　ソファイアが言うので、オレも尻しり馬うまに乗る。

「アザーッス！」

　マトリ先生はフフンと笑い。

「苦しゅうない。まあ、敵もなかなかの手て練だれだったわ。数匹逃がしてしまった。私の手から逃げ遂おおせるとはな……やはり〝遺産〟狙ねらいだろうかな」

「おそらく、そうでしょう」

　と、ソファイアが返す。

「遺産って……ひょっとしてネクロノミコンのコト？」

　オレは二ふた人りの会話に割り込む。話してた方が気が紛まぎれるぜ。

「いかにも」

　マトリ先生はオレを横目で見て。

「お前を死の淵ふちより蘇よみがえらせ、お前の命を支えているモノのことだよ、フジユーマ」

　え、バレてる!?　ビックリして右隣に視線をやれば、ソファイアも目を丸くしていた。

「くくっ、おいおい、そんな顔をするなよ。まるで私が、本当のことを言い当ててしまったみたいじゃないか」

　先生はくっと顔を歪ゆがめて笑った。幼い顔立ちに相応ふさわしくない艶つやのある表情に、オレはドキッとする……さすがは実年齢百六十歳以上、こんな外見してて、きっと赤ちゃんがどこからやってくるのか、知ってるに違いない。コウノトリが運んでくるんじゃないコトを……うわ、それってナンか興こう奮ふんする！

「〝遺産〟は実存しない、してはならない……とまあ、そういうコトになっておるから、もう少し巧うまく誤ご魔ま化かせよ？　とはいえ、気付く奴やつはもう気付いてるだろうがな……ユキジめ、相変わらず難なん儀ぎな道を歩いておる」

「なんとかお力になりたいと思っているのですが」

　ソファイアが表情を曇くもらせる。

「んむ、まあ、お前は打たれ弱いのが欠点だからな。セルフオーダーを身に着けるか、新しいゾンビを早く見つけることだな……しかし」

　と、先生オレを見上げてきた。

「お前が噂うわさの完全自律型とは思わなかったぞ。シンイチローを倒たおしたと聞いたから、もっと強そうなのを想像しておったが、なんとまあ、貧相な坊ぼうやだろ」

　うお、マサカの酷こく評ひよう！　いや、まあそりゃ、中学時代には『てんとう虫と真剣勝負マジバトルして引き分ける』と評されたくらいのヘナチョコですけど……

「い、いやあ、こう見えても結構バリキあるんスよ？　あ、持ちましょうか？　その重そうなトランク！」

　オレがつい見み栄えを張ると、マトリ先生はキョトンとして。

「両手塞ふさがっとるのに、どうやって持つんだ？」

　あっ、そうだった！

「え、えと、口、口が開いてますんで！　咥くわえます！」

　マトリ先生は声を上げて笑った。

「あはは、なかなか紳しん士しなところもあるじゃないか。だがこれは結構、自分で持つよ。この人形たちは私の子どもと変わらない。人任せにするわけにはいかんて」

　そう言うマトリ先生の顔に浮うかぶのは、大人びた微笑ほほえみだった。この人の幼い顔には、一体幾いくつの表情レパートリーがあるんだろう……

と、マトリ先生が不意に立ち止まった。オレとソファイアは、数歩進んだところで遅おくれて止まり、何事かと振ふり向むいた。先生はすごく真面目な表情をしていた。

「なあユーマよ、私の下に身を寄せる気はないか？」

「……え？」

　オレは呆あつ気けにとられる。

「あるのかないのかわからない〝遺産〟欲しさに言うのではないぞ？　私は疑問に思っていたんだよ。ユキジがユーマを〝共に戦うパートナー〟として蘇よみがえらせたのか、それとも〝自分が巻き込んでしまったアワレな青年〟として蘇らせたのか、どちらなのかと。そして、今日きようユキジの様子を見て、後者だとわかった。セルフオーダーは独ひとりで戦うネクロマンサーの為ための術だからな……ユキジはお前を巻き込みたくないと思っている。それならば、私が預かる方がよかろう？」

　その不思議な色の瞳ひとみは、強い光を帯びてオレを見つめている。

「お前にとっても、そっちの方が良いはずだ。〝遺産〟の……いや、何らかの奇き跡せき的てきな力が働き、シンイチローを退けることができたとはいえ、これから激しくなっていくだろう戦いに、ついていけるのか？　その覚かく悟ごがあるのか？　命を賭かけてまで、ユキジと一いつ緒しよにいる理由がお前にあるのか？　私の下に身を寄せろ。守ってやる」

「え、えーっと……ど、どうしよう？」

　と、救いを求めるようにソファイアを見れば、ソファイアもオレを見返してきた。

「……わたくしが、アクセルロッドのネクロマンサーとしての見解を申し上げるのならば、マトリ先生のご提案は実にありがたいことだと思います。マトリ先生はシロネクロの中でも五ご指しに入るほどの達人ですから、必ずフジ様をお守り下さるでしょう。そしてそれはおそらく、お姉様の望むことでもあるでしょう」

　そこまで語ってから、ソファイアはふと頰ほおを緩ゆるめ、

「しかし、わたくし個人として申し上げるのならば、ここでフジ様とお別れというのは、少し寂さみしくもあります……いずれにせよ、フジ様がお決め下さい」

「マジですかあぁぁ……！」

　いきなり勘かん弁べんしてくれよこういうの！　オレに何か決定権を委ねないでくれ、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだから！　好きな国は永久中立国スイスです！　行ったコトねーけど！　ぐあー！

　二ふた人りの視線がオレに注がれる。一つはただ静かに、少しだけ厳しく。一つは凛りんとして、それでも少しだけ柔やわらかく。

「えっと……オレ、あー……覚かく悟ごとか、そういうのは、ないんス、けど……っと」

　ズリ落ちそうになっている高たか峰みねを背負い直す……あーもう、こうなったらしかたねー、たまにはマジにならなきゃいけねーか……ここで『マトリ先生にはおっぱいがない』とか『おっぱいは二つより四つの方が多い』とか言ったら、無理やり連れて行かれそうなスゲー迫はく力りよくがある。オレのコト心配してくれてんのは、マジありがてー話だが。

　深呼吸を一度、マトリ先生を見る。頭の中で言いたいことを整理して、口ン中に張り付きそうになってる舌を動かす。

「──オレ、カーサンが居て、ですね……まあ、そりゃ居ますわな。コウノトリが運んでくるワケじゃないんだから……んで、オヤジとカーサンって、オレがまだ小さい頃ころに別れちまったんスけど、別れるとき、オヤジはワンワン泣いてたけど、カーサンは笑いながらオレに言いました。きっと自分がいなくなったらこの人駄目だめになるから、由ゆう真まはこの人に付いててあげてくれって……フツー逆じゃねースかコレって？　家から出てくときとか、いっぺんも振ふり向むかねーんスよ、カーサン」

　過去話カコバナとか慣れてないから、ちゃんと話せてるか自信がない。つーか、高峰が寝ねててくれて助かった。コイツが起きてたら気き恥はずかしくて言えなかっただろう。

「オレ、捨てられるのがイヤで、泣きながら追いかけて、追いついて見上げたんです。そしたらカーサン、スゲー泣いてて……オレに言うんスよ。『もう逢あわないけど、貴方あなたのことは、絶対に忘れないし、ずっと愛してる』って。オレそんとき、激しく後こう悔かいしました。ああ、この人ってずっと強い人だと思ってたけど、フツーに泣くんだな、って。きっとガキのオレが知らなかっただけで……高峰も同じなんじゃねーかなって。だからま、オレの望みとしちゃ、今は高峰の傍そばに居てーと思ってます。コイツって確かにツエーけど、放っとくとどっかで……一人で、泣いてそうな気がするんで」

　話し終えてオレは安あん堵どの吐と息いきを一つ。マトリ先生から視線を逸そらさずに言った。

「──ダメすかね？」

　マトリ先生は微笑ほほえみを浮うかべ、

「いいや、私はお前たちの為ためを思って言っただけだ。無理強いはせんさ」

　そのままスタスタと歩き、オレらを追おい越こしていく。右みぎ隣どなりへと目を向ければ、ソファイアは笑え顔がおを返してくれた。

「よく仰おつしやってくれました、フジ様。わたくしも同じ想いですわ」

「お、おう、スゲー緊きん張ちようした！」

　と、オレらも先生の後に続いて歩き出そうとしたとき、

「……う、ううん……」

「お……高たか峰みね、起きたか」

　カナリ眠ねむそうだ。

「お姉様、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　ソファイアがオレへと殺さつ到とうしてくる。

　うお、オレの敏びん感かんな耳に高峰の吐と息いきが……ヌおオォ、オレが背負っているのは漬つけ物もの石いし、スゲー柔やわらかい漬物石だ！

「大丈夫よ……マトリ先生、ご迷めい惑わくをお掛かけしました」

「んむ、気にするな」

　必死に自己暗示をかけているオレを他よ所そに、会話する三人……

「お姉様、もうすぐ着きますので、ゆっくりお休み下さい」

「そうさせて貰もらおうかな……御ご免めんね不ふ二じ君、よろしく……」

　ギュウ、漬物石がオレに抱だきついてくる……おいおい、なんか妙みように素直だな！　頼たよられるのはスゲー嬉うれしいけど……さーて、オレのカラダは家に着くまで、もつんでしょーかっ！







　私たちを送り届けた後、マトリ先生は、

「また近々逢あおう」

　そう言い残して去っていった。

　電気の消えた薄うす暗ぐらい部屋で、私はベッドに横たわったまま、

「あの、バカ……」

　ぽつりと呟つぶやいた。

　両手で枕まくらを強く抱きしめる。段々と気持ちが治まらなくなってきて、ベッドの上でジタバタ暴れながら叫さけぶ。

「バカーッ！」

　皆みんな私が寝ねてたと思ってるみたいだけど、喋しやべれないほどに衰すい弱じやくしてたというだけで、ずっと意い識しきはあったんだ。

『ゆ、ゆきじ、どうしたのー!?』

　慌あわてふためいた〝声〟が聞こえて、我に返った私は動きを止めた。

「え、ええと……怒おこっているの！　とっても怒ってるのよ！」

『そうかなあ……？』

　首を巡めぐらせ机の上に目を向ければ、淡あわくて小さな光が、寝ている人の呼吸のリズムで明めい滅めつしている。

『このニオイは、喜びだと思うんだけどなー……ボクの好きなニオイだよ』

「喜んでない！」

『うん、でも、凄すごく心配してて、後こう悔かいしてるね……こっちは、あんまり好きじゃない』

　……まったく、もう！　どこまで良い鼻してるのよ！

　私は勢いよくベッドから起き上がると、ツカツカと机に歩み寄った。箱の鍵かぎを外して蓋ふたを開けば、たゆたうような白光が部屋に投げかけられ、私の影かげを伸のばして躍おどらせる。光の中心へと手を伸ばすと、指先にもふりと柔やわらかい手応えが返ってきた。そっと撫なでる。

「……言わないで、わかってるから」

　バカなのは私なんだ。

　あのとき、先生が不ふ二じ君に提案を持ちかけてくれたとき、私は喋れるくらいには回復していた。不二君の為ためを思うなら、お願いすべきだったのだ。何をおいても是ぜ非ひお願いしますと言って、不二君の身み柄がらを預けるべきだったのだ。

　……どうして決断を不二君に任せたのだろう？

　何かを大切にするということは、この手を離はなすということだ。私にとっては──イコール、ネクロマンサーにとっては。

　それを承知していながら……私は……

　不二君が私を、選んでくれたから……今、こうして喜んでいるんだ。

　……最低だ、私は。

『わっ！』

　指先にビクッと震ふるえが伝わり、柔らかい手て触ざわりと光が、不意に消えた。

「あ、ごっ、ごめんなさい、大だい丈じよう夫ぶ？」

『……う、うん、ヘーキ……ちょっとビックリした』

　箱の中、マッチ棒くらいの光が再び灯り、私は安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

　この子は人間が心に抱いだく〝負の感情〟を嫌きらう。怒いかりや悲しみ、悲しみや苦しみ……それらに準ずる、強すぎる情動が近くに生じるとひどく怯おびえ、それが積み重なれば、最後には姿を消してしまう。

　要するに私、今しがた凄すごくネガティブだったってことね……一呼吸ついて、ぎゅっと口の端はしを結んだ。落ち込んでいる暇ひまも、自じ己こ嫌けん悪おしている暇もない。そんなのは後でもできる。

　椅い子すを引いて腰こし掛かけると、机の下からノートＰＣを取り出す。画面を開いて電源を入れ、フリーメールソフトを立ち上げると、新規作成、カタカタカタ、記き憶おくしているメールアドレスを直じかに打ち込んでいく……

『……ゆきじ、なにをするのー？』

〝声〟が尋たずねてくる。

「……戦うわ」

　感情を波立たせないように注意しながら答える。

　クロネクロが私を追って来ていることは、ほぼ間違いないだろう。先生をして手て練だれと言わしめる相手が。一昨日おととい、昨日きのうと調べてみたところ、ゾンビドッグの群れは町のかなり広域に分布しているようだった。対応を決めかねているうちに先手を取られてしまった。

　……先生にはああ言ったが、敵の素性に関しては、思い当たる節が一つだけある。

　長らく〝この子〟を捕とらえ続けていた男──サルマン・リガルディー。聞いたことのない名前だが、高名な司祭ヴオコールの偽ぎ名めいかもしれない。そして、もしそうであるなら……

　メール本文を打ち終わり、内容をチェック。

『件名：無題

　本文：やって貰もらいたいことがあります。仕事を請うけて頂けますか？』

　送信ボタンをクリック。

『……えっと、ボクの力、使う？』

　おずおずと尋ねられれば、私はきっぱりと首を振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　この子には、もうほとんど力は残っていない。ほんの僅わずかな〝あまり〟が、こうして顕けん現げんしているだけだ……それでもまだ、只管ひたすらに私の願いを叶かなえようとしてくれる。優しい子だ。

　──と、その応答の間に返信が来ていた。相変わらず早い。ダブルクリック。

『件名：ちょｗｗｗｗ

　本文：タカミネさんｗｗｗｗ三週間ぶりなんだけどｗｗｗｗもう連れん絡らくこないかとオモタｗｗｗｗ詳しよう細さいよろｗｗｗｗ』

　……私は眉み間けんを押さえた。このノリにはちょっとついていけない。

　情報屋〝笑い猫〟について、私が知っていることは少ない。本当の名前も、年ねん齢れいも、性別も、住んでいるところも定かではない。お父さんが何かと重用していた人物だということしか。魔術書グリモアを手に入れたりするときとか……他ほかにも色々。不ふ二じ君の再復活方法を探すときに、私もお世話になった。あのときは藁わらにも縋すがる思いだった。

　背もたれに身を預けて、レスポンスの文章を考えていく……もう後あと戻もどりはできない。する気もない。ここからは総力戦で、次は私の手番だ。大事なものを守るためになら、猫だろうと虎とらだろうと嚙かみ殺ころしてみせる。

　私はおもむろに背もたれから身を起こすと、机の引き出しから一通の封ふう書しよを取り出した。今日ポストに届いていたものだ。中世から時代を超こえて届いたかのような古めかしい封ふう筒とうで、差出人は〝全日本シロネクロ協会〟。施ほどこしてあった封ふう蠟ろうは、既すでに剝はがしてある。中から二つ折りの便びん箋せんを取り出して開いた。

『高たか峰みね雪ゆき路じ　殿

　貴き殿でんに重大な戒かい律りつ違反の疑いあり、下記の場所・日時において査さ問もん会かいを開かい催さいする。

　火急の事態につき、参加が認められない場合は、以降一切の決定に従うこと──』

　……私は深い溜ため息いきを吐つく。

　厄やつ介かい事ごとっていうのは、束たばになって掛かかってくるものね……

　行かなかったらどうなるのかは、大体予想がつく。開催日は明後日あさつての木曜日だから、それまでには全てを終わらせる必要がある。多少無理をしてでも。やるしかないことが目の前にあるうちは、悩なやんでいる暇ひまはない。

　──不意に耳の奥おくに、不二君の言葉が蘇よみがえってきた。いつものヘラヘラした口調じゃなくて、極ごく稀まれにしか口にしない、本当に真しん剣けんな声音で、

『傍そばに居てーと思ってます』

　……そう、彼は言ったのだ。

　この気持ち、愚おろかなことだと思いながら、許されぬことだと知りながら、間違っていると認めながら……どうしようもなく、私の胸は高たか鳴なってしまう。

『──あっ、喜びのニオイ！』

　と、僅わずかに強まる光。

　私はそちらをキッと睨にらみ付つけると、片手の指を伸のばして、むに、鼻の頭を押おしてやった。

「言わないでってば！」

『にゃうー』







　高峰を部屋まで送り届けた後、庭へと向かった。

　今日の夕飯はオレの当番だが、準備するにもまだちょっと早い。餃子ぎようざが残っているので、今日の献こん立だては揚あげ餃子と、他ほかにもう一品、ありあわせで何か作るかな。

　リビングを横切り、カラカラカラ、引き戸を開けて縁えん側がわに出る。

　高峰邸の広大な庭は、繁はん茂もする木々の梢こずえが月明かりを遮さえぎる、暗い森になっている。リーリーリーリー、草むらから虫の声が届く。まだ結構暑いが、ゆるやかに草葉を揺ゆらす風からは、かすかな秋の気配がした。オレはつっかけを履はいて庭へ、その薄うす暗くら闇やみの奥おくへと進む。

　しばらく入り込んだトコで立ち止まった。

　落ち葉が降り積もっている。木々の梢こずえが開けて明るい。差し込む月の光をスポットライトと例えるなら、ここには役者のはけた後のステージのような、もの寂さみしい気配が漂ただよっている。

　……うん、そうそう。ここだ。あの人はここにいた。

　時間があるときはいつもここにいて、鍛たん錬れんをしていた。拳けんの跡に抉えぐれた木の幹を見れば、言葉にできない不思議な想いがこみ上げてきて、オレの鳩尾みぞおちをギュウと押した。

　つっかけを脱いで裸足はだしになると、目を閉じてあの人のデケー背中を思い出す。少ない上におぼろげな記き憶おくを頼たのみに、間違えないように、ゆっくりと時間をかけて、あの人の動きをなぞっていく。

　右足、左足の位置、歩幅はどうだったろう？

　振ふり抜ぬく拳の位置は、もう少し上だったか？

　……やり切れてる自信はまったく湧わかねーが、ともかくゾウガメみたいにノロノロと体を動かす。

　ノドモト過ぎれば熱さ忘れるコトに関しちゃ定評のあるオレにも、今日ナメた辛しん酸さんはちょっとばかし堪こたえた。まだ喉のどがヒリついてる。マトリ先生が来てくれなかったらどうなってたんだろうな。考えたくもねーや。

　高たか峰みねは確かにツエーよ……ツエーけど、それはオレがサボるコトの言い訳にはならねーし、まあ、自己満足に過ぎないんだろうけど、やらずにはいられないってトコでもある。

　……セブンさん、オレ、弱いの、もういやだ……

「──フジ様？」

　声をかけられて振ふり向むけば、青い大きな瞳ひとみがオレに向けられていた。エプロン姿のソファイア。あるかないかってぐらいの風が、月光を浴あびて光る髪かみを揺ゆらす。触さわれば溶とけてしまいそうなほどに淡あわい輝かがやき。

　オレはふと力を抜く。頰ほおにヘラッとした微笑ほほえみが浮うかぶ。

「おう、どーした？」

　火ほ照てった体に、流れていく空気が心地いい。きっと、これから少しずつ少しずつ、涼すずしくなっていくんだろう。

「ご飯ができましたので、お呼びしようと思いまして」

「えっウソ!?　ワリィ！」

　そんなに時間経ってたのかよ！

「いえ、気になさらないで下さい……それよりフジ様、今日はありがとう御ご座ざいました。そして、申し訳ありませんでした」

　ソファイアがいきなり頭を下げてきたので、オレは慌あわてた。人のつむじを見ると自動的に腰こしの座りが悪くなる。

「なん、な、何が？」

　頭を上げたソファイアは、目を伏せ口を結んだ、悩なやましげな表情をしていた。オレの心しん拍ぱく数すうがやや上がる……こういう表情に弱いんだ。

「フジ様はわたくしを守ろうとして下さったというのに、わたくしはただの一いち撃げきで倒たおされてしまいました。戦いでゾンビより先にネクロマンサーが倒れることは、多くの場合敗北を意味します。ですから普ふ通つうは、己おのれの身を守る術を持っているものなのですが……」

　ソファイアの顔に差す影かげが濃こくなる。

「わたくしは幼い頃ころからセブンに頼たよりきりで、それらの技術を身に着けることを怠おこたってきました……あまつさえ、そんなものはゾンビを上じよう手ずに扱あつかえない者たちが学ぶものだと、蔑さげすんだことすらありました。セブンの強さに甘あまえ、己を磨みがくことをせず、そのせいでフジ様に大変なご迷めい惑わくを──」

「待て待て待てーい！」

　オレはカブキみてーなポーズでソファイアの言葉を止めた。

「何いきなりネガってるわけ!?　そこは守れなかったオレが謝しや罪ざいすべきでしょう？　オマエどっこも悪くないから！　てゆか、むしろオマエが打たれ弱いってのは、ある意味誇ほこらしいコトなんじゃないかってオレ思うよ？」

「え、え……？」

「だってそれって、オマエがそんだけセブンさんを信しん頼らいしてて、セブンさんもその信頼にちゃんと応えてたってコトの証明じゃねーか。あの人が誰だれより強かったってコトのさ。だからまあ、恥はずかしいコトじゃねーよ、少なくとも。そう思わねえ？」

　見開かれてまばたきもしないソファイアの目が、じっとオレを見つめてくる──と、一いつ滴てきの涙なみだが流りゆう星せいのように頰ほおを滑すべり落おちた。オレはドッキリする。ソファイアは慌あわてて顔を拭ぬぐった。

「……お膳ぜんが冷めてしまいますね、戻もどりましょうか」

「お、おう」

　……あ、焦あせったー！　大泣きされたらどーしようかと思った。

　連れ立って戻る途と中ちゆうもチラッチラッとソファイアの方を伺っていると、

「ありがとう御ご座ざいます、フジ様」

　そう言って、触さわったら柔やわらかそうな笑え顔がおを見せてくれた。







　鍛たん錬れんしたせいか、それとも襲おそわれてさすがに疲つかれてたのか、メシ食って風ふ呂ろ入ったらすぐ眠ねむ気けに襲われた。夢も見ないでグッスリ。

　翌朝、着き替がえてからリビングに下りれば、制服モードの高たか峰みねは既すでに食しよく卓たくに着いていて、ソファイアは台所に立っていた。コイツらもさすがに昨日きのうは疲れたみたいで、オレと一いつ緒しよに各部屋に引っ込んでいた。
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「おはよー」

　オレは二ふた人りに声をかける。

「あ、ふじさま……おはようございまふ……」

　そう返すソファイアは、全く首が据すわわっていなかった。瞼まぶたは落ちかけてるし、口調からも分かるとおり半分寝ねていた。魚焼きグリルではシャケが美味おいしそうにコンガリしつつあり、味み噌そ汁しるは良い匂においを立ち上らせている。このザマでよく朝食を作れるもんだ……

「おはよう」

　と、高たか峰みねは相変わらず抑よく揚ようのない口調。その対たい面めんに座りながら、オレは尋たずねた。

「もう体、平気なのか？」

「別に……」

　ん？　なんか……気のせいか？　高峰が妙みように張はり詰つめてるよーな……外見はやっぱり〝昭和の学級委員長〟でいつも通りなんだが、雰ふん囲い気きがなんとなく……昨日襲われたからかな？

　食事が始まってからも、高峰はずっとムッツリしてる。よし、ここは一発、和なごませておくとするか！

「なあ、高峰」

　納豆をかき混ぜながらオレは切り出した。

「もしよかったら、またどっか遊びに行かねーか？　いつでもイイからさ……あ、いや、わかるぜ、オマエの思ってることは！　昨日きのう襲おそわれたばっかりなのに、危き機き感かんが足りないって言いてーんだろ？　わかってるぜ！　でもな、オレ思うんだ、やっぱり生活に潤うるおいって、必要なんじゃないかって。だから──」

「そうね、時間があったら行きましょう」

　無表情のまま高たか峰みねが言うのに、オレは半ば啞あ然ぜんとして。

「ちょ、マジで？」

　ソファイアが両手を合わせて歓かん声せいを上げた。

「わ、楽しみです！」

「でも私、今日きようから少し忙いそしくなるわ。だからまあ、時間があったらね」

「ん？　ナニすんの？」

「ちょっとね、研究の関係で行くところがあるの。学校から直接向かうから、今日は二ふた人りで先に帰って。夕御飯も待たなくていいわ。遅おそくなると思う」

　温度のない声で高峰が言う。

「あの……わたくしもですか？」

　おずおずと尋たずねるソファイアは、まるで捨てられた猫のような顔をしている。

「ごめんなさい、ネクロノミコンに関係する研究だから、手伝ってもらうわけにもいかないの。不ふ二じ君と一いつ緒しよに居てあげてくれる？」

「……はい、わかりました」

　寂さみしそうに返事をするソファイア。

　オレもなんだか釈しやく然ぜんとしなかったが、高峰がそれ以上語ることはなかった。学校でも、いつも以上に張り詰めていたように思う。

　そして下校時刻になると、朝言っていたとおり、高峰はどこかへ消えた。







　カチ、カチ、カチ、カチ……

　高峰邸のリビング、お爺じいさんが生まれた朝に買ってきたような柱時計が、静かに時を刻んでいる。只今午後八時過ぎ。

　オレとソファイアは、半分だけ高峰の言うことを聞くことにした。二人で学校帰りに待ち合わせ、スーパーに寄って夕飯の材料を買い、家に帰って下ごしらえまで済ませてから、リビングで高峰の帰りを待つ。今日の献こん立だては惣そう菜ざい屋やで買った出来合いのポテトサラダに、イワシツミレハンバーグと、ハンペンと三つ葉のお吸い物だ。

「……遅いですね、お姉様」

　ローテーブルを挟はさんでオレの対たい面めん、ソファーに腰こしを下ろしたソファイアは、柱時計を見ながら呟つぶやいた。

　鍛たん錬れんを二時間ほどこなした後、ジャージ姿のオレはソファーに腹はら這ばいになって、自室から持ってきたノーパソで動画サイトを閲えつ覧らんしていた。画面から顔を上げて返す。

「オマエそれ言うの十回目だぞ」

「心配なんですもの……フジ様は気にならないのですか？」

　少し責めるような口調で言われた。

「いやまあ、そりゃちょっとは気になるけどさあ」

　イケメンの魔まの手とか、それ以外とか……まあ、結構気にはなってるけど……オレがソファイアの不安を不必要に煽あおり立てるワケにもいかねーし。

「オマエがそこまでソワソワしてると逆に冷静になるっつーか……ま、大だい丈じよう夫ぶだってば。遅おそくなるって言ってたべ？」

　オレが言っても、ソファイアは溜ため息いきをついたり、時計を見たり、髪かみの毛けを弄いじったり、また時計を見たりしている……落ち着かねー……

　と、突とつ如じよ高らかに響ひびき渡わたったメロディに、オレは顔を上げた。携けい帯たいの着メロ──アメージングレース？

「あら……」

　と、ソファイアが立ち上がりざまに、携帯電話を取り出した……ん？　番号見てナンかビビってんな。ピッ──

「ハロー、マー・ニシュマー……アンナ……ケン……」

　会話しながら廊ろう下かに出て行く……そういえばソファイアってドコの人なんだろ？　ハローって英語だよな……いやでも明らかに英語じゃないよなアレ……

　ネット回遊に戻もどってしばらくすると、ソファイアが小走りで戻ってきた。

「フジ様っ！」

　その剣けん幕まくにビビるオレ。

「な、なんだよ、エロ動画とか見てねーぞ!?」

　慌あわててソファーから身を起こし、ソファイアを見上げる。

「お、お兄様が……ええと、今の電話はわたくしのお兄様からだったのですけど！　明日あした、そう、明日会合が、シロネクロ協会の会合が！　査さ問もん会かいらしいのです！」

「まあ落ち着け！」

　ひたすら動どう揺ようしているソファイアを、両手でドウドウと宥なだめながら言う。

　ソファイアは深呼吸を繰くり返かえし、

「は、はい、申し訳ありません、ええと……お兄様が言うには、明日シロネクロ協会の重要な会議が執とり行おわれるらしく、顧問役オブザーバーとして呼ばれたのですが、自分は出席できないので代わりに出てほしいとのことで、更さらに聞いてみたところ、その会合というのが査さ問もん会かいらしいのです」

「査問会？」

「戒かい律りつ違反をしたネクロマンサーを、協会の会員名めい簿ぼから抹まつ消しようするかどうかを決める会なのですが……今回査問会にかけられるのが、どうやらお姉様らしいと……」

「え、高たか峰みねが？」

　キョトンとするオレと、顔を青くしているソファイアの間には、明らかな温度差があった。ネクロマンサー界のコトとか、よくわかんねーからな、オレは。

「なあ、それって、どれくらいヤベーの？　退学させられるカンジ？」

　質問を重ねるオレに、ソファイアは切せつ羽ぱ詰つったカンジで答える。

「協会から退会させられるということは、クロネクロとして認定されるということです。そうなればお姉様は、今よりもっと厳しい立場に立たされることでしょう。お姉様を狙ねらうシロネクロすら、やってくるかもしれません」

「うお、そりゃなんか、ヤバそうだな……」

「どうしましょう……お姉様、一体何を……」

　ぶつぶつ言っているソファイアに、オレは言った。

「んー……でもまあ、オレはちょっと安心したけどな」

「どうしてですか!?」

　詰め寄ってくるソファイアに対し、両手を立てて防ぼう御ぎよしつつ。

「い、いや、なんつーか……今日高峰が出てるのも、それ関係なんじゃねーの？　オレ、高峰がクロネクロに襲おそわれてんじゃないかって心配だったんだけどさ。よくわかんねーけど、シロネクロが相手なら、少なくともそういう心配はしなくてイイのかなって」

　オレの言葉に、ソファイアは少しだけ落ち着きを取とり戻もどしたようだった。

「確かに、そうかも知れませんね……」

「まあ、何してるかなんとなく見当がついたなら、安心じゃね？　アイツ帰って来たら色々聞いてみようぜ」

「はい……」

　と、ソファイアはまだ重たい溜ため息いきを吐つきながら、オレの対たい面めん、ソファーに座りなおした。

　カチ、カチ、カチ、カチ……

　会話もないままに、時間は過ぎていく──午後十一時を過ぎて、高峰はまだ帰らない。

　つけっ放しのテレビからは、バラエティ番組が垂れ流しにされている。オレはさすがにネットウォッチにも飽あきたのでぼーっとそれを眺ながめていたが、ふとソファイアを見れば、コクコクと舟を漕こいでいた。気を張ってて疲つかれたんだろう。最近あんま寝ねてないみたいだし。

「上で寝たら？　オレ起きとくから」

　オレが声をかけると、ビクッとして。

「平気です……ここで待ってます……」

　その声はとても眠ねむたそうで、駄だ目めっぽいな、と思っていたら案の定、十分と経たない内に寝ね息いきが聞こえてきた。

　席を立ち、自分の部屋からタオルケットを持ってきて、ソファイアの体にかける──途と中ちゆう、上下するＴシャツの胸元に思わず目線が釘くぎ付づけになった。ホットパンツからすらりと伸のびたフトモモが眩まぶしい。なんて無防備なんだ、今なら顔とかズムッと埋うめても起きねーかもな……と、そこまで考えてから、オレは肩かたを落とした。いまいちそんな気になれねーや。

　ソファーに浅く腰こしを下ろすと、ポケットから携けい帯たいを取り出していじくり始めた。

　ピッピッピ──呼び出すのは、日曜日に撮とった高峰の画像だ。フリフリの服に照れるあまり逆に仁に王おう立だちしている高峰や、露出度の高い服に赤くなりながらあちこち手で隠かくしている高峰、マイクを手に目を閉じて歌う高峰や、クレープの生クリームをほっぺたにつけた高峰……

　それらを見ていると、幸せな気持ちになるけれど、同時に不安もムクムク脹ふくらんでくる。幸せだけを単体で感じられるコトって、実はあんまりない気がする。

　このやろ、早く帰って来いよなー……今日はなんだか、いつも以上に気になる。

「──何を見ているの？」

「どぅわぁーっ!?」

　慌あわてて携帯を畳たたんで振ふり向むくと、ソファーの背もたれに組んだ両りよう腕うでを乗せ、その上に顎あごを乗せた高峰の顔がドーン！

「な、なんだよ、いつ帰ったんだよ！」

「今」

　オレへと短く返しながら、高峰がソファーの背もたれを軽やかに乗のり越こえてきた。すとん、オレの横に下り……うわ近え、息がかかるほど至近！

「お、おい、何天使みてーに降こう臨りんしてんだよ!?」

　キョドるオレ。

「ねえ、何見てたのよ？」

　やや潤うるんだ瞳ひとみがオレを見つめ、ドギューン、思考をぶっ飛ばす……ヌウッ、コイツは天使なんかじゃねえ、小こ悪あく魔まだ！　オレの心をかき乱す小悪魔だ！　けしからん！　もっとやれ！

「お、オマエの写真だよ！　悪ィかよ！」

　高峰はふと顔を綻ほころばせる。

「悪くないよ？　嬉うれしいよ」

「い、いきなり、どうしたんだよ……！」

「心配してくれてたんでしょう？　ありがとう由ゆう真ま……大好き」

　ギュッ！

「う、うお……ゆ、雪ゆき路じ……嬉しいよ、今、スゲー嬉しいよ！　でもオレ、これ以上やったら崩くずれちまうんだ……悔くやしいよ、今、スッゲー悔しいよ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない！」

　うおっ、マトリ先生がローテーブルの下からズザーッと滑すべり出でてきた！

「私が編み出したこの秘術でシュビビビ！」

「うぎゃぎゃ！」

　マトリ様が掲かかげた両手から、なんか電でん撃げきっぽいギザギザした光線が出てオレを撃うつ。

「──さあ、これでお前は人間になったのだ！　おめでとう！　というわけで、二人だけで楽しまずに私も混ぜるのだ！　……うふふ坊ぼうや、色々教えてアゲルわ？」

　と、マトリ様が妖よう艶えんな表情を浮うかべつつ、高たか峰みねの反対側、オレの背後へと腰こしを下ろす──あっ！　両腕がオレの体に巻きついた！　うおう！　あるかないかわからない程度の微び妙みようなふくらみがオレの肩けん甲こう骨こつの下あたりに当たっている！　インモラルッ！

　ていうか、混ぜてって……平気スか!?　入りますか!?　前方に高峰、後方にマトリ様、こんな贅ぜい沢たくなサンドイッチ、どこの喫きつ茶さ店てんでも見たことねーぞ！

　おいおい、一対一サシですらまだシタことないのに、イキナリ二ふた人り同時だなんてそんな、難易度高すぎやしませんかね！　嬉うれしいけど！

「あ、お二人とも、ずるいですわ！　わたくしも！」

　と、タオルケットを跳はね除のけて、ガバッと起き上がったソファイアも加わり、六本の腕うでがオレの全身をくちゃくちゃに撫なで回まわしながら、服を剝はぎ取とっていく……あっオウ、あっオウ！　オレは宙を舞まうような快感を覚えながら、生まれたままの姿に……

　──ブルブルブルブル！

「うわあっ!?」

　三人が、いきなり首を前後左右に激しく振ふり始はじめた！　なんだこのホラー！　三人の首の動きはどんどん加速していき、輪りん郭かくが朧おぼろになって──ピタッ、いきなり止まった。

『それでいいのかい、不ふ二じ君』

　三人の首から上は、全く同じ造形になっていた。彫ほりの深いロマンスグレーの、中年男性の顔に……

「ハモってんじゃねぇえぇえぇー!!」

　──ガバッ！

　ソファーから起き上がったオレはすぐ、恐きよう怖ふに震ふるえる自分の体を抱だきしめた。カチカチカチ、歯の根が合わない……おおお……最悪だ……最悪の夢だ……この間にもまして！　下か半はん神しん様さまもスッゴイ萎い縮しゆくしておられる！

　ああ、ショッキングな映像が頭から離はなれてくれねー……オトーサン、だまし討うちとかマジでカンベンして！　許してくだしあ！　昨日きのうはオレが悪かったよ……！

　くっ……もう、出家するしか……ねーのか……？

　ソファーの上で体操座りしながら声を殺して泣いていたが、やや落ち着いてみると、カーテンの隙すき間まから差さし込こむ光の眩まぶしさに気がついた。

　……朝だ。

　カチカチカチ、柱時計が時を刻んでいる──午前八時半。オレの対面では、ソファイアがあどけない寝ね顔がおを見せている。

「……高たか峰みね？」

　小さく、呼びかけてみる。

　返事はない。窓の外から蟬せみと朝鳥の声が聞こえてくるだけで、邸てい内ないはシンとしている。ソファイアが身動ぎをする微かすかな気配が届く。

　リビングを出て、玄げん関かんへ向かう。高峰の靴くつはない。

「高峰？」

　屋や敷しきの空くう虚きよに響ひびかせるように、少し強く呼んでみる。

　返事はない。







　　四　管理職プロテクション







　オレが見上げる視線の先には、そそり立つ超ちよう高こう層そうビル。ミラーコーティングされた外がい壁へきが昼前の日差しを照り返している。都内まで出ればこの程度のビルは珍めずらしくないんだろうけど、ここらにはまだ数えるほどしかない。上から見下ろせば神っぽい心境になれそうだ。なんのビルかは知らないが、目立つから存在自体は知っていた。

「え……マジでここ？」

　同じように見上げている隣となりのソファイアに尋たずねると、はい、と短い返事が返ってきた。その横顔はキリッと凛り々りしい。高たか峰みねの窮きゆう地ちを救うのだという気き迫はくがにじみ出ていた。

　中央区貧ひん乃の武む町ちよう。

　駅から徒歩なら十分くらいで辿たどり着つくビジネス街で、たくさんの企業ビルが軒のきを連ね、その谷間を人と車が忙せわしなく流れる、樽たる多た露ろ市し経済の心臓部だ。

「参りましょう」

　と、歩き出すソファイアの後に続きながら、オレはもうちょっとちゃんとした服を着てくるんだったなーと軽く後こう悔かいした。ソファイアはお馴な染じみの天使の羽根っぽい白ワンピだからまあよさげだけど、オレなんかハーフパンツにＴシャツだから……うん、浮ういてる、浮いてる。

　大きく一面のガラスから差さし込こむ日の光を背後から受け、まばらに行き交うスーツ姿の人ひと影かげたちとすれ違いながら、受付へと進む──




　今朝けさ目を覚まして、高たか峰みねが帰っていないことを知ったソファイアがどんなカンジになったかは推して知るべし。

　二人で高峰の部屋に行って、協会からの手紙を見つけた。

　そのまま飛び出していこうとするソファイアをなんとか引き止め、学校に病欠連れん絡らくを入れ、朝飯を搔かっ込こんでから家を出た。集合時間までには少し時間があったし、昨日きのうの夜から何も食べてなかったしな。腹が減っては戦いくさはできぬって言うし……でも高峰のことが心配で、味はまったくしなかった。メシって心で食うモンなんだな。




「──ルビウス・アクセルロッドの代理として参りました、ソファイアと申します」

　と、ソファイアが受うけ付つけ嬢じように話しかける。

「少々お待ち下さい」

　受付嬢が何処どこかに電話をかけている間、落ち着かずキョロキョロ辺りを見み渡わたしていたオレは、壁かべの案内板に目を止めた。〝天水戸ビルディング〟……てんみずと？　……ああ、横にローマ字があったわ……〝ＡＭＥＭＩＴＯ〟……アメミトか。企き業ぎようビルかな？

「──お待たせしました。二十二階の特別会議室へどうぞ」

　手渡された紐ひものついたパスを首から提げ、エレベーターへ。二十二階、最上階のボタンを押おす。何人か乗り降りするのを見送りつつ、しばらくあって到とう着ちやく。

　エレベーターを降りると左右に伸のびる絨じゆう毯たん敷じきの廊ろう下かになっている。天てん井じようは高く、壁にはなんだかどっかで見たような、高そうな絵が等とう間かん隔かくに並んでいる。人ひと影かげはなく静かだ。

　やや緊きん張ちようしながら、ソファイアに続いて歩く……二十、二十一……ここだ、特別会議室。黒字に金で絵が描かれたデカい扉とびらが、ズオォォ……みたいな威い圧あつ感かんを醸かもしている。中央に天てん秤びん、なんか犬っぽい頭の人間が前に座り、その正面にギザギザの歯をした得え体たいの知れない怪かい物ぶつがお座りしている絵だ。皿の上、片方には壺つぼが、もう片方には……羽根か？　よくわからんけどちょっと怖こわいカンジの絵。

　ソファイアが扉を押し開ける。オレも後に続いて扉を潜くぐった──幾いくつもの視線がオレたちに注がれる。

　清せい潔けつ感かん溢あふれる空間に、ピンと張り詰めた空気。部屋の真ん中に空席が一つだけあり、それを囲むように机が配置されている。誰だれもあの席には座りたくないだろう。いかにも糾きゆう弾だんしてやるぞってカンジじゃねーか……

　老若男女様々な人が席に着いている。三十人くらいか？　大学生くらいの男女、リーマン風の恰かつ幅ぷくの良い男性、煌きらびやかな服装の女性、小学生くらいの男の子まで……誰も彼も、ネクロマンサーとは思ない普ふ通つうさだ。

　部屋を見み渡わたし、高峰の姿を探していると、静かな声が言った。

「──座れ、ソファイア」

　お、この声は……マトリ先生だ！　奥おくまった席に腰こしを下ろしている。その机にはマトリ先生を含ふくめて三人しかおらず、いかにも重役ってカンジなのが、幼い外見とアンバランスだ。

「先生！　これは一体どのような──」

「座れい！」

　ドスのきいた声で一いつ喝かつされ、駆かけ寄よろうとしたソファイアの足が止まる。うおっ、怖こわ！　迫はく力りよく満点！

「お待ち下さい、マトリ様」

　と、マトリ先生の隣となりに座る、スーツ姿の男が口を開いた。面おも長ながの顔に目付きは鋭するどく、野生の狐きつねを思わせる。白はく髪はつ混じりのやや後退した髪かみを後ろに撫なで付つけている。男の細い視線はソファイアへと注がれる。

「ソファイアさん、そちらの青年は何者ですかな？　協会の集まりに部外者を連れて来るとは、一体何を考えていらっしゃる？」

　男の詰きつ問もん口調に対し、ソファイアは微笑ほほえんで、会え釈しやくをした。

「お久しぶりです、マスター・アベノ。彼はわたくしの護ご衛えいですわ。一人ならばゾンビを連れてきても構わないはずでしょう？」

「貴女あなたのゾンビは、アクセルロッド・ナンバー・セブンでは？」

「ええ、わたくしのゾンビではありません。ですが、この会合に参加するに十分な資格を有しております。お姉様──高たか峰みね雪ゆき路じさんのゾンビですから」

　静かなざわめきが巻き起こった。オレに注がれる視線が強くなる。尻しりがムズムズする。

「なるほど、君がフジ・ユーマか……」

　男の視線がオレへ注がれる。オレはクイッと頭を前に出すようにして会釈する。

「ど、ども」

「……まあ宜よろしい。特例として認めましょう。席に着いて少々お待ち下さい。じきに時間となりますので」

　あれ、高峰はまだ来てねーのか……？

　オレとソファイアは、隅すみの席に並んで座った。会議室は水を打ったように静まり返っている……こういう真ま面じ目めな空気は苦手だ。

「あのオッサン誰だれ？」

　小声でソファイアに尋たずねる。ソファイアは険けわしい表情をしている。

「アベノ様……日本の協会において次期頭目と噂うわさされている方です。この査さ問もん会かいはあの方の呼よび掛かけによるものでしょう。協会の秩序を守るためならば、かなり厳しい采さい配はいを振ふるわれる方ですから」

　ふーん……まあ、そういう顔してるよな。オレの苦手なタイプっぽい。

「右みぎ隣どなりがマトリ先生だろ……左は？」

　和服姿に、雪が僅わずかに積もってるみたいな白はく髪はつの、小さなジーサンだった。座高がマトリ先生と同じぐらいしかない。目を閉じたまま座ってる。

「ハナヤマ様です。あの方こそが、協会の最高権力者ですわ……それにしても、お姉様は一体どちらに……」

「ああ、姿が見えねーよな……トイレとか──」

　ガタン！　という音が、オレらのヒソヒソ会話を遮さえぎった。アベノサンとやらが立ち上がった音だった。

「時間です。できれば高峰さんをお待ちしたかったが、仕方ありますまい……まずは皆みな様さま、この度はお集まり下さいまして、真まことに有あり難がとう御ご座ざいます」

　腰こしの後ろで手を組み、軽く会釈するアベノさん。

「なにぶん急な話で心配しておりましたが、幸いにして、決定権を持つ司教級オウンガン・クラスの皆様に多数ご出席頂けておりますので、会を始めさせて頂きます。マトリ様、花はな山やま様、お二方は宜しいですかな？」

　オ、オウン──何？　自殺点オウンゴール？　まあ、なんか偉そうなカンジだな。決定権とか言ってるし。

　マトリ様は厳おごそかに頷うなずく。花はな山やまとかいうジーサンは目を閉じたまま、

「良きに計らえ、阿あ倍べ野の」

　威い厳げんたっぷりに告げた……スゲー迫はく力りよく。大物のオーラばりばりだ。

　阿倍野サンは咳せき払ばらいを一度。

「さて、もうご覧になった方も多いとは思いますが、まずは此方こちらの映像を」

　部屋の隅すみ、機材に囲まれたブースに目配せをしてから、阿倍野サンは再度着席。ウィーンという機械音と共に暗幕が閉まり始め、奥おくの壁かべが開いてスクリーンになった。電気が消え、痴ち漢かんをしてもバレない程度に薄うす暗くらくなる。パッ、プロジェクターが円えん錐すい状じようの光を放ち、スクリーンに映像が映し出された。学校とかアパートの共用部みたいな、無機質で生活感のない建物の廊ろう下か。斜ななめ下から見上げる形で、扉とびらと窓が左右に並んでいる……ってナンだこれ、盗とう撮さつ映像？

「市立美術館における盗とう難なん事件のことは、皆みな様さまの記き憶おくに新しいかと存じますが、これはその当日、美術館三階の暗視カメラに残されていた映像です。目立つ防犯カメラとは別に、発見されにくい場所に据すえられた、所謂いわゆる隠かくしカメラですな」

　え、現場の映像？　どうやって手に入れたんだよそんなの！　マジ底知れねーなシロネクロ協会……てか、その事件と高たか峰みねに、ナンの関係あるってんだ？

「ほんの一いつ瞬しゆんなので確認しづらいのですが……スローで──はい、此処ここです」

　阿倍野サンの指示で映像が止まる……うん、走っている人ひと影かげだな。画像が荒あらくてよくわかんねーが、女の子のようで……

「解像度を上げ、拡大したものがこちらです」

　──ガタッ！　オレは思わず腰こしを浮うかせた。隣となりのソファイアが息を吞のむ音が聞こえる。

　構図上、人影を正面からやや見上げるような形になってるから、帽ぼう子しの鍔つばで隠れていた顔が丸見えで……うわー、完全に高峰だアレ！　右手に持った宝石が、キラキラと光を照り返している。なな、ナニやってんだよアイツ!?

　──しかも、ああ、他ほかならぬオレにはわかる！　画面内を通り過ぎる途と中ちゆう、スカートの内側にチラリと見えてるピンク色は、確かに高峰のだ！　見たことあるもんアレ──って、ああぁぁ、衆目に曝さらされてるじゃねーかオイ!?　ナンてコトしやがるんだコノヤロー！　訴そ訟しようも辞さない！　アレはオレんだぞ！　つか、なんでこんな位置に隠しカメラ設置してあんだよ！　アングルがいかがわしすぎんだろ！

　怒いかりの念が通じたのか、映像はすぐに消され、カーテンが開かれていく……ハァハァ！

　眩まぶしく差さし込こむ光の中、パンチラ盗撮ド変態オヤジ阿倍野は再び立ち上がった。

「──まあ、これ以上の説明は不必要でしょうが……マトリ様はどうお考えです？」

「協会からすれば由ゆ々ゆしき事態だろうな。確かに放ってはおけまい」

　マトリ先生は淡たん々たんと返す……この人って味方じゃねーのかよ？　さっきからツンツンしてるけど……

　阿あ倍べ野のサンは一度頷うなずいて、首を逆に巡めぐらせる。

「花はな山やま様は？」

　水を向けられた花山のジーサンは、依い然ぜんとして目を閉じたままで。

「うむ……良きに計らえ」

　おい、あのジーサンさっきからソレっきゃ言ってねーぞ！　クソッ、これって談合じゃねーのか!?

「私がこれほど早急に査さ問もん会かいの開かい催さいを皆みな様さまに呼よび掛かけたのには、大きな理由が御ご座ざいます。或あるいは彼女が一いつ介かいのネクロマンサーであったなら、もう少し悠ゆう長ちように事を構えている余よ裕ゆうもあったでしょう……しかし、彼女は〝遺産〟を持っている」

　部屋中が静かなざわめきに包まれた。パンチラ盗とう撮さつ阿倍野は片手を挙げてそれを制すと、調子よく続ける。

「今まではその存在すら不確かであった遺産の存在は、彼女の最近の行動によって、最早もはや確定的と言って良いでしょう。彼女は伝説の完全自律型ゾンビを生み出し、英えい雄ゆう・八や尾お慎しん一いち郎ろうを退けてみせた。いずれも到とう底てい成し得ないはずの奇き跡せきだと言える。このままではその奇跡の力が、クロネクロに渡わたってしまう恐れがあります。私は彼女から会員権を剝はく奪だつし、同時に遺産を回収すべきであると──」

　幾いくつか、首しゆ肯こうする気配が、空気を伝わってくる。

「お待ち下さい！」

　ガタンッ！　と、悪い流れを断ち切らんとするように、ソファイアが立ち上がった。視線が集まる。

「彼女にも弁明の機会があって然しかるべきでしょう！　遺産の力を恐おそれるあまり、それすらも奪うばおうというのですか？」

「臆おく病びようだと仰おつしやりたいのかな？」

「性急だと申し上げているのです！」

「なるほど。この後決議を取りますが、顧問役オブザーバーの貴重な一意見として、参考にさせて頂きましょう。一ひと先まずは、御着席下さい」

　阿倍野・ザ・パンツマニアは静かに、しかし有無を言わさぬ調子で言った。ソファイアはぐっとなって、しぶしぶ腰こしを下ろす。

　パンツマン阿倍野は続ける。

「確かにその意見はご尤もつともですな。しかし我々がこのような対応をせざるを得ない事も理解して頂きたい。此方こちらの働きかけに対し、彼女から何の反応も頂けないのですから。できれば我々も、本人の口から事情を御説明頂きたかったのですよ」

　高たか峰みねホント、どこ行ってんだよ……とんでもねーコトになってんぞ！

「さて結論と致いたしましては、高峰雪ゆき路じの処分を追放と決定し、総力を挙げて遺産を回収すべきである──消し縁これが私の主張です。遺産は、今この時にも彼女の手によって、クロネクロ側に流されようとしているのかも知れない。彼女がこのまま姿を眩くらませてしまえば、行方ゆくえすら分からなくなってしまう。その事態だけは、なんとしても避さけねばならない」

「いや……それはナイでしょ？」

　突とつ然ぜん口を挟はさんだオレへと、視線が刺ささる……うへえ、目力が尋じん常じようじゃねーわ。全員格好はフツーだけど、スゲー人たちなんだろう。この圧力の中でよく喋しやべれたなソファイア……

　と、ソファイアをチラッと見れば、心配そうにオレを見守っている。大だい丈じよう夫ぶ、お前一人では戦わせねーさ！

「何故なぜ言い切れる？」

　と、パンツ──ああもうイイや面めん倒どうだ──阿あ倍べ野のが言うのに、オレは体を反らし、右手の親指で自分の胸を示して見せる。

「だってその遺産って、ココにありますもん。オレん中に」

　ざわり……！　会場がスッゲーざわついた。ソファイアも慌あわててるし、マトリ先生も目を丸くしている。　あー、やっちまったかコレ……？

「フ、フジ様、そ、それは……！」

　ソファイアがワタワタと泡あわ食くってるのに、不安になるオレ。

「いやあ、だっていずれバレるんでしょコレ……ヤバかった？　でもまあ、もう言っちまったしなあ……えーと、つまり、遺産ってヤツがココにあんだから、少なくとも高峰にクロネクロ側に流すとかいうつもりはねーし、なら今すぐ追ったりする必要はないでしょ？　ってコトなんスけど……わかります？」

　うわぁー重苦しい沈ちん黙もく……

　針のムシロに座ること数分、阿倍野が眉み間けんを片手で押おさえながら、口を開いた。

「なんということだ、これは想定外……いや、しかし、なるほど、確かに一理ある」

　阿倍野の手が離はなれれば、その眼光は鋭するどさを増していた。

「ではこれより、高峰さんがお戻もどりになるまで不ふ二じ君を協会にて預かり、日時を改めて会議を開くという事に致しましょう」

　えちょ、それって……

　高峰が前言ってたコトが、オレの脳のう裏りを過ぎる。オレを捕とらえて実験体にしたいヤツもいるだろうとか、なんとか……イヤな予感しかしねえ！

「オレ、人質ってことスか!?」

「有あり態ていに言ってしまえば、そうなるでしょうな」

　ダンッ！　ソファイアが両手を突いて立ち上がる。

「顧問役オブザーバーとして、認められません！　フジ様はお姉様のゾンビであり、完全自律型です。その意思を無視して、貴方あなたの一存で決めて良いことではないでしょう？　戒かい律りつ以前に、犯罪行こう為いですよ！　シロネクロの所業ではありません！」

　阿あ倍べ野のはゆっくりと首を振ふり、眉み間けんを揉もんだ。

「あまりの不測の事態に、私も混乱しているのですよ……さて、どうすべきか。ここはやはり、花はな山やま様に意見を仰あおぐとしましょうか」

　あーっ、出たよ！　ここにきて花山頼みだよ！　あの人って完全に阿倍野のイエスマンじゃねーか！　コレはあまりにも卑ひ怯きようすぎるでしょう？

　花山のジーサンは瞑めい目もくのまま、

「うむ、良きに計ら──」

「お待ち下さい、どうか御ご熟じゆく慮りよなさって下さいっ！」

　う、うおおっ、ソファイアが走った！　超アグレッシブ！　直じき訴そ状じようを手に大名行列に突つっ込こんでいく農民の勢いで、三人の前に躍おどり出でた。

「お下がりなさい、ソファイアさん。花山様のご決定に不服を申し立てるとは、失礼にも程がある。弁わきまえなさい」

　阿倍野が冷たく言い放つのに、食くって掛かかるソファイア。

「し、しかし！　正義を掲かかげる我らシロネクロ協会が、このような横暴な決定を下すことを、見過ごすわけには参りませんわ！」

「私は協会を守ることを一番に考えるだけ。正義とは秩ちつ序じよと同義である……下がりなさい」

　阿倍野が強く言い放つのに、

「いいえ、下がりません！　どうか、どうかわたくしにお時間を下さい！　必ずやお姉様をこちらにお連れしますから──」

　ソファイアは尚なおも食い下がろうと、一歩を踏ふみ出だし──あっ、つまずいた!?

「ひゃわわ!?」

　場の空気を一いつ瞬しゆんでブチ壊こわす間まの抜ぬけた悲鳴を上げながら転びかけたソファイアは、ジーサンの前のテーブルにガッと両手をついたものの勢いは殺せず、そのまま上半身を乗り上げるようにして向こう側へとズデーン！　ドンガラガシャン！

「お、おいおい！」

　思わず腰こしを浮うかすオレ。ソファイアが花山のジーサンを押おし倒たおした形になっていて……うおっ!?　至宝、男破威オツパイがジーサンの頭をハサんでやがる！　ジーサンその位置換かわって！　確かに何でもハサめそうだとは思ったけど、まさかジーサンまでハサめるとは……恐おそるべし男破威！

「フガフガ……」

　ジーサン窒ちつ息そくしてんぞ！　羨うらやましい！

「わあ、も、申し訳ありません！」

　ソファイアが慌あわてて立ち上がる。

「なんという無礼を……！　花はな山やま様、お手を」

　阿あ倍べ野のはシュンとしているソファイアを一ひと睨にらみすると、ジーサンを助け起こした。

「うむ……」

　ジーサンはパンパンと落ち着いた様子で裾すそを払はらう。今ので心乱されねーとは……あーあ、こりゃ、ヤベーかな？　そしてジーサン、咳せき払ばらいを一つ……その両目がクワッ！　見開かれた。

「──みな、ソファイアの言うとおりにせいっ！」

『えっ!?』

　誰だれもがビビッた。

「んむ」

　固まった時間の中で、一ひと人り声を上げたのは……マトリ先生！

「私もハナヤマに賛成だ。アベノよ、今日の議題はあくまで、高たか峰みね雪ゆき路じの処しよ遇ぐうについてだ。ユーマをどうするかは、また次回、別の会議を開いて話し合うのが筋というものではないか。今しがた自分で言ったように、お前では捌さばき切きれんのだろ？　ユキジが戻もどるまで監かん視し役やくをつける位が、妥当と思うぞ」

「し、しかし……」

　言葉に詰まる阿倍野。マトリ先生は可愛かわいらしく首を傾かしげ、

「私が見張ろうではないか。まさか文句はあるまいな？　なあに、遠えん慮りよするな。たまには協会のために働くさ、私も……さて、ではそろそろ決議を取ろうか？」

　……オレはそのとき気づいた。

　見開かれたままのジーサンの目が、ジーッと目の前の一点、ソファイアの胸に注がれていることに……オレにはわかる、あれはエロスを前にした男オスの眼光に相違ない……ああ、ジーサンちょっと出てる！　キリッとした顔の、鼻の穴から赤いの出てる！

　──もはや間違いなかった。

　あのジーサンは、オレの同類なかまだ！　わかる、わかるよ、ジーサン！







　ざざ、ざ、ざざ……鬱うつ蒼そうと茂った木々が日の光を遮さえぎり、昼ひる尚なお暗い森を、私は駆かける。樽たる多た露ろ市し郊外の山中、道なき道に溢あふれる土の匂におい、草いきれを左右に振ふり払はらいながら。

　やがて森が途と切ぎれ、姿を見せたのは、朽くち果はてた灰色の風景だった──廃はい工こう場じよう。

　そのまま一階の工場部に駆け込むと、私は崩くずれ落おちるようにして座り込んだ。

　かつてはベルトコンベアやクレーンがあったのだろうか、今は何もなくがらんとしている。錆さびかけたトタンの壁かべはところどころ剝はがれ、外の緑が侵しん食しよくしてきている。時間が止まったようなだだっ広い空間に、午後の日差しが差さし込こんでいる。片付け損なって打ち捨てられた幾いくつかのものたちが、ゆっくりと朽くち果はてるときを待っている。錆さびの臭においが鼻につく。血の匂においに似ている。

「──ぐっう……くっ……！」

　座り込んだまま全身を強こわ張ばらせ、浅い呼吸を繰くり返かえす……傷は大したことないけれど、やはり長いこと身体能力調整アジヤストを使っているのが良くないらしい。身体にガタがき始めているのか、少し熱っぽい。

　もう査さ問もん会かいは始まってしまっただろうか。ひょっとしたら終わっているかもしれない。私の処しよ遇ぐうはどうなっただろう……まあ、どうでもいいことだ。元々一ひと人りで戦ってきた。向こうが私を除名したいのなら、したらいい。

　そんなことより不ふ二じ君とソファイアのことが気にかかる。二ふた人りはどうしているだろう。今いま頃ごろ心配してるだろうか……できれば昨晩のうちに済ませたかった。無茶なことをしてなければ良いけど……ああ、そういえば学校も無断欠席してしまった。

　しばらくそのままでいて、痛みの波が緩ゆるやかになった頃、ゆっくりとストレッチを開始した。身体へのダメージをチェックしつつ、少しでも動けるように、筋肉を整えてゆく。びき、びき、びき、痙けい攣れんする体を押おさえ込みながら。

　ぐっ、ぐっ、ぐ……思ったより酷ひどい。溜まりに溜まった乳酸に加えて、左足の脛すねと右手の人差し指が疲ひ労ろう骨折しかけている。それでもまあ……まだ動ける。大だい丈じよう夫ぶ。

　安くはない代だい償しようだったけれど、町に展開していた敵の〝司令塔〟は、ほぼ全て潰つぶした。敵のゾンビドッグに幾いく度どか〝乗っ取りクラツキング〟をかけ、得た情報を基にして。人間のゾンビとは違って、動物のゾンビはリソースをあまり食わない反面、隙すきが多くて乗っ取りやすい。かなり雑な屍造術プラストミツクだったし。

　あの可か哀わい想そうな犬たちは、今頃苦痛の支配から解き放たれて、望まぬ者に望まぬ牙きばを振ふるうことなく、安らぎの眠ねむりについているのだろうか？　それはわからないけど、敵が今丸まる裸はだかだってことは確かだ。

　後は痺しびれを切らせて、私が張った罠わなに掛かかってくれることを、祈いのるだけ──

「──ん」

　両手を組んで猫背になり、背筋のストレッチをしていた私は、ビクリと顔を上げた。自然と顔が険しくなる。

　……来た。

　私は目を閉じて、感覚を研ぎ澄ます……一、二、三……十、二十、三十……たくさん。数え切れないほどの、小さく瘦やせこけ、痛みと苦痛に震ふるえる魂たましい……そして中心に、力強く、精力に溢あふれた魂が一つ。それらの情報を私に伝えるのは、この山中にざっくりと張はり巡めぐらせた、細い細い〝霊導索ライン〟の震えだ。

　霊導索ラインは情報伝達媒ばい体たいであり、基本的には術者から離はなれて伸のばすほどに細くなり、伝達できる情報が少なくなるという性質を持つ。ゾンビに複雑なオーダーを出すには近くにいなければならないけど、自前の魂たましいを持つ〝自律型ゾンビ〟の存在を維い持じするだけなら、結構遠くても大だい丈じよう夫ぶ。魂を吊つり下さげているだけだから。

　今、私が行使している霊導索は、極限まで細くして、情報量を絞しぼったものだ。これに魂を持つものが触さわれれば、僅わずかな情報が私へと伝わって来る──いわば、霊導索の鳴子細工のようなもの。〝霊導結界クローバー・フイールド〟という、お父さんが編み出した術だ。切れやすいから頻ひん繁ぱんに補強しなければならないのが欠点であり、さっき山を駆かけ回まわっていたのは、この術のメンテナンスを行うためだった。

　魂には、それぞれ個体特有の〝匂におい〟とでも言うべきクセがある。しっかりと意い識しきしなければ感じ取れないほどの微び妙みような違いが。自じ慢まんでもなければ誇ほこりにも思わないが、私はそういう細かい違いを読み取ったり、複雑なオーダーを出したりする、ちまちまとした術が得意だ。ソファイアのようなダイナミックさはないけれど。ここ暫しばらくの付き合いで、この魂のクセはある程度読み取った……間違いない。当たりビンゴ。

　例の仕事を、〝笑い猫〟はきっちりこなしてくれたようだった。『美術館に盗ぬすみに入った窃せつ盗とう犯はんが、この廃はい工こう場じようを根城にしている』という情報を、クロネクロたちに届くような形で流してもらったのだ。ダメ押しで、昨日きのう交戦した場所からこの辺りまでの道に、肉体的な匂いも微かすかに残しておいた。うまく引っ掛かってくれた。

　ストレッチを止めて立ち上がる。

　……手加減はしない。息の根を止める。こいつはソファイアを傷つけ、不ふ二じ君を手にかけた。私から二ふた人りを奪うばおうとする奴やつに容よう赦しやはしないし、その為ために賭かける命ならいつだって持ち合わせている。

　もう一度、相手の位置をしっかりと確かめてから、領域に張はり巡めぐらせた、全ての霊導索を消し去った。

　そして今度は、それらの霊導索全てを、自らの体内へと展開。呼吸を抑よく制せいし、心臓の鼓こ動どうを抑制し、細さい胞ぼうの活動を抑制し、新しん陳ちん代たい謝しやを抑制し、自分を殺していく……〝死〟の冷たさに身体を覆おおい尽つくされる寸前の、残ざん滓しのような思考は、ふと、不二君のことと、ソファイアのことを考えた。自然と綻ほころびかけた口を引ひき締しめて、口にする。

「『自己制圧セルフオーダー・身体能力調整アジヤスト』！」

　──無事に帰れたら、いいな……

　泡あわのようにぷかりと浮かんだ感傷を引ひき千ち切ぎるようにして、ワタシは跳ちよう躍やくする。

　頭ず蓋がい骨こつの内部にて、運動性言語中枢ブローカと聴覚性言語中枢ウエルニツケ、記き憶おく野やのそれぞれ一部と、味覚野の大半が変質し、聴ちよう覚かく、視覚、体性感覚など、戦せん闘とうに関係するシナプス流の補完を開始する。世界から情感が失われていく──そこは、きっとかつて、数多の戦士たちが足を踏み入れ、戦せん慄りつしながら歩いた冬ふゆ枯がれの世界。ワタシに恐おそれや怯おびえはない。

　片手、天井の鉄骨を摑つかみ、逆さか上あがり、上へと着地、更さらに跳ちよう躍やく、窓から飛び出す──同時、最高効率による自己修復を開始、細さい胞ぼう活性、乳酸分解……

　外、木々の枝、猿さるのように渡わたる。振ふり子こ運動、重力を利用した速度。向かい風。

　──目標補足。

　シルクハット、テールコート、ステッキ、片目鏡モノクル──流れるような金きん髪ぱつに、鋭するどく細い碧へき眼がんの男──あれが敵？

　記き憶おく情報との照合を開始……該がい当とう一件、クロネクロ……良し。

　入射角七十二度、ほぼ直上、両手にナイフを抜ぬき払はらいつつ、自由落下──それぞれ左右、鎖さ骨こつの内側から頸けい動どう脈みやくを狙ねらう──

　ガガキン！

　衝しよう撃げき、火花──正体不明の防ぼう御ぎよ。刃やいばが届かない。弾はじかれる。両手が痺しびれるほどの衝撃。初撃失敗、ズレた着地、間かん髪はつ入いれずに踏み込み──

　敵はワタシに目を向け瞠どう目もくする。

「──おお、なんと鮮あざやかな奇き襲しゆう！　我が好敵手にまさしく相応ふさわしい技量……と、褒ほめ称たたえたいところではあるが、いささか腹に据すえ兼かねてもいる……やはり石を盗ぬすんだのは貴き様さまだったか、ユキジ・タカミネ。ゾンビドッグの視界越しでは物足りなくなってきたところだ。ようやく逢あえたな！」

　ガガガガガガキンッ！　男が喋しやべる間に、ワタシの繰くり出だす攻こう撃げきは二ふた桁けたを数える……全てミス。不可視の防ぼう壁へき？　荒あれ狂くるう火花と刃の嵐あらしの中、涼すずやかに立つ敵の姿。

「デビュタント前の悪童ブラツト風情が、よくもやってくれたものよ。自分が砂さ漠ばくの狐きつねにでもなったつもりかも知れないが、今や袋ふくろの鼠ねずみだと教えてあげようではないか」

　パチン、敵が指を鳴らす。

　周囲──唸うなり声、犬。マルチーズ、シーズー、ドーベルマン、柴犬、雑種……犬、犬、犬の群れ。

　そうして男は、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべた。

「我が名はヴィクター・フランクストン、クロネクロの名門、フランクストンの継けい承しよう候補である。さあタカミネよ、恐きよう怖ふに慄おののき、膝ひざを折れ。石の在あり処かは殺してから、ゆっくりと聞き出してやる」

　ワタシは地を蹴ける。

　殺す。殺す。殺す。さもなくば、死ぬだけだ。







　　五　致命的リミット







「あっはっは！」

　天あめ水み戸とビルから出て結構経つのに、まだマトリ先生は笑い続けていた。たまに収まるんだけど、またすぐに笑いの発作が襲おそってくるみたいだ。

「あのアベノの顔……くっ、あは、ひひっ！」

　完全ツボにハマッてんな……

　駅前発、高たか峰みね邸ていの最寄り駅へと向かうバスの車内中ほどの席、マトリ先生はトランクを抱だいて腰こしを下ろし、オレとソファイアは吊つり革かわに摑つかまって立っている。正午過ぎ、客は多くない。かといってまったくいないワケでもないから、たまにチラッチラ見られてるが、まあ外見が子どもだから、それほどおかしくはないな……

「ひどいです、先生」

　マトリ先生とは対照的に、ソファイアはぷくっと膨ふくれて言う。

「わたくし、先生までお姉様を退会させたいのかと思いました」

「ぷっくく……ま、まあな、私らがベタベタしていたら、他ほかの連中の心証を害していただろうし、あの場はああするのが良かったんだ。おかげで……くくっ！」

　なんとか穏おん便びんにコトは済んだものの、結局高峰には逢あえなかったワケで、オレとソファイアはずっと気が気じゃなく、とても笑う気にはなれない。サッパリあてがないので、一ひと先まず家に帰ろうというコトになったんだが。

「そんな、面白いスか？」

　オレが尋たずねると、マトリ先生は目めの端はしに浮ういた涙なみだをスッと拭ぬぐった。

「ああ面白いとも、いい気味だ。私はあの若造が嫌きらいでな。今日きようの査さ問もん会かいはかなり作さく為い的てきだった。アベノに全幅の信しん頼らいを置くハナヤマに、基本的には戒かい律りつに厳しいアクセルロッド家から一人を招き、そして最後は、弟子を持たぬゆえ影えい響きよう力りよくの少ない私だ。この人選はアベノが仕組んだものだろう。老いたりとはいえハナヤマも高名な術者だし、私がユキジ側なのは明らかだからバランスは悪くない。一見公正に見える。私如ごときが何をがなり立てたところで、どうにもならない……と、アベノは考えておったことだろうよ」

　マトリ先生は、曲げた人差し指を唇くちびるに当て、ククッと悪そうに笑う。

「その上で私は昨日きのう、アクセルロッド家に連れん絡らくを取り、ソファイアが出席できるよう仕向けたんだ。ハナヤマに対する万が一の保険としてな。いやー、これほど上手うまくいくとは、胸がスッとしたわ！　私はナメられるのが嫌いなんだ」

　なるほど、策士ですね……

「わたくしが、保険ですか？」

　ソファイアが首をかしげていると、マトリ先生はさっきまでの上じよう機き嫌げんもどこへやら、ジトッとした視線を向けた。

「ヤツには、昔っから大切にしている価値観があってなあ……最近はめっきり老ふけ込こんだが、その価値観が目の前に示されると、途と端たんに我を取とり戻もどすのよ。〝禁欲〟の戒かい律りつ上、表立って言いはしないがな……私では無理なんだそーだ」

　オレは大きくても小さくても好きですよ！　大だい丈じよう夫ぶ、需じゆ要ようはあります！

「はあ……」

　と、よくわかってない様子のソファイア。

「チッ！　男って奴やつあまったく……」

　やさぐれ幼女と化すマトリ先生。

「今弟子が居ないって言ってましたけど、高たか峰みねやソファイアは違うんスか？」

　ふと気になったのでオレは尋たずねる。

「ふん、ユキジには高峰の、ソファイアにはアクセルロッドの屍霊術ネクロマンシーがあるだろ。ギンガの奴にせがまれて、一時基本の術を教えはしたがな。私の〝人形術ドールマンシー〟を継つぐ者はおらん……」

　はあ、と外見に見合わぬ深い溜ため息いきをつくマトリ先生。

　と、マトリ先生は一転、片方の眉まゆ毛げを上げた、からかうような表情を浮うかべてオレを見た。

「しかしお前、随ずい分ぶん思い切ったことしたもんだな？」

「う……やっぱヤバかったッスか？」

　今になってやっちまった感が物もの凄すごいワケだが。

「んむ、まあ私は良かったと思うよ。ソファイアだけでは上手うまく事が運んでいたかわからん。ユキジの奴は怒るかもしれんがな」

「そっすね……」

　マトリ先生の言葉に、どんよりするオレ。怒おこられるのも怖こわいっちゃ怖いんだが、その怒ってくれる高峰がいないっつーのがな……

「まあしかし、今日きようの所は乗り切れたが、アベノはまた絶対ちょっかい掛かけてくるだろう。当人がおらんというのはいかにも不利だぞ。何をやっとるんだユキジは？　お前ら何も聞いとらんのか？」

「いやー、それがオレたちにもサッパリ……査さ問もん会かいに来てるモンだと思ってたんで。マトリ先生こそ知らないんスか？」

「お前たちが知らんもの、私が知るわけないだろ」

　オレとマトリ先生が話していると、さっきから黙だまって考え込んでいたっぽいソファイアが口を開いた。

「……そのことですけれど、わたくしに一つ考えが御ご座ざいます。フジ様、ご協力頂けますでしょうか？」

　ソファイアの真しん剣けんなまなざしが、じっとオレを見上げてくる。

「オレ？　そりゃイイけど……ナニすんの？」

「一ひと先まず家に着いてからご説明致しますが……お姉様を追います」

　えっ、できんの!?







　高たか峰みね邸ていに帰り着くと、ソファイアはまず地下図書室に向かった。

　埃ほこりまみれになるのも構わず、大きな本ほん棚だなの間をせわしなく走り回り、数冊の本を抜ぬき出だすと、スツールに座った自分の周囲に開いて並べた。それから大きな机に向かい、広げた紙に油性ペンで、オレにはわからない文字を一心不乱に書き連ね始めた。

「──ほう！」

　横から紙を覗のぞき込こんだマトリ先生が、感かん嘆たんの声を上げた。少し離はなれて見守っていたオレのところへ、トテトテと戻もどってきた先生に、ソファイアの邪じや魔ましちゃ悪いから小声で尋たずねた。

「あれって、なにしてんスか」

「詳くわしい内容までは読み取れんかったが、新しいオーダーを組み立てているんだろ。応用ができるのは基本ができている証しよう拠こだ。さすがは私の教え子だな」

　マトリ先生は満足げだ。

　……と、ソファイアが伏せていた上半身をバッと起こした。

「できました。フジ様、こちらへ」

「おっけ」

　小走り数歩で近寄る。

　椅い子すから立ち上がったソファイアは、手元の紙にもう一度目を通し、

「多分平気だと思いますけど、ちょっと複雑なオーダーなので、具合が悪くなったら言って下さいね」

　痛かったら右手上げて下さいね的なノリか……

「なんか若じやつ干かん怖こわいなソレ……まあイイや、バッチコイ！」

　オレは両りよう腕うでを広げて受け入れ態勢を取った。

　ソファイアが優ゆう雅がに片手を振ふれば、その指先からラインが伸のびて、そのまま宙を舞まってオレの眉み間けんへと繫つながった。

「『勅命オーダー・追い求める者バーカツシユ』、フジ様！」

　ドクンッ──！

　ラインを通じて流れ込む強い力。オレの体が熱くなる。うおおおっ何かが、起こる！　おおおお……おおお……おお……

　…………んんー？

「どうなったのコレ？」

　オレは自分の体を裏表あちこち見返す。別に何の変へん哲てつもない不ふ二じ由ゆう真まみたいだが……

「フジ様の嗅きゆう覚かくを強化いたしました。いかがですか？」

　ん？　クンクン……

「うぎゃ、なんだこれ！」

　まるで鼻先で何かが爆ばく発はつしたかのような衝しよう撃げき！　オレは仰のけ反ぞりながら鼻を押おさえる。

　なんつーか……空気中に漂ただよう微び粒りゆう子し一つ一つの匂においまで嗅かぎ分わけられるカンジ。今まで平面ですらなかったそれらは、今や立体的、三次元的な情報として、オレの脳に流れ込んでくる。匂いが立ち上がった、とでも表現すればイイだろうか。目を閉じても、おぼろげながら匂いで空間のイメージが摑つかめるほどだ。生まれて初めての感覚に頭が混乱する。結構な眩暈めまいを覚えて、オレは自然と目を閉じた……こうしていれば少しは楽だ。

　あー、なるほど……匂いっていうのは、組み合わせなんだな。

　物質が分子によって構成されてるのと同じように、オレが普ふ段だん感じてた匂いってのも、それよりもっとシンプルな匂いが幾いくつも寄り集まってできている。

　さしずめオレは、顕けん微び鏡きようレベルの視界をいきなり手に入れたようなモンで……そりゃ慣れないワケだ。

　……うげっ、オレの手、クセエッ!?　思わず離はなしたが、もう一度クンクン……あれ、クサくはないか？　匂いの良よし悪あしがよくわかんなくなってる。顕微鏡で本を読もうとしても、文章の良し悪しがわからないのと同じだ。つまり、倍率を調整するのに慣れないといけねーワケだな。

　スオォォ……ゆっくりと鼻から息を吸い込めば、図書室の匂いがオレの鼻の穴を貫つらぬいて、脳までダイレクトに流れ込んでくるようだ。古い紙の繊せん維いの匂い、油の匂い、本ほん棚だなの木材の匂い、石いし畳だたみの匂い、積み重なった時間の匂い……その他、何の匂いなのかよくわからない匂いがたくさん。空白の名な前まえ欄らんを持つ匂いの図ず鑑かんが、幾つもオレの頭の中に出来上がっていく。

　……おっ、このサワヤカな匂いがソファイアのかな……ヤベ、この距きよ離りでもソファイアの匂いが鮮せん明めいとか、マジ興こう奮ふんするんですけど！　近くに寄ったら何が嗅かげちゃうの!?　恋するハートとかも嗅ぎ分けられそう！

「わたくしは、こうした緻ち密みつなオーダーを飛ばすのは苦手なので、それほど強化率は高くないとは思いますが……どうですか、フジ様？」

「鼻血でそう」

　クンクン……オレは新しい感覚に馴な染じむため、夢中であちこち嗅ぎまくりながら返す。そろそろイイかなと思って薄うす目めを開けると、なんかだ色しき彩さいがぼんやりしていた。

「……あれ？　マトリ先生の匂においって、なんか……薄うすいッスね？」

　なんていえばイイのか……ソファイアからはムンムンしてる匂いが、ごっそり抜ぬけ落おちてるっていうか……

「ん……？　ああ、うん、私は常にセルフオーダーで、代謝機能の大部分を抑よく制せいしているからな、生き物の匂いがしないんだろう……ていうか、お前なあ……女人の体の匂いを無ぶ遠えん慮りよに嗅かぐなよ。デリカシーのないヤツだ」

　マトリ先生が半眼で言う。

「嗅げちゃうんだから仕方ないんスよ！」

　オレが不ふ名めい誉よな謗そしりに対して弁明していると、

「よろしいようですね……では、お姉様の部屋に参りましょう！　フジ様にお姉様の匂いを覚えて頂き、それを頼たよりにお姉様を追うのです！」

　ソファイアが高らかに言った。

　……うん、さすがに予想はついてたけど……イイの、それ!?　こんな鼻で高たか峰みねの匂いなんて嗅いじゃったら、もう髪かみの毛けの匂いや肌はだの匂いやおっぱいやら太ももやら……血液やら細さい胞ぼうやら……とにかく色々と、もう高峰の隅すみから隅までオレは掌しよう握あくできてしまうんじゃないか？　うわあ、アブノーマルすぎる！　オレまだ高校生なのにイイんですかァー！

　とか、オレが妄もう想そうに囚とらわれているうちに、高峰の部屋に到とう着ちやく。

　ソファイアは早さつ速そくクローゼットに首を突つっ込こんで、ゴソゴソやっている。オネーサマが絡からんだときのコイツの行動力は凄すさまじい。オレはその背後で、ホテルにて彼女がシャワーを浴びてる間、ベッドで待っている男の心境を味わっている……まあ想像だけど。

「──さあ、フジ様、こちらを！」

　ソファイアが振ふり向むきながらバサッとオレへと突き出したのは──制服のブレザー。

「えぇー……」

　テンション急降下のオレ。

「もうちょっとさ、なんてーか……肌に近い方がイイんじゃないの？　それヤドカリで言ったらヤドの部分だろ！」

「そうですね……では、こちらでいかがでしょう？」

　次にソファイアが取り出すのは、制服のシャツ……

「いや、そーじゃないんだよなあ！　もっとこう……あるだろ!?」

　オレが期待しているのは、もちろんアレだ。

　ソファイアがバッと劇画調の顔になった。

「まさかフジ様……ふしだらなこと、考えているのでは!?」

「いや、ちげーから！　オレだってそんな、嗅かぎたいワケじゃねーけど！　高たか峰みねを追わなきゃいけねーから、必死なんだよ！　だからほら……な、もっとあるだろ！」

　オレたちが交こう渉しようしている脇わきを、マトリ先生がおもむろにトコトコ通過、クローゼットに手を突つっ込こむと、一枚の布切れを取り出して、オレへと放った。

　パシッ──受け取ると……うわぁぁぁあ三角形のアレだァー！　ごく薄うすい花はな柄がら模様が浮うかんだレースの白い布地、まるで天の国に咲さく花の如ごとく可か憐れんなヤツだ！

　地味っぽい高たか峰みねにしてはなかなか背伸びしちゃったカンジで、一体どういうシチュエーションでヤツがこれを買ったのかと考えるだけでそそられるし、履はいている姿なんて想像した日にはゴゴゴゴゴ……うあっ、顔が自然と吸い寄せられる！　なんという吸引力だ！

　この強きよう烈れつな求心力はただごとではない……ああ、ああ、そうか、そうなのか……ついに、ついに、ご即そく位いなされたかっ！　世の暗雲を打ち破る帝王〝破暗帝パンテイ二世陛へい下か〟！　もろびと待ちわびておりましたぞーっ！

「せ、先生、それは！」

　ソファイアがわたわたするのに、マトリ先生は半眼で。

「うるさい！　まだるっこしいんだよ、早く嗅かげユーマ」

「オゥス！」

　オレはブラックホールに吸い寄せられる宇う宙ちゆう塵じんの如くフラフラと顔を……ああ、陛下……卑いやしきわたくしめに御薫くん香こうをお与あたえ下さい！

　オレは目を閉じ、ズォォォッ、鼻から思いっきり息を吸い込んだ。

　──ドギュゥゥンッ！　うおおおおっ匂いの奔ほん流りゆう！

　激流に身を任せ、どうかしちまいそう！　奥おくへ、奥へと、感覚を研ぎ澄ます……このツィンとした感じは洗せん剤ざい、モファッとしたのは柔じゆう軟なん剤ざいか……まだまだ奥だ、クンクン……シュワッとしたボディーソープの匂い、キリッとした化学繊せん維いの匂い……クンクン……その奥、なんとも優しい、鼓こ動どうすら感じる匂い……クンカクンカァァァァァァァァッ！

　オレはカッと目を見開いた。

「おっけい！」

　たくさんの匂いの断片、その組み合わせが高峰を示す……覚えたぞ！

「よし、では参るぞ」

　マトリ先生が部屋を出ようとし、ソファイアもしぶしぶと頷うなずいたとき、

『──待ってー』

　と、なんだか気の抜ぬけるような声で呼び止められた……子どもの声？　ソファイアともマトリ先生とも違う。

「……何者だ？　どこにおる？」

　マトリ先生の声には、強い警けい戒かいの色があった。ソファイアも油断なく辺りに目を配っている。見たところ、部屋の中にオレたち以外の姿はないけど……

『怒おこったり怖こわがったりしないで、ボクは敵じゃないよー』

　……むっ、机の上でナンか光ってるぞ……箱？　閉じたフタの隙すき間まから漏もれてくる光はひどく儚はかなげで、窓から差し込む日光に紛まぎれて、こうして見ている間にもふとまばたきをした瞬しゆん間かんに消えてしまいそうだ。

「何者かと聞いておる……まさかお前……」

　マトリ先生が、光を睨にらみ付つけながら言った。

『うーん、何て名乗ったらいいのかな……ニンゲンはボクらをなんて呼んでたっけ？　自分たちのことって、あんまり興きよう味みないんだよねー……ああ、警けい戒かいしないで。今出ていくから』

　──カチン。

　小さな鍵かぎが独ひとりでに落ちて、内側から押おし上あげられるようにしてフタが開いてゆく……瞬間、光が強くなって、オレたちは身構えた。部屋中に放射された光が巻き取られるように中心、机の上へと収まってゆき、そこに居たのは……

『えっと、初めましてー？　ゆうま、そふぁいあ、キミたちのことはずっと見ていたけど。もうひとりのヒトは、まとりって言うの？　よろしくねー』

　机の上にふっくらと丸い……なんだアレ……猫？　いや猫にしちゃ小さいな……リス？　ハムスターか？　なんかとにかく小動物だ。毛皮がフワフワしてて、触さわったらスゲー柔らかそうな。口が〝ω〟の形してるみたいな。

　けど、フツーの動物じゃなさそうなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。増強したオレの嗅きゆう覚かくにも、動物的な匂においはまったく感じられないし、全身に燐りん光こうを纏まとってやがるし、何より喋しやべってんだからな……ファンタジック！　まあもう大たい概がいのコトじゃ驚おどろかねーけどさ。額がスゲーテカッてるけど、それはハゲてるとかそういうワケじゃなく、スゲーデカい宝石が嵌はまってるからだ。基本は赤だが、一つの色に留まることなく、うつろい続ける不思議な色いろ……

「やはり、カーバンクルか！」

　マトリ先生が、驚きよう愕がくの声を上げた。

『あ、それー。それで通じるんだ。よかった』

　小動物スゲー暢のん気き。後ろ足で耳の後ろ搔かいてやがる。カーバンクルって、またどっかで聞いたことあるなオイ……なんか有名なＲＰＧロープレとかに出てただろオマエ。

「私も見るのは初めてだ……こやつは宝石に宿る霊れい獣じゆうでな、人の願いを叶かなえる力を持つ。西方においては〝竜りゆうの目〟、或あるいは〝小さな光〟、インドの一地方においては〝ア・バオア・クー〟と呼ばれ、この国においては〝ざしきわらし〟などの名前で伝わっている。その本質は、人の持つ可能性の象しよう徴ちようであり繁はん栄えいの具現……どうしてお前がここにいるのだ？」

　マトリ先生は語りながら歩み寄り、机に両手を付くようにして、食い入るように見つめる。

　置いてけぼり感マックスのオレ。ソファイアに目をやれば、両目を輝かがやかせて机を見つめ、組んだ両手で胸を押さえるようにして、

「かわいいですっ！」

　あートキメいてるトキメいてる……コイツ、ああいう丸っこいの大好きだからなー。

『ボク、ゆきじに助けてもらったの』

　カーバンクルはマトリ先生を見上げながら語る。

『ボクを捕つかまえていた前の持ち主は、ボクの力を強めるために、宝石展を開いたんだ。たくさんのヒトの純じゆん粋すいな憧あこがれが集まれば、それはボクの力になる。何か叶かなえたい、大きな願いがあったんだろうね……でも、ボクは自由になりたかった。そろそろ新しいヒトのところに行きたかった。前の持ち主は慎しん重ちようで、滅めつ多たにボクを倉庫から出さないんだ。出すのは願いを叶えたいときだけだった。ボクを心の底から渇かつ望ぼうしてくれるヒトの元にならいけるけど、そんなヒトと触ふれ合あうチャンスなんてなかったし、何より、ボクの声が聞ける人は少ない……でも、ボクは必死に呼びかけた。たすけてーって……そしたら、ゆきじが来てくれた』

　オレとソファイアも、遅れて机に歩み寄った。

「てーコトは、えーと……高たか峰みねが盗ぬすんだ宝石ってのは、オマエなの？」

　オレは尋たずねる。

『うん。ゆきじには、どうしても叶えたい願いがあった。だからボクの声が届いたんだ』

「どうしても叶えたい願い？」

　オウム返しに、更さらに尋ねる。カーバンクルは頷うなずく。

『どんな犠ぎ牲せいを払っても、たとえ戒かい律りつを破ったとしても、叶えたい願い……ゆきじが何より取り戻もどしたかったヒト……ゆうま、キミを蘇よみがえらせることだ。ゆきじと力を合わせて何とかキミを蘇らせた後、ほんの少しだけ力が余ったから、ボクはゆきじと一いつ緒しよにいた。ゆきじのペンダントに宿り、この力が尽きるまで、ボクは傍そばにいると言った。ゆきじは恩返しをしたいって言ってくれたけど、ボクはゆきじを少しでも幸せにしたかったんだ』

「……なるほどな。二度以上の蘇そ生せいは、ネクロマンシーでは高難度とされる奇き跡せきだ」

　沈ちん黙もくしているオレと代わるようにそう返したのは、マトリ先生だった。

「しかし、カーバンクルが関与していたというのなら頷ける。こいつは人の世に不確かにうつろう可能性の象しよう徴ちようにして、奇跡の獣けものだ。出会うだけでも相当な機運を必要とする……よくもユキジの元へ巡めぐったものよ」

　マトリ先生の言葉を受けて、カーバンクルが言った。

『ゆきじは、ずっと不幸だったからね。ボクを手にする素養があった』

　ああ……細かいコトはよくわかんねーが、ナンとなくピンときたぜ……ちょっとぐらいアイツは報われるべきなんじゃねーかって、オレもずっと思ってたし、今でも思ってる。コイツは、そんな高峰にようやく巡って来た幸運ってワケか。

　……それを、そんな大切なモンを、オレのために使いやがったのかアイツは。

「──あ、あのう」

　と、ソファイアがうずうずしていた片手をついに伸のばし、カーバンクルへと触れた。カーバンクルは大きな目を細めて、ふっくらとしている。

「お姉様が今どうしていらっしゃるのか、あなたはご存知なの？」

『どこにいるかは知らないけど……ゆきじは、戦ってるんだと思うよー』

　カーバンクルが返す言葉に、

「何とですか!?」

　ソファイアがズイッと身を乗り出すと、

『ひゃっ！』

　カーバンクルは小さな悲鳴を上げて震ふるえ、燐りん光こうを撒まき散ちらした。

「ソファイア、落ち着け。カーバンクルが消えてしまうぞ。近くにいる者が抱く負の想念は、こやつらにとっては力を減退させる、ほとんど毒のようなものだ。故ゆえに、こやつらを留めて置くことは至難とされる」

　マトリ先生が片手を伸のばし、優しくカーバンクルを撫なでた。

「己おのれの心に負の想念が大きくなれば去ってしまうし、また恨うらみや妬ねたみを受けるようでも、同じく消え去ってしまう。こやつらと少しでも長く一いつ緒しよに居て、その恩恵を受けるためには、周囲の者も幸せでいなければならん。疑ってはならん、独ひとり占じめしてはならん……こやつらはまさしく、〝幸福の体現者〟なんだ」

「ご、ごめんなさい……！」

　ソファイアがシュンとするのに、カーバンクルはフルフルと首を振ふった。

『いいよー、ゆきじのことが心配なんだね……ボクも心配なんだ。ゆきじが戦っている相手は、多分ボクを追ってきたんだと思う。迷めい惑わくかけちゃったな……』

　カーバンクルは音もなく机を蹴けると、フワリと跳とんだ。その軌き跡せきに残ざん影えいのように光の粒りゆう子しを散らしながら宙を滑すべり、ソファイアの肩かたへと下り立つ。

『戦いに行くなら、ボクも連れて行って。もうあんまり力は残ってないけど、少しはキミたちに、幸運があるかもしれない』

「よいのか、カーバンクル？」

　マトリ先生の問いかけに、カーバンクルはソファイアの肩の上で、一度震ふるえた。

『怖こわいけど……ボクはゆきじを幸せにしたいんだ』

「んむ、では行くとするか……おい、ユーマ」

　そう言って振ふり向むいたマトリ先生が、ふと声を掛かけてきた。

「どうした？　ずっと黙だまって」

「あ、いや……」

　オレは何とか口を動かす。

「フジ様？」

　ソファイアも怪け訝げんそうだ。その肩の上、カーバンクルが鼻を持ち上げて言った。

『……ゆうま、怒おこってる？』

　オレが吐はいた息は、少し震ふるえていた。

「なんでだよ、怒ってねーよ……」

　ちょっとオレ、戸と惑まどってるっつーか……いや、怒ってんのかな、コレ？　自分の心がよくわかんねーけど……苦しいのだけは確かだった。

　つまり、こういうコトだろ？　高たか峰みねはオレを助けるためにドロボウまでして協会に難なん癖くせつけられるハメになり、オレを助けるためにせっかく自分に与えられた幸運を使い切って、オレを助けるために独ひとりで戦いに行ったんだろ？

　……頭が混乱する。

　アイツはなんだって、そんなバカなことをしたんだろうって思う。

　学校のテストみてーに、誰だれかが答え合わせしてくれないかと思う。

　……気づけたハズだった。アイツがそういうヤツだって知ってた。一人で頑がん張ばっちゃうヤツだってコト。ここ数日、アイツの態度が、少し変だったコトも。

　オレがエロい夢を見てたときも、アイツの写真デレデレ眺ながめてたときも、下心たっぷりで暢のん気きに過ごしてる間中ずっと、アイツは独りで戦ってたんだ……思い描いていた平和なんてあるワケがないって、知ってたはずなのに、オレはその幻まぼろしばかりを見ていた。

　ソファイアは、何となく予兆めいた危機感を感じていたんだろう。

　……さて、一番のバカヤローは誰でしょーか？　……なんてな、わかりきってるわ、そんなの。

『……ゆうま、ボクが傍そぼで見ている間、ゆきじはとても幸せそうだったよ。ボクと出会ったときのゆきじに比べたら、よく笑ってた……ゆきじはボクに言ったんだ。幸せにしてくれて、ありがとう、って』

「……はは、は」

　片手を額に当てて、『まいったぜ』ってカンジに笑おうと思って、うまくいかなかった。引きつって不器用な笑い声だけ漏もれた。

　でも、自じ己こ嫌けん悪おは後にしよう。頭をまとめて、やるべきコトだけを追わなきゃいけない。

　今は、アイツを助けることだけを考えるんだ。







　──右、犬、ナイフ一いつ閃せんで首を落とす……クリア。

　左、二に匹ひき、一匹を回かい避ひ、二匹目の前足を切り落とし、踏ふみつける……クリア。

　同時に跳とぶ。ワタシの残像を穿うがつように、牙きばの雨が降り注ぐ。接地。地を蹴ける。

　敵の間断ない攻こう撃げきに対して、ワタシは足を止めずに動き回る。一歩も動く事無く、ステッキを片手に姿勢良く立つ男を中心に、回りこむようにして。一いつ瞬しゆんでも止まってしまえば、それで終わる。

　左右、犬二頭同時、身を屈し、振ふり上あげる両手のナイフ、顎あごの下から頭までを貫つらぬく……クリア、また地を蹴ける……

「なかなかの運動性能ではないか。ではもう少しテンポを上げてみよう」

　男がおもむろに片手を振り上げ、振ふり払はらった。その手から無数に放たれて伸のびる霊導索ラインが、犬の群れへと繫つながっていく。

「『号令オーダー・加速アクセラレーシヨン』、下げ僕ぼくども」

　ワタシの残像を嚙かんでいた破は壊かいの群れが、その動きを加速させる。周囲、犬八匹による包ほう囲い網もう。そして、殺さつ到とうしてくる──回避不能。

　ワタシはナイフを放り投げて、両手を振る。

　霊導索を伸ばし、三匹の犬へと接続──意にそぐわない命令を受け続け、彼らの魂たましいは悲鳴を上げ続けている。軋きしむ魂の隙すき間まへと、ワタシは霊導索を繫つなぎ、問う──彼らがまだ生きていて、魂が自由であった頃ころ、大好きだった飼い主に何度も呼ばれていた名前を尋たずねる──一いつ瞬しゆんの出来事。

「『命令オーダー・汝の望むところを成せリベレーシヨン』、タロウ、ジョン、モモ！」

　三匹はワタシへと、怒いかりの咆ほう哮こうを以もって応え、

「ワウ、ウゥ、バァァウッ！」

　殺到してくる残りの三匹へと襲おそい掛かかる。

　ワタシは犬の牙きばに頰ほおを切らせながら、未いまだ宙にあったナイフを両手でキャッチ。軽い驚おどろきの表情を浮うかべている男へと駆かける。身を低く、猛もう攻こうを避さけ、攻こう撃げき──ガギンッ！　正体不明の防ぼう壁へき……分析中、分析中……地を蹴って横に跳とぶ。一瞬前にワタシの居た場所に、ガチン、牙が嚙かみ合あわされる。

「おお、我わが輩はいのゾンビがハッキングされるとは……見事！　さすがはギンガ・タカミネの娘といったところか！」

　男が乾いた音を立てて、両手を打ち鳴らす。

　ワタシは駆ける。三匹の犬を僚りよう機きとして。右、左、右、次々に攻撃を繰くり出だし、犬を倒たおしてゆく。クリア、クリア、クリア、クリア、クリア……

　男は笑みを浮かべている。

「素す晴ばらしい。聞きしに勝る性能だ。いつか貴き様さまの身体を弄いじってみたいと思っていたぞ。有う象ぞう無む象ぞうでは相手にならぬ。我輩の主力でお相手しよう。他ほかにネクロマンサーが居るかと思い索さく敵てきに出していたのだが、その必要もなさそうだ」

　ヒュヒュッ！　敵が片手を振る。霊導索がその背後、昼なお暗い森の彼方かなたへと伸びる……

「『号令オーダー・攻撃中断ストツプ』、下僕ども──『号令オーダー・攻撃アタツク』、ジョルジェ、ムラータ、サヴァ！」

　ゴウッ──突とつ風ぷうを纏まとって駆け来る二つの機き影えい……対応不能、異常な速度。

　ワタシを守らんと立ちはだかった三さん匹びきの犬たちを容易たやすく弾はじき飛とばし、それらはワタシの右みぎ脹脛ふくらはぎ、左ひだり太ふと股ももへと嚙かみ付ついた──ザクザク、損傷靭じん帯たいと大だい腿たい筋きんがそれぞれ損傷。

　……正体認識。ナイフのような鉄の牙きば、レンズの瞳ひとみ、ワイヤー束の筋肉……鋼こう鉄てつの狼おおかみ。肉と鉄の混合物ハイブリツド……

「それらは我わが輩はいの傑けつ作さく、機械化死骸マシーンド・カーカスだ。どうかね、美しいフォルムだろう？　性能もただのゾンビドッグとは比べ物にならん。多機能にして強力、繊せん細さいにして優ゆう雅が！　我らフランクストンの秘術、屍機術アデプトマンシーの真しん髄ずい、たっぷりと味わうがいい！」

　ワタシはナイフを投げ捨て、両手でそれぞれ、左右の鋼鉄狼の首を摑つかむ。メキメキッ、ワタシの肉を引ひき千ち切ぎらせながら、二匹を引ひき剝はがしていく……

　ズルッ、ズルッ……何かを引きずる音。

　……森の向こう、敵てき影えい確認。

「ジョルジェとムラータは尖せん兵ぺいだ。足止めを目的とする。さあ、サヴァ……食い散らせ」

　ズルッ、ズルッ……後ろ足を引きずり、それはゆっくりとやって来る。

　……正体認識。

　一ひと嚙かみでワタシを丸まる吞のみにできそうなほど巨大な顎あごと、アンバランスに瘦やせ細った身体を持つ、鋼鉄の獣けもの。

　タッ、タタッ、タッ……不ふ揃ぞろいな足音が、少しずつ加速しながら近づいてくる。巨きよ大だいな圧力を伴って。

　メギャッ、両りよう脚あしから鋼鉄狼二匹を引き剝がして投げ捨て、ワタシはちぎれかけた両足で地を蹴ける──ガッ、木の枝を摑み、身体を持ち上げ──

　バクンッ！

　流れる血に塗ぬれた爪つま先さきが、サヴァの閉じられる顎に掠かすり、靴くつが片方脱ぬげた。メギャッ！　サヴァの顎が、ワタシのぶら下がる木の幹へと嚙み付き、それを容易たやすく嚙かみ砕くだいた。脅きよう威いの咬こう合ごう力りよく。横に倒たおれてゆく木から隣となりの木へと、腕うでの力だけで飛び移る。

　……勝算皆かい無む、一時撤てつ退たい。

　三匹の僚りよう機きへと繫つながる霊導索ラインを全て切る。三匹が微み塵じんと崩くずれ去さる。

　ごめんなさい、ありがとう……おやすみ。

　行きと同じく、樹上を渡わたって戦域を離り脱だつする。

「逃にがしはせんぞ、ユキジ・タカミネ！　貴き様さまを素体にして改造すれば、素す晴ばらしく美しいゾンビができあがることだろう！　ああ、胸が躍おどるぞ……！」

　背中に遠のく声を聞く。

　自己修復、自己修復、自己修復……エラー、自己修復……

　──窓に飛び込み、工場跡へと帰き還かん。床ゆかに着地すると同時に、自己制圧セルフオーダー・身体能力調整アジヤスト、オフ──

「……ぐうっ……はっ！」

　尻しり餅もちをつくように崩くずれ落おちる。呻うめき声ごえが漏もれる。今やもう、体中で痛まない場所は何処どこにもない。笑えて来るほどに痛い。セルフオーダーの後こう遺い症しようで、体中が冷たい。流れる血だけが熱くて、ひどく眠ねむい。

　手を伸のばしてスポーツバッグを手た繰ぐり寄よせると、包帯を取り出し、メチャクチャになった両りよう脚あしへとキツく巻いてゆく。手が震ふるえて上手うまくいかない。早くしないと……せめてセルフオーダーで動けるくらいには。

　……どうする？　どうすれば勝てる？

　私は痛みで明めい滅めつする思考を振ふり絞しぼり、あの怪かい物ぶつに勝つ方法を探す。

　ヴィクター──〝真の黒クローダム〟の名門、フランクストンの継けい承しよう候補。噂うわさ以上の腕うで前まえだった。

〝真の黒〟とは、岸きし谷たに万ま里り王おやプラトーンのような〝シロネクロに当あて嵌はまらなかった者たち〟とは違って、〝黒の始祖〟の復活を信じ、いずれ来るその時を待ち望みながら、世の裏側で暗あん躍やくする者たちのことだ。彼らの思想は全て〝黒の始祖〟から受け継がれ、それを再さい解かい釈しやくした破は滅めつ的てきな戒かい律りつを持つ。

　彼らは痕こん跡せきを残さない。ネクロマンサー全体に共通する『目立ってはならない』という戒律を遵じゆん守しゆしながら、この世の裏側で暗躍し、密かに不安を煽あおり立たてる。社会に不ふ穏おんな空気が広がり、人々の顔から笑顔が消え、流れる涙なみだの量が増えれば、〝黒の始祖〟の力が増すと信じている。

　カーバンクルが彼らの手にあったとは、誤算だった……けど、まあ、少しは気が楽だ。

　望まれたとはいえ、そして自ら望んだとはいえ、犯罪行こう為いを犯したという後ろ暗い思いが、私にはあった。でも相手が〝真の黒〟だというのなら、まだ救われる。胸を張れるわけではないが。

「ぐっ、う……！」

　手と口を使って、ギリギリギリ、包帯を強く絞る。相手の素す性じようが分かったところで、対処法はさっぱり思いつかない。

　……勝てるのか？　あんな怪物に……いやダメだ、考えろ。絶望に飲まれてはいけない。気持ちを奮い立たせろ。冷静になれ……

　身体能力調整アジヤストで高めた反射神経でも捉とらえられないほどの速度を誇ほこるジョルジェとムラータに、一いち撃げき必ひつ殺さつのサヴァ……そしてあの、謎なぞの防ぼう御ぎよ……あれはなんだろう？　せめてあれさえ何とか出来れば……最初の一撃は完全に不意打ちだったはずだ。ヴィクター本人も驚おどろいていた。それなのに弾はじかれた。見えない壁かべのようなものが、奴やつの周囲に張はり巡めぐらされているのだろうか……？

　──ズダン！

　突とつ然ぜん響ひびいた衝しよう撃げきに、崩くずれかけた工場はミシミシと軋きしみ、埃ほこりが舞まい散ちった。私は思考を中断され、弾かれたように顔を上げた。

「──よォメスガキ、探したぜ？　ヒデェ顔色だなァ」

　崩くずれた壁かべの隙すき間まから飛び込んできた人ひと影かげは、着地の際に屈かがんだ体を伸のばしながら、伝でん法ぽうな口調でそう言った──岸きし谷たに万ま里り王お！

　私はスポーツバッグからナイフを取り出しながら、

「セルフオ──」

　グンと踏ふみ込こんで来た万里王に、ナイフを持った両手を摑つかまれた。そのまま床ゆかへと押おし倒たおされる。体に力が入らない……！

「くはっ！」

　肺から呼吸が押し出される。

「……シンプルな話だ。聞きてェことがある。オリコーさんで答えられりゃ、飴あめ玉だまをくれてやる。答えなかったり、トボケたり、妙みような真ま似ねしやがったら、このままヒデェ目に合わせる。そんだけだ。理解できンだろ？　高校行ってんだからよォ」

　私に圧し掛かりながら、カアッと口を開いて見せる万里王。

　私の答えを待たずに、万里王は続ける。

「テメェが盗ぬすんだ〝賢者の石〟はドコだ？　ったく、やっぱテメェが持ってたんじゃねェか。フカシやがってクソアマが」

　私は万里王を睨にらみ付つけ、薄うっすらと笑みを浮うかべてみせる。

「……さあね、その辺にあるかも？」

　ないと答えれば、こいつは躊躇ためらいなく私を殺すだろう。

　想定はしていた。クロネクロに情報を流せば、こいつもやって来るだろうことは。でもまさかこんなタイミングとは……つくづく運がない。さて、どうするか……

　私の答えに、万里王は溜ため息いきをついた。

「マジで億おつ劫くうだぜ。オレがゾンビでなかったら、こんな面めん倒どうクセェことせずにテメェをブッ殺してから、色々聞き出せたんだがなァ……」

　万里王は歯を剝むくと、私の右みぎ肩かたに嚙かみ付ついた。

「ぐっ、あぁっ！」

　思わず悲鳴を漏もらす。万里王の歯が私の肉に食い込んでいく。血が溢あふれ出だす。奥おく歯ばを食いしばって堪たえる──ブチッ！　筋きん繊せん維いを嚙かみ千ち切ぎりながら、万里王が首を振ふった。少し離はなれた辺りに、ベチャリと湿しめった音がした。

「おらァ、早く言えや」

　私の血に塗ぬれた口で、万里王は笑った。右肩が熱い。

「知らないって……言ってるでしょう……」

「無む駄だに根性あンな。死ぬ前には喋しやべれよ？　手加減しねェから」

　万里王が再度口を開き、私の左肩へと顔を近づけてくる──痛みの予感に身構えたとき、タンッ、軽い足音が響ひびいた。

　窓から飛び込んできた黒い影かげが、万ま里り王おの背中に飛びかかってくる。その姿を肩かた越ごしに、私の目が捉とらえる──犬だ。万里王の首へと嚙かみ付つかんと──

　ガッ！　勢いよく首を振ふった万里王が、犬の首に逆に食いついた。そのまま首を振ふり抜ぬくと、ブチリと肉が嚙み千ち切ぎられる音がして、バシャアッ！　濁にごった血が迸ほとばしった。ドサリと床に落ちた犬が、塵ちりに還かえる。

　口に残った血を一ひと舐なめすると、万里王は肩越しに背後を見た。

「ナンだァ……？」

「ほう、マリオ・キシタニか？　それは我わが輩はいの獲え物ものだ。離はなれ給たまえ。汚らしい唾だ液えきをつけるんじゃない」

　カン、カカン、カン、カカン……床ゆかを打ち鳴らす幾いくつかの足音。工場の広い入り口に、シルクハットにテールコートの影かげが一つ。逆光を受けながら。

「くっ！」

　私は身を捩ねじり、万里王の下から抜ぬけ出だそうともがく。

「ん……ウゲッ!?　ヴィクターッ……さん!?」

「人の獲物を横取りとは、躾しつけがなっておらん犬だ。其処そこを退け。大方〝石〟目当てだろうが、あれは貴き様さま如ごときが手にして良いものではない」

　ヴィクターは、カツリとステッキを鳴らした。

「ヘ、ヘイ、只ただ今いま！」

　と、万里王が私の両手を離す。圧おし掛かかっていた重みが消える。

　私は密かに呼吸を整え始める……痛みや熱、苦痛や恐きよう怖ふは、肉体が生きようとするシグナルだ。それを消し去らなければ、セルフオーダーは使えない。

「いやァ、お久しぶりですゥ！　覚えててくれたんスかァ！」

　揉もみ手ででもしそうな様子の万里王を一いつ顧こだにせず、ヴィクターは私へと歩いてくる。

「ユキジ・タカミネよ、聞いてくれ。我輩は今まで自律型のゾンビを持ったことがないのだ。我輩の施術は随ずい分ぶん苦しいらしくてな。皆みな魂たましいが砕くだけ散ちってしまう。だが、貴様なら耐たえてくれるかも知れん。セルフオーダーに親和した貴様なら……楽しみだ、実に楽しみだ。フランクストンの花はな嫁よめになり得る女と、我輩はついに巡り合えたのかも知れぬ」

　……駄だ目めだ、呼吸が整わない。

　怖こわいのだ。私は怖がっている。死ぬことも、苦しいことも怖い。覚かく悟ごを決めたはずなのに怖い。いつも怖い。怖かった。でも今は……あの家に帰れなくなることが、一番怖い。

「最高のゾンビにしてやるぞ、ユキジ・タカミネ」

「カァー、羨うらやましいなァ！　俺おれもヴィクターさんにゾンビにして欲しかったッスよ！」

　万里王が口を挟はさむのに、振ふり返かえらずにヴィクターは答える。

「貴き様さまなど要らんわ。我わが輩はいは芸術家にして発明家、厳選した素体に、最高の技術を以もって作り上げてこそだ。出来損ないのゾンビを作る気はない。貴様の妹のような、出来損ないのゾンビはな」

　万ま里り王おは顔を歪ゆがませるようにして笑うと、踵きびすを返した。

　──と、そのままグルリと一回転した。

　相そう貌ぼうに浮うかぶのは羅ら刹せつの形相。空気が軋きしみをあげるほどの速度でヴィクターに飛び掛かると、片手で抜ぬき払はらったナイフを首へと叩たたき込こむ──ガギンッ！　火花。謎なぞの防ぼう御ぎよ。

「……なんだ、これは？　下種げすな冗じよう談だんか？」

　ヴィクターが半身、万里王へと振ふり向むいて言う。険けん相そうと険相が火花を散らす。

「あァあ、もう良いわ……小こ芝しば居いは終わりだ。テメェの命もな」

　ガリガリガリ、見えない壁かべと万里王のナイフが擦こすれる。万里王は片手で、髪かみの毛けを後ろに撫なで付つけた。

「石は俺おれが頂くが、それ以上にテメェは許せねェ……ツァー、キレたわマジで、久しぶりキレたわ。どうしようもねェわテメェはもう死ぬしかねェわ……良いか覚えとけ？　俺の前で瑠る衣いを馬ば鹿かにする奴やつァ、誰だれであろうと、神であろうと、ブ・チ・殺・すってよォ！」

　ドガァッ！　万里王の前蹴りが、見えない壁に阻はばまれる。

「なンなンだこれはァ！　フザケんなクソが！」

　万里王が両足で交こう互ごに蹴りつけながら、悪態をつきまくっている。

「……なるほど、覚えておこう。墓碑銘エピタフに刻んで、忘れぬようにしてやる。お前が我輩の想像を絶するほど愚おろかだったと言うことを」

　ヴィクターは冷たく言い放つと、片手を振り上げた。

「『号令オーダー・攻撃アタツク』、下げ僕ぼくども……そして、ジョルジェ、ムラータ、サヴァ！」

　ガシャアァンッ！　工場のガラスが盛大に砕くだけ散ちり、

「ぐォあッ!?」

　万里王の悲鳴が上がった。その両足に喰くらい付ついた、ジョルジェとムラータの姿。今の私の目では、その動きを捉とらえることは出来ない。レンズの奥おくにちらつく赤い光が、その軌き跡せきに残像している。二匹の尖せん兵ぺいに遅おくれて、無数のゾンビドッグが、飛び込んでくる。ドガン、ドガン、ドガン、重たい足音が、工場の外から聞こえてきている……

　──今だ。

　私は目を閉じ、死を想えメメント・モリ。恐きよう怖ふを抑おさえ、苦痛を忘れる。

　死者ワタシは何ものも想わない……

「『自己制圧セルフオーダー・身体能力調整アジヤスト』！」

　ワタシは背筋だけで、バネ仕掛けのように跳ちよう躍やく、両足で着地。痛覚信号によって損傷具合を計測──機動力低下中。戦せん闘とう力りよく低下中。自己修復開始──振り抜くナイフで、飛び掛ってきた犬の首を刈かる。

　万ま里り王おがナイフを振ふる──ジョルジェとムラータは万里王の足の肉を嚙かみ千ち切ぎりながら跳ちよう躍やくする──ナイフは空振り、ヴォン！　空気を削けずる音色。

「チッ……高たか峰みねェ、気に食わねェが、共きよう闘とうだ！　あのクソ野や郎ろうよりはテメェのがマシだからなァ！　早ェとこ、オーダーを寄よ越こしやがれ！」

　万里王が叫さけんだときには、ワタシの手から霊導索ラインが伸のびている。飛び掛かってきた二に匹ひきをかわしながら、ワタシはオーダーを飛ばす。

「『命令オーダー・筋力増強ハイストレングス』、万里王」

「ヒャ、ハ、ハ、来たぜ、ドクリと……悪かねェッ！」

　万里王が獣けもののように笑いながら、一匹の犬を切り落とした。続けて右、左、右、上半身をぶん回しながら、力任せにナイフを振るう。術理の全てを嘲あざ笑わらうかのような凶きよう暴ぼう性せい。食いつかれたなら食いつかれたまま喉のどを切きり裂さき、地に落ちた敵を躊ちゆう躇ちよなく踏ふみ砕くだき、目玉を抉えぐり、喉のど笛ぶえを食い破っては笑う。破は壊かいの竜たつ巻まき。血に染まることを、或あるいは自らが倒たおれ臥ふすことを、なんら厭いとわないその戦い振りは、ゾンビドッグを減らしながらヴィクターへと迫せまる。

「オラオラオラ、犬コロ如ごときがエラそうによ、人間サマに楯たて突ついてんじゃねェぞ！　おうヴィクター、あの世で瑠る衣いにワビ入れる文句でも考え始めろや！」

　その両足に、ジョルジェとムラータが嚙み付いた。が、万里王の進しん撃げきは止まらない。

「生なま温ぬるィぜボケが、止まるかこの程度で！」

　ズルズルと鋼こう鉄てつの狼おおかみを引きずりながら、その切っ先がヴィクターを捉とらえる──ガキン！

「──気に食わんなあ」

　トントン、こめかみを指で叩たたきながら、ヴィクターが呟つぶやいた。

「貴き様さまらが我わが輩はいに匹ひつ敵てきできているつもりでいるのが。相手にならんということが理解できていないことが。どこまで悪わる足あ搔がきをするのだ、愚ぐ者しやどもが……タカミネよ、我輩はお前の死体も魂たましいも、できるだけ綺き麗れいなまま殺したいと思っていたのにな……哀かなしいことだ」

　ヴィクターが両手を振る。幾いくつもの霊導索が迸ほとばしるように伸のびて、万里王の足に嚙み付いているジョルジェとムラータに、そしてたった今現れた、サヴァの巨きよ体たいへと繫つながった。

「『号令オーダー・形態変化フオームチエンジタイプＢ・ケルベロス』」

　ギラリ、三匹の赤い瞳ひとみが輝かがやき、点てん滅めつする。ジョルジェとムラータが万里王の足を離はなし、サヴァの元まで後退した。ガシャンッ！　鉄の咆ほう哮こうが上がる──鉄と鉄が絡からみ合あい、歯車と歯車が重なり合い、チューブとチューブが繫がり合い、ガシャン、ガシャン、ガシャン、一つの巨体へと変へん貌ぼうしていく──ブシュゥゥウ！　排気音、ガソリンの臭におい。

「うお、なんじゃありゃア!?」

　万里王が、驚おどろきの声を上げた。

　──分析開始。

　ベースとなるのはサヴァの巨きよ体たい。ミニバンほどの体格。瘦やせ細ほそった下半身は同じだが、ジョルジェとムラータであった部分が上半身と前足を補強しており、巨きよ大だいな顎あごの左右に二に匹ひきの首がそれぞれ生えた形状。

「これぞ栄えあるフランクストン・ナンバーズの一体、三十三番に数えられる傑けつ作さく機き、その名も〝ケルベロス〟だ。貴様ら程度には勿もつ体たい無ないが、見せてやろう。『号令オーダー・攻撃アタツク』、ケルベロス！」

　ヴィクターの号令オーダーを受け、三頭の番犬ケルベロスは走り始める。その動きに、サヴァであった頃ころの愚ぐ鈍どんさはない。ジョルジェ、ムラータであった頃の貧弱さはない。素早く、そして力強い。前足の二本だけで、地面を泳ぐように向かい来ると、まずワタシを撥はねた。避さけ切きれない──衝しよう撃げき、宙を舞まう──衝撃、床ゆかに落ちる。損傷甚じん大だい、損傷甚大……

　ゾンビドッグたちをも巻き込みながら、ケルベロスは次に万ま里り王おへと迫せまる。

「チイッ！」

　万里王が慌あわてて横に飛ぶが、ワタシと同じく足を損傷しているため、速度が乗らない。ケルベロスの首のうち、ジョルジェかムラータの、どちらかのものだっただろう一本が、その足に食いついた──ドン、ドン、ドン、滅め茶ちや苦く茶ちやに首を振り、万里王の体を数度床に叩たたきつけてから、放り投げた。壁かべに激げき突とつした万里王の体から鈍にぶい音がして、動かなくなる。

　ワタシは仰あお向むけに倒たおれたまま、脳内に過ぎる警報アラートを聞いている。損傷甚大──損傷甚大──自己修復、エラー、自己修復──

「ブシュウ……シュウゥ……シュウ」

　咆ほう哮こうの変わりに、ガソリン臭くさい排気を上げながら、閃せん光こうのように通り過ぎたケルベロスが戻もどってくる。重たい一歩ごとに、おんぼろ工場跡がメリメリと軋きしんだ。

　ザザ、ザ、ザ……見上げる視界、ノイズ多数。ケルベロスの大口がワタシに迫る。

　回かい避ひ不能、戦せん闘とう続行不能──サヨナラ不ふ二じ君。ごめんね、ありがとう。

　ノイズ、ノイズ──ノイズの中、目の前に割り込んでくる影かげ──

「ぬおおおりゃああぁ！」

　ズン、ズン！　突つき出だした両手で、ケルベロスの上顎と下顎、それぞれ牙きばを摑つかんだ、筋骨隆りゆう々りゆうの姿。正体確認中──正体確認中──確認終了。

　不二由ゆう真ま。

　同時に、私のセルフオーダーが切れた。心に大きな波は紋もんが立ってしまえば、体内に張はり巡めぐらされた霊導索ラインは消え失せる。

　逢あいたかった。すごく逢いたかった……ずっと来て欲しくはないと思いながら、来て欲しいとも思いながら、心は張はり裂さけそうになるから、考えることを止めていた。

　その姿を見た瞬しゆん間かん、抑おさえられていた感情が溢あふれ出だして、涙なみだが零こぼれた。なにより愛いとしい気持ちと、とても申し訳ない気持ちと──それらと同じくらいの戸と惑まどいが、私の中に生まれた。

　うん……なんで……
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　　六　デスペラー怒ド







　ソファイアのオーダーは突とつ入にゆう前に、嗅きゆう覚かくを増強するものから、こないだの筋力を増強するヤツに変わっている。ギデオンだっけか。

　おかげでなんとか堪たえられているが……長くはもちそうにない。このロボットっぽい犬の化け物、ヤベーパワーだ！

「んぐぐ……おりゃあっ！」

　オレは脇わきに流すようにしながら、牙きばから手を離はなす。

　間近、ガチンと嚙かみ合あわされる牙が火花を散らすのにゾッとしながら、急いで屈かがむと高たか峰みねを抱かかえた。三つある獣けものの口、残り二つが、次々に繰くり出だされる。それを左右にかわし、工場の入り口までズザザザザ後退……ふうっ！　引き上げサルベージ完了！

　ああ、間に合った……間かん一いつ髪ぱつだったけど、間に合った。神様、下か半はん神しん様さま、ありがとう。

「ふ……じ……くん……な……んで……？」

　腕うでの中、高たか峰みねが呟つぶやく。セルフオーダーが切れたみたいだ。その体は哀かなしいほどに軽いし、ボロボロだった。涙るい腺せんが決けつ壊かいしそうになって、オレはただ前を見てロボット犬の赤い目と睨みらみ合あっていた。

　間近で息を吸い込めば、高峰の匂においがした。増強された嗅覚じゃなくたってわかる。頭は完全に覚えていた。コイツの匂いを。

　町中に溢あふれる雑多な匂いの中から、高峰の匂いだけを追って来るのはキツかった。細すぎる糸だった。脳みその血管がブチ切れるかと思った。追って、追って、ただ必死に追ってきたんだ。この匂いを。

　……やべえ、抱だきしめたい。

　でもそれはできないんだ。オレは一度首を振ふる。

「私は不ふ二じ由ゆう真まではない。不二由真などという、弱っちくてバカな男はここにはいない！　私の名前は……パンツァー・アームド・フジだ！」




　──高峰を追って走りながら、オレはずっと自分を責め続けた。悔くやしくて堪たまらなかったし、哀しくてやり切れなかった。いつの間にか泣いていた。オレは泣きながら走っていたが、涙なみだが溢あふれて前が見えにくかったので、右手に持っていた布で涙を拭ぬぐった。

　……そう、オレの涙を拭ぬぐってくれたのは、破暗帝パンテイ二世陛へい下かだったのだ。

『泣くな、由真よ』

　そう言っているような気がした。ドクンドクンと僅わずかに鼓こ動どうすら感じられた。

『破暗帝パンテイ二世陛へい下か……』

　オレと陛下は魂たましいで語り合った。

『由ゆう真まよ、余を……余を被かぶるのだ』

『えっ……そんな、そんなコトをしたら、陛下は濡ぬれてしまわれるではありませんか！』

『構うコトはない。余を被り、汝なんじは生まれ変わるのだ……そう、奇き跡せきのヒーローに。人の身では決して乗のり越こえられぬ苦難を乗り越え、届かぬはずの手を届かせ、数多こぼれる涙なみだを拭ぬぐうために……さあ、由真よ！』

『陛下ァアー！』

　もはや、合体しかなかった。

　──ガシィン！

　とてつもないフィット感だった。まるで生まれたときからコレを被っているように。

　……こうして、パンツァー・アームド・フジは誕生したのだ！




　オレの腕うでの中で、高たか峰みねは呆あきれたのか安あん堵どしたのか、深い吐と息いきを吐はいた……多分前者だ。

「やれやれ、また誰だれか来たのか……実にうっとおしい奴やつらだ。人の恋路を邪じや魔まするものではないぞ？」

　なんかオペラチックな格好の外国人が、うんざりしたように言った。

「テメーか、高峰をこんなにしやがったのはァ！」

　ああ、アタマが怒いかりで大だい爆ばく発はつしそうだぜ……もう結構ウデとか血管血走ってるから騒さわぐと危険。

「いかにもそうだが……貴き様さまは何者だ？　なぜ頭に女性用下着を被っている？　一体何の意味があるのだ、防ぼう御ぎよ能力は無きに等しい薄うすさだが……む、興きよう味みが湧わいてきたぞ……文化か？　この国特有の文化か？　もしくは宗教か……む？」

　なんかブツブツ言っていた男の視線は、オレと高峰を通り過ぎて、背後に響ひびく足音へと注がれた。

「おお！　そちらのお二人は、若きアクセルロッドと……これはこれは！　久しぶりにお会いしますな、〝人形術師ドールマンサー〟・マトリ！　光栄に存ずる！」

「お姉様、お姉様！　しっかりなさってください！」

　と、駆け込んできたソファイアが、泣きそうな声を上げる。オレは高峰をソファイアに任せ、周囲を囲む犬の群れと、巨きよ大だいな機械の獣けものに気を配りながら、ソイツと対たい峙じする。高峰を抱かかえてたんじゃ、いざってときに動けない。惜おしいけどな。

「ふん、なにやら町が騒がしいと思っていたが、お前だったかヴィクター。別に会いたくもなかったが、私の教え子を可愛かわいがってくれた礼はさせてもらう」

　と、軽い足音が、オレの横を通り過ぎていく。

「ユーマ、下がれ。お前はソファイアと共にユキジを守るんだ。ヴィクターは私が倒たおす。手出し無用」

　マトリ先生の小さな背中が、オレたちを庇かばうように前に出た。ゴトン、重たい音を立て、トランクが床ゆかに置かれ、シャラン、涼すずしい残像を残しながら、先生の指先から眩まばゆいばかりのラインが幾いくつも伸のびた。

「ほう、今の貴女あなたに出来ますかな？　あの時の我わが輩はいではありませんぞ？」

　ヴィクターの両手からも、四方八方に無数のラインが伸び、周囲の犬たちへと繫つながる。

「ははは、見くびるなよ、若造」

　マトリ先生はそう言うと、ピタリと笑い声を止めた。

　そうして向かい合ったまま、マトリ先生とヴィクターは動かない……二人の間の空気が張り詰めていく。

　西部劇のクライマックス、保安官シエリフと無法者アウトローの決けつ闘とうシーンにも似た緊きん張ちよう感かん──永遠にも感じられる一いつ瞬しゆんの後、ババッ、二人は同時に両手を掲かかげた！

「『号令オーダー・狼たちの舞踏会ダンス・ウイズ・ウルブズ』！」

「『注文オーダー・殺戮人形舞踏会チヤイルド・プレイ』！」

　──ズガガガガガガッ！　オレたちの周囲で、火花の嵐あらしが巻き起こった。とてつもない速度でぶつかり合う人形と、犬と、鉄の獣けもの……オレたちのいるここだけが、まるで台風の目のようだ。

　チュンッ！　何かが掠かすって、オレの前まえ髪がみが弾はじけた。あ、アブ、あぶねっ！

　何が起きてるやら目で追いづらいが、コマ送りのように、鋼鉄の獣を殴なぐり飛とばす人形やら、犬を切り刻む人形やらが見える。時折、間近で閃せん光こうが弾はじける。生きた心地がしねえ！

　マトリ先生は長い銀髪を片手で払うと、フンと鼻を鳴らした。

「どうしたヴィクター、なんだその雑な屍骸霊導マリオネーシヨンは。研究のし過ぎで実戦の腕うでが鈍にぶったか。前やりあった時の方がもう少しマシだったぞ」

　周囲に飛び散る火花の量は、目に見えて減ってきていた。代わりに積み上がっていく、大量の犬の死し骸がいたち。それらは端はしから少しずつ塵ちりに還かえりつつある。おお圧あつ倒とう的てき！　人形たちの攻こう撃げきは残る鉄の獣に集中、火花はそこに収束し始めていく……

「むうッ、たかだか六体の人形でここまでやるとは、流石さすがという他ほかはない」

　それでもヴィクターは、余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない。

「だがマトリ、余りにも嘆なげかわしいぞ。貴女あなたの力はこの程度ではない筈はずだ。何な故ぜシロネクロの戒かい律りつなどに縛しばられる？　それが貴女の力をどれほど奪うばったことか」

「お前には分からんさ。分かってもらいたくもない」

　自ら起こした嵐の中心で、涼しげに語らう二人。

「下らんな……下らんことよ！　どうだマトリ、クロネクロこちら側に来ないか？　貴女の技術はシロネクロそちらよりこちらに近いはず」

　マトリ先生は微笑ほほえみ、首を振ふった。

「捨て切れぬものが多過ぎる。私はシロだ。今までも、これからもな……さて、終わりにするとしようか」

　マトリ先生が片手を振れば、六条の光が獣けものの周囲に舞まい踊おどり、ズゥン、と重たい地ぢ響ひびきを立てて、鉄の体は地に伏した。ヴィクターは帽ぼう子しの鍔つばを片手で摘つまみ、芝しば居いがかった様子で首を振る。

「そうしよう。貴女あなたほどの者を失うのは惜おしいが……幕引きだ」

　マトリ先生の人形たちが迫せまる中、ヴィクターは自然な動作でステッキを振り上げた──ズッ、嫌いやな音がした。
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「──ぐうっ！」

　くぐもった呻うめき声ごえと共に、マトリ先生がぐらつく。

　ヴィクターへと迫りつつあった人形たちが、凍こおりついたようにピタリとその足を止めた。ポト、ポト、ポト……一つ、また一つと地に倒たおれ伏ふしていく……バシュウッ！　一いつ瞬しゆん後ご、マトリ先生の胸から、激しく血が噴ふき出だした。長い銀髪を揺ゆらめかせ、スローモーションのように後ろへと倒れていく……お、おい、先生!?

　──ザッ！

　息を吞のんだオレの目の前で、先生の片足、黒い革かわのブーツが地面を踏みしめ、体を支えた。

「……なるほど、これがお前の、奥おくの手か、油断したわ……『注文オーダー・攻撃目標変更ターゲツトシフト』！」

　マトリ先生が片かた腕うでを振りふ上あげるより一いつ瞬しゆん早く、ヴィクターがステッキを横に振った──ズバアッ！　先生の体から、更さらに血潮が迸ほとばしる。

「先生ッ!?」

　高たか峰みねを抱だきしめたままソファイアが叫さけぶのと──ガキキキキン！　マトリ先生のすぐ前の空間に、激しい鉄の悲鳴と共に火花が散るのは同時だった。

　ヴィクターに向かっていた人形のうち、残った三体がいつの間にやら戻もどっていて、手にしたナタやらカミソリやらを虚こ空くうに向けてめったやたらに振り下ろしている。何もないはずの虚空に火花が散ると、バラバラと何かの破片が辺りに散らばった。正六角形の白い破片……って、なんだありゃあ!?

　グニャリと風景が歪ゆがみ、その場に姿を見せたのは、左右に二本ずつ、計四本の腕を備えた、おぞましい異い形ぎよう、人間の骨格と機械だけで組み上げられた怪かい物ぶつだった。四本の腕の先に手はなく、鋭えい利りな刃は物ものとなっている。

「そうだマトリ、よくぞ見破った。辺獄リンバスへの手て土産みやげに教えよう。これが我輩の切り札、フランクストン・ナンバーズの十八番目にして、迷彩装甲クローキング・スキンを搭とう載さいした実験機〝虚無男ホロウマン〟だ」

　そいつ──ホロウマンとやらが、ガシャンと金属音を立てて膝ひざを折ったとき、ポトポトと人形たちも倒たおれ臥ふし、動きを止め……そしてついに、マトリ先生がトサリ、軽い音を立てて倒れた。

「相打ちか……傷ついてなお集中を維い持じするとは、恐おそるべき術者よ……しかし我輩の勝ちだ、ドールマンサー！」

　ヴィクターが綽しやく々しやくと勝ち名乗りを上げる中、

「せ、先生ェェエ！」

　オレは先生へと駆かけ寄よった。屈かがみこむようにその体を見下ろす。右みぎ肩かたから左ひだり腰こしまで一いつ閃せん、そして左肩から右腰まで一閃、合わせて×字に切きり裂さかれていた。細くて小さい体が四つに裂けるほどの傷だ。透すけるほど白い肌はだと赤い血流のコントラストが、いっそ綺き麗れいだった。

「ちょ、お、こ、これ……！」

　下手へたに触さわるのが躊躇ためらわれるほどの傷だ。軽く揺ゆさぶってみるが……ダメだ、ヤバイ！　反応ない！

「退け、小こ僧ぞう。その方は強かった。我輩が尊敬し得る数少ない女性だ。きっちりと止めを刺さし、せめて最高のゾンビにして差し上げるのが、礼れい儀ぎというもの」

　ヴィクターの涼すずしげな声が飛んでくる。

「……マトリ先生、マジすんません……すぐ助けますから」

　呟つぶやいて顔を上げ、ヴィクターを睨にらみ付つけた。強く嚙かみ過ぎた唇くちびるから血が垂たれる。オレの目の前でマトリ先生を傷つけ、オレの知らないところで誰だれあろう高たか峰みねを傷つけた男が、オレを見下ろして薄うっすらと笑っている……許せるか、こんなの。ふざけんな、ふざけんなよ……

「てン、めェェエッ！」

　湧わき上あがる怒いかりに任せて、ヴィクターへと走り込みながら、右みぎ拳こぶしを突き出した。

　ヴィクターは軽く地を蹴けって後退スウエー、容易たやすく回かい避ひされちまう──クッ、さすがに分かり易すぎたか！　ソファイアのオーダーでムキムキになったって、当たらなきゃ意味がない。落ち着け、オレ、無む駄だな動きが多すぎる。セブンさんの動きを思い出すんだ……動きを小さく、コンパクトに……左右の拳を連れん携けいさせる。

　シュ、ビシュッ！　オレの右拳がヴィクターの頰ほおを掠かすめる。ヴィクターの顔が歪ゆがむ。

「おのれ貴き様さまッ！　下げ郎ろう如ごときが我輩の頰に傷をつけるとは！」

　黙だまれクソ野や郎ろう！　オマエやオレが無傷でいるのが、おかしなコトなんだ！

　尚なおも大きく後退し、オレの間合いから外れながら、ヴィクターは片手からラインの輝かがやきを飛ばした。

「『号令オーダー・再起動リブート、攻撃アタツク』、ケルベロス！」

　ブシュウゥッ！　排気音と共に起き上がった獣けものが、ガガガガガ、オレとヴィクターの間に割り込んできた。その横面へと、オレは拳を叩たたき付つける──ゴンッ！　痛ェ！　構うか、振ふり抜ぬく！　ほぼ同時に繰くり出だされる別の口が、メシャッ、オレの片かた腕うでを肘ひじから食くい千ち切ぎった。残った片腕でその首を殴なぐりつける。もう一つの口が、オレの腹を食い破る……

　──今だ、クンカクンカァッ！

　シュバッ、オレの傷が全治する。奇き跡せきのヒーロー、パンツァー・アームド・フジは、被かぶったパンツから常にエロスを供給し、戦い続けることが出来るのだッ！

「──ほう！　面白い、貴き様さまが噂うわさの完全自律か！　見せてもらおう、そのスペックを！」

　目を剝むいて、胸むな糞くそ悪ィコトをほざくヴィクター。今すぐぶん殴なぐってやりたいが、とりあえず目の前のデカブツが邪じや魔ま、コイツを片付けてからだ。

　向かい来るケルベロスの牙きばをかわしながら、尚も連携を叩き込む。ゴン、ゴン、ゴン……クソ、カテーなさすがに！　早く、早くブッ倒たおさねーと！　焦あせる気持ちを抑おさえ込こむ。

　武術とは本来、人間同士の戦いを想定されて編み出されたものだ。首が三本もある化け物を相手取ることは想定されていない──そう、本来は。

　セブンさんは違う。どのような苦難からでもソファイアを、歴代の主たちを守ろうとしたあの人は、きっと違う。思い出せ……あの人の動きを思い出すんだ！　そして考えろ……オレはあの人の弟子なんだ！

　オレの腕は二本しかない。腕だけで対応していては間に合わない。ならば……蹴けりを合わせる！

　一口目、左フックで殴り飛ばす。二口目、右ストレートで眉み間けんを打うち抜ぬく──そして三口目、間かん髪ぱつ入れずに襲おそい来る大口に対して、タイミングを合わせて腰こしを捻ひねり、全ての体重を蹴けり足あしに流し込みながら、回し蹴りをブチ当てる──ドゴンッ！　ソファイアの術で強化された肉体から繰り出された渾こん身しんの蹴りは、ケルベロスの巨きよ体たいをグラつかせた。レンズのガラスが割れ、バラバラと鉄の破片が散る。

　オレの体の中で、歯車が嚙かみ合あう音が聞こえた気がした。いける──と思った瞬しゆん間かん、激しい衝しよう撃げきがオレを襲った。体当たり──蹴り足が地面についていない、バランスの崩くずれた姿勢で受けた重たい一いち撃げきに、踏ん張った片足の骨が砕くだける。

「ぐ、お、おぉっ！」

　ズン、蹴り足を踏み下ろすと同時、両手でケルベロスの大口を摑つかむようにして堪たえる。コイツを後ろには行かせない。オレが守る。絶対に守る。死んでも守る──クンカクンカァッ！

　メキメキメキ、片足を再生しながら、ケルベロスの突とつ進しん力りよくと拮きつ抗こうする。左右の口が俺おれの両りよう腕うでに嚙み付く。オレの腕を嚙み千切ろうとする力に対して、筋肉と死力を振り絞って堪えながら、オレは血を吐はくほどに絶ぜつ叫きようした。

「誰だれ一人、テメーには、渡わたさねええぇーっ!!」

　──トス、オレの背中に、淡あわい感かん触しよく。

「フジ様」

　涙なみだに濡ぬれながら、焦しよう燥そうに煙けむりながら、その芯しんに確かな強さを宿して、その声はオレの背中を打った。

　ずっとオレへのオーダーを維い持じし続けてくれている、ソファイアの声。

「このオーダーは、セブンにしか使ったことがありません。流れ込む力が強すぎて、普ふ通つうのゾンビでは耐たえられないのです……」

「やってくれ！」

　オレはみなまで言わずに返した。他ほかに手はない。

「わかりました……『勅命オーダー・戦神ツアバー』──フジ様！」

　──そして、流れ込んでくる絶大な力、力、力の洪水。全身の筋量がさらに増していく。両腕に食い込む牙きばを押し返しながら、オレの内臓や骨すら押おし潰つぶすほどに。はち切れそうな肉体が激しい痛みを訴うつたえる。オレは歯を食いしばって耐える。セブンさんが耐えた痛みだ。嬉うれしくすらある。

　オレは血を吐きながら、メギメギメギ、中央の大口を両りよう掌てのひらで挟はさみ込こむように潰つぶしていく。鉄の顎あごがひしゃげ、残る片方のレンズが割れた。バチバチと散る火花がオレの産うぶ毛げを焦こがす。血走っているであろうオレの目は、既すでにヴィクターを睨にらみ付つけている。

　舌打ちをするヴィクター。その視線はオレに向いてはいない──

「実験の邪じや魔まをするな、アクセルロッド。『号令オーダー・再起動リブート』、ホロウマン」

　……あ？

　背筋に走る冷たい予感に、思わず肩かた越ごしに振ふり返かえる。

　そして見た。鋼鉄の人体模型──ホロウマンがソファイアの背後に立ち、血に濡ぬれた刃やいばの腕うでの先せん端たんが、ソファイアの胸から突き出している光景を……アタマが真っ白になった。アイツまだ動けたのか!?

「こふっ……！」

　ソファイアが軽く咳せきき込こむように、大量の血を吐はいた。オレの全身から、オーダーの力が消えていく。水が滴したたり落おちるように、メッキが剝はがれ落ちるように、命の灯が消えていくように、冷たく失せていく……

「ソファイア……ソファイアアアァァ！」

　叫さけんだとき、ブツ、ブツン。両腕が嚙かみ千ち切ぎられ、支えを失ったオレは地面に尻しり餅もちをつく。

「これでもう、邪魔者は居ない。さあ完全自律よ、実験を再開しよう。どうした？　再生してみせろ。腕ぐらいは軽いだろう？　それとも、もう少し追い詰めた方が良いか」

　……まだ、まだだ。オレが頑がん張ばらなきゃいけない。皆みんなを助けるんだ。諦あきらめるな……でも、ソファイア大だい丈じよう夫ぶなのか？　あんな風に串くし刺ざしにされて、まだ生きて……いや、考えるな……

「『号令オーダー・十字放火クロスフアイア』、ケルベロス」

　ヴィクターのオーダーを受け、オレの目の前に立つケルベロスが、左右二つの口を大きく開いた──ゴウッ！　炎ほのお──悲鳴を上げることもできないまま、かろうじて掲かかげた両りよう腕うでに意味はなく、服が焼け落ち、皮ひ膚ふが炙あぶられ、上半身が焼やけ爛ただれていくのを感じる……高たか峰みねのパンツは跡あと形かたもない。ああ……クソ、エロいこと、エロいことを考えねーと……ヒーローはどこにいるんだ？

「なんだ、もう再生能力は打ち止めか？　まだ死なないというのは大した生命力だが……どれ、次は……『号令オーダー・攻撃アタツク』、ホロウマン」

　ヴィクターの声が聞こえる。炎の噴ふん射しやが止まる。折れかけたオレの心は、なかなか虚きよ脱だつから帰ってこない。

　カシャ、カシャ、カシャ、ホロウマンが硬かたい足音を立てながら、オレへと歩み寄ってくる。途と中ちゆう、ブンと片腕を振り、ソファイアを投げ捨てた──ドシャ、床ゆかに落ちたソファイアの体から、じわりと血の染みが広がっていく。オレはエロいことも考えられないまま、その様さまを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　……オレは、何も、誰だれも、守れないのかなあ？

　見上げるオレの霞かすんだ視界の中、ホロウマンが腕の一本を振り上げる。頭の片かた隅すみで、オレはどうしようもないことを考えた。あれを受けたら、この苦しい気持ちが楽になるのかって。

　ブオン、空気を切り裂く一いつ閃せんが降ってくる。

　──そしてそれは起こった。

　焼け焦げたオレの体に、ふわりと優しい感かん触しよくがあって。

　鼻をくすぐるその匂においは、何度も覚えたあの匂いで。

　もうこれ以上砕くだけないだろうと思っていたオレの心は、崩ほう壊かいの予感に震ふるえた。

　ズシャ──

　一いつ閃せんが振ふり抜ぬかれる。オレを抱だきしめ、背中で庇かばった誰だれかの体から鮮せん血けつの匂いが立ち上り、愛すべき匂いを押おし流ながした。間近に、どこまでも優しい目があった。

「……ごめんね」

　どうして謝るんだ高たか峰みね……どうして優しいんだ高峰。

　ズン──腹部に痛みと衝しよう撃げき。

　ホロウマンの続く一いち撃げき。突つき出だされた腕うでが高峰の胴どう体たいを貫つらぬき、その切っ先がオレの胴まで貫いていた。高峰の口から溢あふれた血が、オレの体を濡ぬらす。

　……抱きしめようと思った。

　でも、オレにはもう両腕はなかった。

　……何か言葉を掛かけたかった。

　でも、唇くちびるは言葉を忘れたようにわななくだけだった。

　なぜ高峰がこんな目に遭あうんだろ？　なぜ運命ってのはこんなに冷れい酷こくなんだ？　なぜ、なぜ、なぜ……言葉にし切れない気持ちが、ドロドロとしたモノが胸に広がっていく……それは絶望という名のタールだった。

『なぜオレは、まだおめおめと生きている？』

　……そこに、火種が投げ込まれた。

『高峰が命がけで庇ってくれたから』

　──爆ばく炎えんと化した。心が消し飛んだ。

　鼓こ動どうが加速して、目の前が真っ赤に染まる。膨ぼう大だいな熱量を持つ塊かたまりがオレの奥おく底ぞこからせり上がってきて、全ての景色が歪ゆがんでゆく。夕陽へと変わりつつある太陽、崩くずれかけた廃はい工こう場じよう、血まみれの高峰、倒たおれてゆくソファイア、動かないマトリ先生、哄わらうヴィクター……それら全てが、凍こごえるほど冷たい灼しやく熱ねつの中に歪んでいく。

　ブツン。

　ヒューズが落ちたみたいに、

　……あかく……赤く……脈、打つ……………………闇やみ。







「ヴォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」







　不ふ二じ君がものすごい声で叫さけんでいるのが聞こえて、私は薄うっすらと目を開いた。

　──私……は、

　まだ……生きてる、の……か。

　薄れていく意い識しきを必死に繫つなぎとめて、生きようともがく。体が冷たい。もう動きそうもない。あれが本当に、最後の力だった。無我夢中だった。不二君を庇かばえてよかった。

「ヴォォ……オオォ……」

　目の前、不二君は濁にごった呻うめき声ごえを上げていた。白はく濁だくしたその両目からは、滝たきのような血の涙なみだが流れている。

「暴走したか……少々やり過ぎたな」

　ヴィクターの呟つぶやきが聞こえる。

　いつかはこんな風になるんじゃないかと思っていた。

　覚かく悟ごができていれば、怖こわいものなんてないと思った。

　それは間違いだった。

　……こんな思いをしたくないから、私は不二君にもソファイアにも、何も言わなかったのに。それは間違いだったんだろうか……悔くやしい。

　ゾンビが暴走するのは、大たい抵ていの場合、自分の命が絶対的な危機に瀕ひんしたときらしい。未練を果たせないままに再度命を終えることが我が慢まんならずに、死者は狂くるうのだという。

　不二君の場合、そうではないように見えた。

　彼は私やソファイアの危地を見て、暴走したようだった。

　自分の命よりも、他人の命を惜おしむというのは、不二君らしいと思える……馬ば鹿かな人だ。何度そう思ったかわからない……馬鹿な人だ。こんな馬鹿はきっと他ほかにはいない。私の人生に、二度と現れることはないだろうと……私はこの人を、なくしたくなかった。

　大事なんだ。

　ただ、大事なんだ……

　それなのに、彼は今あんなに虚うつろな表情で、哀かなしげな表情で泣いている。それが、私には哀しくてたまらない。体の痛みより、何より、哀しくて仕方がない……狂えるものなら、狂ってしまいたい。

　死にかけていても涙は流れる。ぼやけた視界の中で、

　──ビュル──

　壊こわれかけた不二君の全身から、無数の光の糸が伸のびるのを見た。

　これは……霊導索ライン？　なぜ？　ゾンビが霊導索を……？

　シュドドドドドドドド、不二君の全身から生えた霊導索が、無む作さく為いに周囲に突つき刺ささっていく──私の全身にも。

「……なんだ、これは？」

　ヴィクターが眉まゆ根ねを寄せる。

「ホロウマン、タカミネを退どけろ、よく見えん」

　ブオン、ホロウマンが腕うでを振ふれば、私は宙を舞まい、床ゆかに叩たたきつけられた。いよいよ死んだかと思ったが、意い識しきはまだ消えない。不ふ二じ君と繫つながったままの無数の霊導索ラインから、温かい力が流れ込んでくる。それが私の鼓こ動どうを強めて、意識をはっきりさせていく。

　不二君を見れば、床にだらりと両足を投げ出した姿勢で顔を天てん井じようへと向け、大口を開けていた。上半身から炭化した皮ひ膚ふが剝がれ落ちれば、その下には既に新しい皮膚ができていた。なくなっていた腕は根元から再生している。

「オオオオオ……オォォオ……オォォォォォォオオオ！」

　そして、不二君は叫さけんだ。ゾロリ、更に霊導索の本数が増す。周囲は霊導索の大だい洪こう水ずいだ。夕暮れが近い工場内はすでに暗く、それらはすなわち、光の洪水だった。迸ほとばしる光は、私の全身に、ソファイアの全身に、マトリ先生の全身に、ホロウマンの全身に、そして、ヴィクターへと迫る──

「ぬっ！」

　ヴィクターが一いつ瞬しゆん早く、ケルベロスの影かげに隠かくれるように、光の奔ほん流りゆうから逃のがれた。

「アアアアアアアアアアアアアアッ！」

　不二君の咆ほう哮こうと共に、ドクドクドク、私の全身に流れ込んでくるそれは、温かく、力強く、暴力的で……途と絶だえかけていた心臓の鼓こ動どうが早まり、傷口が塞ふさがっていく。

　ザザザザザザザザザザザザ、地面に突つき刺ささった霊導索ラインの周囲に、物もの凄すごい勢いで草が生えてゆく。まるで水が流れるような勢いで草木が育ち辺りを覆おおい、花々が咲さき乱みだれ、果樹が実り、蒸すような草いきれが辺りに満ちる……と、ホロウマンが全身から放電を起こした。バチバチと鮮せん血けつのような火花が散る。ガガガガガガガッ、激しく痙けい攣れんし始める体へと、更に数十本の霊導索が突き刺さり──ドドン！　爆ばく発はつ。私の真横にカラカラと、何処どこかの部品である歯車が転がった。崩くずれ落おちた鉄の体が、すぐに緑の洪水に飲まれて朽くちていく。

「……ゾンビが生命を生み出しているだと？　ありえん……ありえんぞ？　一体アレはなんなのだ？　なんということだ……！」

　不二君を見つめながら、ヴィクターは呟つぶやく。見開かれたその目には狂きよう気き的てきな学究心の輝かがやきが宿っていた。

　私は両りよう腕うでで体を支えるようにして、身を起こした。既すでに傷は塞ふさがりかけている。

「う、お、お姉様、ご無事、ですか……え、これは一体、何が……？」

　同時に聞こえてきた声に目をやれば、ソファイアが同じように身を起こすのが見えた。マトリ先生はまだ起きてこない。致ち命めい傷しようを負ってから大分経つから、私たちより死に近く、治りが遅おそいのかもしれない。

　──バチバチ、ガガガガッ！

　ホロウマンがそうであったように、遅おくれてケルベロスが、全身から放電を起こして痙けい攣れんし始めた。

「シュウ、シュウ……ガガッ！」

　壊れたラジオのような断だん末まつ魔まが上がり、ドン！　爆ばく震しんが工場を揺ゆらした。

　不ふ二じ君は、知性の輝かがやきを失った両目から、尽つきることなく溢あふれ出だす血の涙なみだを拭ぬぐおうともせずに、

「ギイイイイアアアアアアアッ！」

　血も凍こおるような叫さけびを上げ続けている……と、ズゾゾゾッ、更に霊導索が放たれて、そのうちの一本がヴィクターの左腕に突き刺さった。

「これは……痛みはないが熱を感じる……やはり生命……？」

　その腕が光に包まれ、ぼん、と爆はぜた。ヴィクターがよろめく。自分の血ち塗ぬれの片腕を見つめながら、その目は思考に没ぼつ頭とうしている。

「おおっ！　何だこの現象は……癒いやしの力、恵みの光明ソラリスか？　だが……む？」

　更さらにその全身に、無数の霊導索ラインが突き刺さり、

　──タンッ、シュバッ！

　軽い足音、続く鮮あざやかな一いつ閃せんのもとに、その光の束が断ち切られた。

　不二君とヴィクターの間に降り立った人ひと影かげが、口を開く。

「ここまでだ、ヴィクター」

　厳冬の曇くもり空ぞらを思わせる灰色の髪かみと瞳ひとみを持つ、スーツ姿の男。右手に抜ぬき身みの宝ほう飾しよく剣けんを携たずさえている……誰だれだ？　霊導索ラインを斬きるということは、霊れい剣けん魔ま剣けんの類だろうか。振り手の技量が卓たく越えつしていれば、ただの剣でもそれが可能であるとは聞いたことがあるが……

「邪じや魔まをするなアルトゥール！　今良いところなのだ！」

　悲鳴に近い声を上げるヴィクターを背に庇かばった男は、一度、二度と剣を振って、尚なおも迫せまり来る不二君の霊導索を切り裂いている。

「引き際を誤るな。無む駄だに目立ちすぎだぞ──『王命オーダー・幽谷を射抜く騎士ペルスヴアル』！」

　流れるような動作で剣を一回転、左手の指でその腹を撫なで霊導索を繫いだ後に刀身を突き出せば、同心円状の衝しよう撃げきが幾いく重えにも走った。まるで巨きよ大だいな槍やりが一閃したかのように、不二君の霊導索がごっそりとちぎれ、光の粒りゆう子しと化して消える。

「一ひと先まずこの戦い、〝真の黒クローダム〟リロイ・アルトゥールと〝灰火の剣コール・ブランド〟が預かるとしよう。今一度の邂かい逅ごうを望むぞ、シロネクロたちよ……『王命オーダー・荷車と湖の騎士ラーンスロツト』！」

　先と同じように男が剣を振るえば、青い光が閃ひらめいて、ドドン！　大きな震しん動どうがあった。ソファイアが悲鳴を上げる。視界が激しく揺れ、焦しよう点てんを失う。もうもうたる粉ふん塵じんが上がる。

　──視界が晴れたとき目の前には、一足飛びでは越こえられないような、巨きよ大だいな裂け目クレヴアスが出現していた……でたらめ過ぎる威い力りよくだ。〝真の黒〟二ふた人りの姿はなくなっていた。

　リロイ・アルトゥール。無ぶ頼らいのクロネクロとしてその名前は聞いたことがあったが、まさかあれほどの実力者とは知らなかった。

　メキメキメキ、リロイの一いち撃げきがどこかの柱を破は壊かいしたのか、工場が軋きしんでいる……

「ググ、オォォ……オォ……」

　不ふ二じ君は今やミイラのように瘦やせ細ほそっていた。だが私たちに流れ込む命の奔ほん流りゆうは、一向に止む気配を見せない。細かい傷まで全て消え失せ、心臓の鼓こ動どうはどんどん早まってくる。

「くっ……お、お姉様……わたくし、もう、爆ばく発はつしそうです……！」

　ソファイアが自分の体を抱だきしめ、額に汗あせを浮かべて言った。その全身が、先ほどのヴィクターの腕うでと同じように、淡あわい光を帯び始めている。そしてそれは、私も同じだ。程なく私たちが爆発し、不二君が衰すい弱じやく死ししてしまうだろうことは、想像に難くない。ああ、何とか、早く何とかしないと……

『──ボクがなんとかする』

　と、ソファイアの首元から声がした。

　そこには見慣れた輝かがやき……七つの色を束ねたような光。

「カ、カーバンクル!?」

　私は思わず叫さけんだ。

　キン、と一度澄すんだ響ひびきがあって、燐りん光こうを纏まとって現出した小さな姿……その体たい軀くは、以前見たときより一回り以上小さくなっていた。かなり消しよう尽じんしている。ソファイアの肩かたを蹴けって宙へと浮うかび上がり──

　シュバッ！　横から飛び込んできた影かげが、バスケットボールのリバウンドよろしく、カーバンクルを両手で摑つかんで搔かっ攫さらう。

『うわわわー!?』

　カーバンクルが悲鳴を上げた。

「ヒャハハハハハアッ！」

　そのまま着地、ピョンピョンと、不二君が放つ霊導索ラインを飛び越えながら、走っていく……万ま里り王お！

「こいつが賢けん者じやの石か！　なんか想像してたのとは違うが……ま、いい、確かに貰もらった！　ヒュウ、これで瑠る衣いを蘇よみがえらせてやれるぜ！　待ってろよ、瑠衣！」

「まっ、待ちなさい！」

　私は叫びながら膝ひざ立だちになる。

「バカかテメェは！　この状じよう況きようで、誰だれが、何を待つんだよ！　覚えとけクソガキ、人生ってのは待ったナシなんだよ！」

　軽やかに走る万里王の頭上──即すなわちそれは、私たちの頭上から、メキメキという嫌いやな音がした。リロイの一いち撃げきで崩ほう壊かいしかけていた天てん井じようが、メリメリメリ、激しい崩落音を立てながら、斜ななめに崩くずれて落ちる！

「う、うおォォアッ、ちょ、待てやコラ!?」

　迫せまり来る天てん井じように、万ま里り王おが叫び声を上げた。一いつ瞬しゆん戸と惑まどう素そ振ぶりを見せた後──カーバンクルを手放すと、ガシィッ！　突き上げた両手で鉄骨を受け止める。

「ぐお、おおォ、重ッ……うぐぐぐおあッ！」

　てん、てん、てんと転がったカーバンクルが、そのまま体勢を立て直して駆かけていく。不ふ二じ君の所まで辿たどり着つくと、瘦やせ細ほそった体の上に飛び乗った。

「お、おい、テメェクソ小動物コノヤロウ！　テメェを守るために受け止めてやったンだぞオレァ！　戻もどって来いオラァ！」

　万里王が叫さけぶのを他よ所そに、カーバンクルが一ひと際きわ強い輝かがやきを放った。

　それは数日前、不二君を蘇よみがえらせるときにも見た、奇き跡せきの光──

「ゆきじ、必ずキミを幸せにしてみせるから……『機構魔術プログラム・全ての夢が叶う場所フイールド・オブ・ドリームス』！」

　凛りんとした声が響ひびく。







　炎ほのお、炎、炎。

　辺りは紅ぐ蓮れんの炎に包まれている。

　陽炎かげろうに揺ゆらぐ景色は何一つ定かではない。目に映るのはただ轟ごう々ごうと吹き上がる炎。周囲には凄すさまじい上じよう昇しよう気流が巻き起こっていて、火の粉が天を染めている。巨きよ大だいな炎の竜たつ巻まきの中にいるみたいだ。

　オレは全ぜん裸らで、両手足は枯かれ枝えだよりも細く、胴どうにはアバラが浮ういている。

　熱い、熱い、熱い……自分が誰だれなのかもわからないほどに熱い。

　赤い、赤い、赤い……夕陽よりも曙しよ光こうよりも強く赤い。

　見上げれば、鮮せん血けつをまんべんなく塗ぬりたくったような空の向こう、入道雲みたいに伸のび上あがり、陽炎に揺らめく一つの巨大な影かげがある。影絵のように揺らめきながら、空に舞まい踊おどっては降ってくる火の粉を、ぞろりと牙きばの並んだ、巨大な口で受け止めんとするかのように天を向いた……竜りゆう？　赤い、赤い、赤い竜……一枚の鱗うろこが、一体どれほどの大きさなのか、わからないほどの巨体。長い首をくねらせて、降りかかる火の粉をひたすら食べている。

　──と、爬は虫ちゆう類るい独特の、縦に割れたその虹こう彩さいが、ギョロリと動いてオレを見た。

「やあ」

　遠い、遠い、遠い空を震ふるわせる声。

「……あんた……は……？」

　一言ごとに、舌が喉のどに張り付く。見上げる瞳ひとみを紅ぐ蓮れんの閃せん光こうが焼いて、脳みそまでズキズキ痛んでくる。

　竜りゆうは火の粉を食べるのを止め、こっちを見下ろしてきた。

「さてな、何と答えれば良いか……私を示す言葉は多いが、どれも一面を捉とらえたものに過ぎないからなあ……まあ、ただ一言、〝竜〟と名乗るのが一番相応ふさわしかろうか」

「竜……」

「そう、お前の友だちだよ、不ふ二じ由ゆう真ま」

「……それ、オレの名前だっけ？」

　轟ごう々ごうと燃え盛る火炎。空の光が地に落ちているのか、地の明かりが空を染めているのか、分からないほどの熱気。

「そう、お前の名前だ」

　そうか……そういえばそんな名前だったような気もする。

　……熱い。もうとにかく、ひたすら熱い。

　自我も思考も過去も、何もかも歪ゆがんで、揺ゆらめいて、最後には灰になるほどに。口で息をすれば舌が焼け付き、鼻で息をすれば鼻が焼け落ちそうなほどに。

「ここは……何処どこ……なんだ？」

　オレは竜へと問いかける。

「〝辺獄リンバス〟の浅き層、憤ふん怒ぬを伴う未練を捨て切れぬ魂たましいが流れ着く岸辺、〝焰ほのおの十字路〟……すなわち私の領域」

　竜の言葉は、何一つオレの中には響ひびかない。意味がわからない……というより、オレにとっては、何の意味もない。

「帰してくれ……熱くて、たまんねーんだよ……」

「帰るところなどない……見よ、お前の来し方を」

　竜が前足を持ち上げた。その指先が示す方、背後を振ふり向むいてみる。

　幾いく重えもの炎ほのおに包まれた先に、人ひと影かげが揺れた……女の人。その表情から、奔ほん放ぽうな人生に対する自負と、それに見合った力と、責任感が読み取れるような、美しい女の人……どこかで見たような気もする。知っている人のような気がする。足早に、何かを振ふり切きろうとするかのように、女の人は歩いている。

「──待って、おかーさん、待ってよ！」

　その背中に声がかけられて、女の人は歩みを止める。

　炎が翻ひるがえる。陽炎かげろうの向こうから、小さな男の子が一人、泣きながら駆かけてくると、その足へと抱だきついた。その弱々しい様子に、オレは凄すさまじい苛いら立だちを覚える。今すぐ走って行って、ぶん殴なぐってやりたい衝しよう動どうに駆られる。

　女の人の表情が歪む。耐え難い苦しみを押おさえ込むような表情。一度閉じられた両目から、涙なみだが頰ほおを伝った。女の人は片手を持ち上げると、男の子の頭を撫なでた。

「強い子になってね。でも、それ以上に優しい子になって。もう逢あわないけど、貴方のことは、絶対に忘れないし、ずっと愛してる……」

　──炎ほのおが吹き上がり、煙けむりのように風景は揺ゆらいで消えた。

　今のは……誰だれだ……何だ……？

　ああ、熱い、熱い、熱い熱い熱い……

「人は過去へは還かえれない。あれなるは、お前の怒いかりの理由、その始まり」

　オレの……あ、あ、ああ、あああ、何も、何も考えられない、枯かれていく……オレの、オレの全てが……

「怒りとは、一度燃え始まれば決して消えず、平へい穏おんの内に燻くすぶり続け、魂たましいを焦こがしてゆく炎……お前はもう、戻もどれはせぬ」

　……戻れない？　戻れないのか……戻れないなら、どうすればいい……？　ああもう、とにかく熱い……苛いら立だちが募つのる……苛立ちが、苛立つ……

「身を委ねるのだ、この尽きせぬ怪かい焰えんに」

　身を委ねる……ああ、それも……そういうのも悪くないかもなあ……だって熱くてたまらねーしさ。もう戻れないなら、それでもいいか……何もかも、ブチ壊こわしちまって。アイツが傷ついて、アイツが泣いて、アイツが幸せになれない世界なら……ん、アイツって、誰のことだっけ？

「──ゆうま」

　誰かの名を呼ぶ声と共に、一陣の涼りよう風ふうが吹いた。炎はその勢いを僅わずかに弱め、濃こく揺らめいていた竜りゆうの影かげが、ゆらゆらと薄うすまって、その声が遠くなる……

「オ……オマエ……？」

　オレの傍かたわらに、いつの間にか小さな姿が立っていた……女の子か？　ぼんやりと霞かすんだその姿……あれ、どこかで、逢あったような……

「……思い出して、たくさんのことを。待っている人がいるんだから」

　女の子は微笑ほほえみながら、瘦やせ細ほそったオレの手をとる。その柔やわらかい感かん触しよくが、心を撫なでるように思う。

「世界の果てで、誰かが願う。現実はもっと幸せであるべきだと。あの子はもっと幸せになるべきだと……もっと幸せになりたいと、そして幸せにしたいと。誰かが強く願うからこそ、ボクは巡めぐっていく」

　女の子は、歌うように語る。

「ボクの力なんて、本当は僅かだ。だからキミは、自分の力で、自分の意思で、戻らなきゃいけない。ニンゲンを本当に幸せにできるのは、ニンゲンだけだ」

　オレは片手で頭を押おさえる。

「オレは……オレは、誰だ？　不ふ二じ由ゆう真ま？　それは……そいつは確か、スゲー馬ば鹿かなヤツだ。大事なものを守り切れないヤツだ……」

　オレの心に湧わき上あがる怒いかりに呼応するかのように、周囲の炎ほのおが再び強まり始める。

　女の子は、ふうと溜ため息いきを吐つき、オレの手を離はなした。

「しょうがないなー、キミは……そういうキャラじゃないでしょ？」

　くるり、女の子がその場で回転すると、シャン、と光の粒りゆう子しが踊おどった。

「う、うおおっ!?」

　オレは叫ぶ。おぼろげな輪りん郭かくのヴェールを剝はぎ取とって、目の前に現れたのは、燃えるような赤い髪かみをした、とんでもない美少女だった。細い金属で作られた額飾りに、赤い宝石が嵌はまっているが、それ以外は一いつ糸し纏まとわぬ姿……つまり全ぜん裸らだ！　全裸！　大事なことなので二度言いました！

「ゆうま、これを見て、思い出して」

　と、女の子が両手を広げた。

『見て』とかマジ恥ち女じよかと思ってビビッたがそうではないらしく、女の子の額の宝石が輝かがやけば、炎の中に映像が映し出された──




　────そこは、どっかの教会のようだった。

　ステンドグラスを透とう過かしてくる陽光が薄うす暗くらい空間に差し込み、舞まい踊おどる埃ほこりがそれを受けて輝くさまは、無信心者に神の国の存在を信じさせちまいそうな説得力があった。

　光を浴びて、全裸の男が仰あお向むけに倒たおれている……眠ねむっているのか？　その頭に膝ひざ枕まくらをする少女の姿がある。祈いのりを捧ささげるように俯うつむいて、前まえ髪がみが表情を隠かくしている。その二ふた人りの姿を横から見ている視点の映像だった。

『──ゆきじ、願いは叶かなった？』

　どこからか、今しがたまでオレが話していた、赤髪少女の声がする。おそらくこの視点の主なのだろう。

『うん、キミのおかげ』

　答える少女は泣いていた。俯うつむいたままのその肩かたは微かすかに震ふるえている。

『本当に？』

　再度の問いかけに、俯いていた少女は顔を上げるとこちらを見た。泣いてる顔から無理やりに笑みを形作れば、その両目から透とう明めいな輝きが溢あふれた。

『ありがとう』




　──映像が消える。

「思い出せた？」

　赤い髪の少女が言って、オレは答えた。

「……ああ」

　両耳にハッカ飴あめをねじ込んだみたいに、思考はサッパリしていた。

　不ふ二じ由ゆう真ま。比ひ良ら坂さか高こう校こう二年Ｂ組、出席番号二十五番。ソイツはどうしようもないバカで、親友はヅカとカンヤで、高たか峰みねと出会って死に、八や尾お先生と戦って死に、無む尽じんの悪意と一いつ緒しよに死んだヤツの名前だ。それはオレの名前だ。自分が何者なのか思い出すことは、イコール、自分がどれほど下らなくて愚おろかなのか、弱くて無価値なのかを、思い出すことだった。その苦しさに立ち向かおうと今思えたのは、アイツが……高峰が泣きながら笑ったからだった。

「じゃあ、頼たのむよー？　戻もどって、ゆきじを幸せにしてあげて？」

　オレは頷うなずく。

「……わかったよ」

　オレの心に燃え盛る炎ほのおが、消えていく。周囲の温度はグングン下がっていき、遠くに見えていた赤い竜りゆうの影かげもなく、灰色に色いろ褪あせ落ちていく炎の世界に……一度、赤い波動が奔はしった。青さを取り戻しつつある空の向こうに、竜の残ざん影えいが揺ゆれる。

「……思いのほか短い逢おう瀬せだったな、不二由真」

　薄うすれゆく竜の影は、さして惜おしくもなさそうに言った。優しいようで、そうでないような、正体のよくわからない微笑ほほえみを浮かべている。

「だが、すぐにまた逢あうことになるだろう……私は君と共にいて、君がどこへ行こうとも守り、必ずこの地に連れ帰るだろう……」

　竜が嗤わらう。優しいような、怖こわいような声で。

　カーバンクルが、オレをギュウと強く抱だきしめて言った。

「帰ろう、ゆうま」

　その目は、この子らしくもない強さで、地平線の果て、消え行く焚たき火びの埋うずみ火びのように燃える、明ける直前のような、暮れる寸前のような、少しだけ赤みを残す空の向こうを睨にらみつけていた。







「……たっ、たかみね!?」

　ガバッ！　オレは叫さけびながら起き上がった。強く呼吸すれば、肺がしくしくと痛んだ。

　……ん、あれ？　ここドコだっけ？　確か工場だったような……あれ、こんなボロボロだったっけ？　草ボーボーでジャングルみてーだ。

　なんかスゲー夢見てたような気がする……熱いような、怖いような、優しいような、ぼんやりとしていてよく思い出せねーが……あ、なんか、おっぱいがあったような気が……って、うお、なんだこれ!?　オレ、ガリガリやん！　キメェ！

「不二君っ！」

　聞き慣れた呼び声に目を向ければ、両りよう腕うでで体を支え、上体を起こした姿勢の高たか峰みね──その姿を見た瞬しゆん間かん、胸の奥おくがジンと熱くなり、弱った体に力が少し戻もどるような気すらした。もう一度逢あえたことが、泣きたいほどに嬉うれしい。ヨロヨロと立ち上がり、口を開いた。

「オマエ、無事か？　どっこも、痛いとこねーか？」

　高峰の両目は、すがるような光を帯びて夕陽に煌きらめく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……不二君こそ、平気？」

「おー……なんとかな」

　高峰がクシャッと歪んだ顔をバッと俯うつむかせ、両手で覆おおった。

「お、おい、どうした？」

「……なんでもない」

　消え入るような声で高峰が言った。

「大丈夫だから、こっち見ないで」

　う、うおお、コイツ泣きそうになってんのか!?　夢じゃねーだろうな！　クソ可愛かわいい！　今すぐ下か半はん神しん様さまの赴おもむくままに駆かけていって抱だきつき、御輿みこしのように担ぎ上げてワッショイワッショイと高峰祭りを開かい催さいしながらどさくさにまぎれて脱がしたパンツをムシャムシャと踊おどり食ぐいしてやりたかったが我が慢まんした。というか体が上手うまく動かねーしな。

　まあ……高峰が無事で良かったよ。

「フジ様、ありがとう御ご座ざいました」

　高峰の隣となりにソファイアもいて、そう言いながら、オレへと小さく手を上げた……って、オマエらなんかスゲー肌はだとかツヤツヤしてんな……エステでも行ったのか？　つーか、あの死にそうな傷とかどうなったんだ？　うーん、どこまでが夢なんだか、あやふやだ。ありがとうって、オレなんかしたっけか？

「ぐおっ、おっ、オイ、テメェ……エロゾンビ！」

「うげ、万ま里り王お……！」

　見ればオレの隣に、今にも崩くずれ落おちてきそうにギシギシと音を立てている天てん井じようを両手と背中で支え、顔を真っ赤にしているヤンキーがいた。なんかの神話にこういうの出てきそう……神かみ代よの終わり天落つるとき一人のヤンキーそれを支えむ……みたいな……

「か、代われや……重ェんだよ！　後、サンを、忘れるんじゃ、ねえ！」

「代われって、無理スよ……見て下さいよ、この腕とか、マジ割わり箸ばしレベルに……」

『ゆうま、お帰りー』

　と、少し離はなれたところに、ちょこんと座ったカーバンクルの姿。

「おー、ただいま、でイイのかなコレ……オマエ……なんかした……？」

『うん、ちょっとだけー』

　辺りはそろそろ夕暮れで、カーバンクルが全身に纏まとった燐りん光こうがキラキラと綺き麗れいだ。崩くずれかけた廃はい工こう場じようの風景に、なんとなく似合っている。

「そうか……なんか、スゲー大事なモン貰もらった気がするぜ……ありがとな……」

『うん、よかったよかった！』

　カーバンクルはついっと鼻を巡めぐらせて、立ち上がった高たか峰みねを見た。高峰はそのままスタタと走り寄って来ると、オレの体を支えるように腕うでを回してくれた。ガクガクと笑っていた膝ひざが、少しマシになる。

　ソファイアがマトリ先生を背負うのが見える。

『ゆきじ、ボクそろそろ行くね？』

　カーバンクルが言った。

「……そう、ありがとう、色々……キミに恩返し、したかったのに」

　高峰が静かに返す。

『いいよー。ゆきじと話せなくなるのはさみしいけど、ボクは死ぬわけじゃないから、そんなに悲しまないで。涙なみだの匂においは嫌きらいなんだ』

「……誰だれかと別れるのは、さみしいわ」

　おう、高峰がえらい素直だ。

「お、おい、テメェら、ぐおっ……待て、おい賢けん者じやの石！」

　万ま里り王おがギャンギャン言っているのに顔を向け、カーバンクルは目を細めると、フワリと宙に浮うかんだ。

『……えっと、まりお？』

「サンをつけろや小動物！」

　ブレねぇ!?

『まりおサン。えーっと……ボクたちはどこにでもいる。今は助けてあげられないけど、きっといつか、キミにもいつか、巡めぐり合あうさ』

　カーバンクルの姿が薄うすれていく。夕陽に燐りん光こうを散らしながら、キラキラと解けてゆく。オレはその姿を目に焼き付ける。あまりにも幻げん想そう的てきなその光景を。

『──ボクたちの声が聞こえなくても、

　姿が見えなくても、

　ボクたちを信じていて欲しい。

　居ないと思われるのは、結構さみしいから……

　ボクたちはずっとキミたちが大好きだったよ。キミたちニンゲンが大好きだったよ。キミたちが火を覚えて、踊おどりを覚えて、歌を覚えて……別べつ離りの悲しみを知ったときから、ボクたちはキミたちと共に居て、共に歩いてきたんだ……いつかまた、あえるといいなっ！』

「何ワケわかんねェ事言ってんだオイ待てっつの！」

　騒さわいでいる万里王を横目に、オレはカーバンクルへと声を掛かける。

「カーバンクル……」

　オレはヘロヘロと口を開く。

「オレ、よく覚えてねーけど……約束、守るからな。オマエが幸せにしたかった人を、人たちを、オレが幸せにするから。できるだけ……いや、絶対だ！　……ま、遊びに来いよな、また、いつでもいいからさ」

『わかったー、またね』

　カーバンクルは一声鳴くと、フッと消えた。

　キン、という澄すんだ音が響ひびいて、ぽとりと床ゆかに落ちたのは、石が二つに割れた、輝かがやきの失せた高たか峰みねのペンダントだった。サラサラと砂になっていく。

　……行っちまった。躊躇ためらいねーな、アイツ。ちょっとは名な残ごりを惜おしんだりとかしろよ。

　高峰の横顔、相変わらずの鉄てつ面めん皮ぴだが、キラリと一筋、流れるものがあった。ソファイアがひくっと嗚お咽えつを漏もらす。

「……帰りましょう」

　高峰がぐすっと一つ鼻を鳴らしながら言うのに、オレは頷うなずいた。

「ああ帰ろう……オレたちの家へ！」

「うおおぉぉぉォォイふざっけんなテメェらァァァ！」

　万ま里り王おの叫さけびが夕暮れの工こう場じよう跡あとに響ひびき渡わたり、オレたちのジーンとした心に水をさした。

「何勝手にちょっと良い話で終わらせようとしてんだオイどうしてくれンだ俺おれの賢者の石消えちまったじゃねェか慰い謝しや料りよう寄よ越こせや五百五十万！」

　スタスタスタ、オレたちは無言で歩を進め、工場跡から出て行く。

「……お、おい、ちょっと待て……まさか俺おれをこのままにして行くのかよ!?　テメェらそれでもシロネクロか？　オイ、待て、よしわかった、慰謝料はカンベンしてやる！　何とかしろコレ！　おい、テメェらふざけんなよ!?　殺す、マジ殺す！　次遭あったらマジ殺すぞ！　覚えとけコラ──」







　　七　メタル青







　──夕暮れ時、朱しゆ墨ずみを流したような空。

　人ならぬモノと行き会う故ゆえに、逢おう魔まヶ時どきと人の呼ぶ。

　通る者なきアスファルトの山道に長い影かげを伸のばし、二つ並んで歩く人ひと影かげたちは、どちらかと言うのなら、人の行き会う〝魔〟の類だ。

《──邪じや魔まをしてくれたものだな、アルトゥール》

　流りゆう暢ちようなイギリス英語で、片割れが言う。

　その瞳ひとみは美しい青だが、苛いら立だちに歪ゆがんで澄すんでいるとは言いがたい。歩きながら、カチャカチャと右手に持った工具を、自分の左ひだり腕うでに突き立てている。その左腕は生身ではなく、歯車とワイヤーと謎なぞの機構群で構成されている──即すなわち、ヴィクター・フランクストン。

《助けたの間違いだろう》

　隣となりの男が返す。同じく流暢な英語だが、やや下町的な発音コックニー寄りの口調。灰色の髪かみに同色の目で、触ふれれば切れるような雰ふん囲い気きがある──リロイ・アルトゥール。

《要らぬ気き遣づかいだ。我わが輩はいはまだやれたのだ。貴き様さまの妙みような割り込みさえなければ、もう少しであの完全自律型の秘密を解き明かしてやったものを……》

《俺おれの見立てでは、あのまま続けていたらお前は危なかったぞ》

　ヴィクターが、歪み切った目でリロイを睨にらみ付つけた。

《我輩を馬ば鹿かにしているのかね？》

《実力不足だと言っているんじゃない。お前は相手を侮あなどり過ぎなのだ。発明家の業ごうかもしれんが、手の内を一々説明するのは戦術的ではない》

《ふん、良く分かっているなアルトゥール。そう！　まともにやり合えば、我輩が奴やつら如ごときに敗れるはずがないのだ……次こそは必ず、タカミネも完全自律型も手に入れてみせる。やはりロー・ナンバーズでは駄だ目めだ。ハイ・ナンバーズで、必ずや……》

《やめておけ》

《……なんだと？》

　ヴィクターの目が、狂きよう気きを宿してリロイを見た。

《我輩の研究の邪魔をするとあれば、貴様でも容よう赦しやはすまいぞ？》

　リロイは顔色一つ変えずに言った。

《俺がお前を助けたというのは、お前が〝負け犬〟になることからではない。〝背信者〟になることからだ。お前が相手取っていたあのゾンビ……ユウマ・フジの中には、恐おそらく〝遺産〟が宿っている》

《……なんだと!?》

　ヴィクターは、直前までの怒いかりを忘れ、驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめる。

《あれは危険過ぎる。本部もしばらくは様子見を決めた。故ゆえに俺おれを差し向けたのだ》

《なるほど、遺産か！　あの力の秘密は……よし、早く帰ってレポートに纏まとめねば。今日の結果と合わせて考察を深めれば、遺産の力を解明できるかも知れぬ！》

　スキップでもしそうなほど嬉き々きとして言うヴィクターに、リロイはピシャリと言った。

《それも結構だが、〝伯はく爵しやく〟殿がお呼びだ。一ひと先まず向かうぞ》

　ヴィクターは顔を歪めたが、

《……〝伯爵〟殿直じき々じきのお達たつしとあらば、致いたし方かたあるまい》

　渋しぶ々しぶと言うに止め、そのまま工具を仕し舞まい、左腕の動作を確かめると、後は口数少なに淡たん々たんと足を動かしていく。

　この日、このベッドタウン郊こう外がいの山道を通る人も車もなかったことは、非常に幸運だったと言える……どちらにとってかは、言わずもがなで。







　──やがて日が沈しずみ、郊外の山には町より一足先に夜が訪れていた。

　さっきまで鳴いていたカラスの代わりに、今はフクロウだかミミズクだかが鳴いている。

「クソが……ブチ殺す……クソが……」

　万ま里り王おが悪態を吐はく柱と化してから、どれほどの時間が流れたろう……膝ひざは震ふるえ、腕うでは突っ張り、限界は近い。万里王が天てん井じように押おし潰つぶされてもんじゃ焼きのようになるのも、時間の問題かと思われた。

「……何をしているんです？」

　ガサリ、辺りに繁はん茂もする草を搔かき分わけて現れた男がそう声を掛かけると、万里王は弾はじかれたように顔を上げた。

「プラトーンさん！　マジ遅おそェスよ！　早く助けて下せーよォ！」

「暫しばらく仕事だと言ってあったでしょう……」

　プラトーンはフルフェイス・ヘルメットの奥おくから万里王の様子を一いち瞥べつ、周囲を眺ながめ、フムと一息ついてから、霊導索ラインを飛ばした。

「おおっ、待ってましたァ！」

　万里王が歓かん喜きの声を上げる。

「『指令オーダー・おすわりセッダウン』、万里王」　シュバッと犬のおすわりポーズになる万里王。

「うおッ、ちょマ!?」

　メキメキメキ、天井が軋きしむ──

「ウワァァァ瑠る衣いィィィッ！」

　おすわりポーズのまま、目を閉じて、万ま里り王おは絶ぜつ叫きようした。ルィィィィ……という残ざん響きようが、工こう場じよう跡あとの空くう虚きよに木こ霊だまする。

「……えァ？」

　しばしあって、万里王が恐おそる恐おそる片目を開くと、天てん井じようは斜ななめに傾かたむいたままの形を維い持じして、安定していた。

「その木と、その木と、その蔦つたが」

　プラトーンは片手を持ち上げると、無数の樹木が繁はん茂もしている、万里王の周囲を次々に指差した。悪あく魔まの角のように捩ねじれて生えた何本もの巨木、地面から伸のび上あがって、天井まで生えた蔦……それらは由ゆう真まの暴走によって生み出された植物たちだった。

「つっかえになっています」

　そう言って、オーダーを消し去る。

「……まあ」

　万里王はドサリと地面に胡坐あぐらをかき、懐ふところからボックスの煙草たばこを取り出し一本抜ぬき取とって咥くわえると、百円ライターで火をつけ、顔を上げてフーッと煙けむりを吹ふかした。

「……知ってましたよ、最初から」

「なによりです」

　万里王が一息吸うごとに、崩くずれかけた夜の廃はい工こう場じように、ポッと蛍ほたるのような光が灯る……煙草が半分ほどの長さになった頃ころ、プラトーンは再度口を開いた。

「何があったか報告して下さい」

「……はァ、まあ何から話しゃ良いやら……ええとですねェ……」

　──万里王からの報告を逐ちく一いち聞き終えたプラトーンは、深い溜ため息いきを吐ついた。

「つまり要約すると貴方あなたは〝真の黒クローダム〟に喧けん嘩かを売り、結果的にシロネクロどもの手助けをして、賢けん者じやの石をみすみす見み逃のがしたと、こういうわけですか？」

　床ゆかに胡坐をかいた万里王は、ポンと膝をひざ打ってから、プラトーンを煙草の先で指した。

「ヤッベ、プラトーンさんマジ飲み込み早ェわ。天才？」

「貴方という人は……」

　プラトーンは溜息一つ、おもむろにヒュルル、万里王へと霊導索ラインを飛ばす。

「『指令オーダー・艱難辛苦マツクスペイン』、万里王」

「アッギャバァ死ぬ死んじまうマジ死ぬプラトーンさんマジ死ぬって俺おれ今結構ダメージ食らってんだからグゥエ！」

　顔面から出るあらゆる液体を迸ほとばしらせながら悶もん絶ぜつする万里王。煙草がポトリと地に落ちる。

　たっぷり一分ほど待ってから、プツン、と霊導索を切り、プラトーンはもう一度溜息を吐いた。

「まあ、仕事で行けなかった私も悪かったですがね」

　ゲホゲホと咳せき込こみながら、万ま里り王おがなんとか身を起こす。

「ウグ……そ、そうスよォ！　ママ、マジ遅おそすぎますよアンタ……オエェエッ！」

　プラトーンは腕うでを組み、ゲル状の液体に顔面をジュルジュルにした万里王の非難を受け流すと、崩くずれかけた廃はい工こう場じようの壁かべの向こうに見える町の明かりに目をやった。

「まあしかし、貴方あなたは今回、本当に短たん絡らく的てきで、どうしようもないほど駄だ目めでしたが……一点だけは評価できるところがあります」

「お、ナンすか？」

　プラトーンはメットの奥おくで人知れず口の端はしを上げた。

「ヴィクター・フランクストンは、以前から私も気に食わなかったのです。あの男、我が物顔でシェオールに出入りしてましてね。あの店は私の隠かくれ家なのです。癒いやしの空間なのです。あのような下げ劣れつな男に出入りされるのは腹に据すえかねる。まあ、よくやりましたよ」

「ウス！　シャアァァァス！」

　両手でメロイック・サインをキメ、調子ぶっこく万里王を、プラトーンは一いち瞥べつ。

「〝火消し〟はしておきます。くれぐれも今回のような無茶はしないように。貴方は私のゾンビなのですからね」

「ウィース」

　スタン、と軽い体たい捌さばきで、万里王が立ち上がる。

　万里王に先んじて廃工場を出ながら、プラトーンは呟つぶやく。

「しかし、〝賢けん者じやの石〟まで手にするとは……あの娘は余程愛されているんでしょうね」

「ナンにスか？」

　追いついてきた万里王が尋たずね返かえす。

「神か悪あく魔まか、どちらかにですよ」

「ああ……まァそういうンなら、悪魔でしょうよ」

「何な故ぜです？」

　万里王は欠伸あくび交じりに言った。

「ネクロマンサーおれたちが、神に愛されるワケがねェでしょう」







　──そして夜は更ふける。

　樽たる多た露ろ市しのどこか。人知れぬ闇やみの奥おく底そこ。

　いつかのように三人を送り届けて別れた後、年経た魂たましいを持つ瘦やせた少女は、長い、長い、先の見えない石の螺ら旋せん階段を、一人で下っていた。

　手にした燭しよく台だい、蠟ろう燭そくの灯が揺れるたび、周囲の闇が生き物のように蠢うごめいた。

　穏おだやかな笑みを浮うかべる唇くちびるから、ポロポロと言葉がこぼれる。

「……懐なつかしいな。まるで昔の私らを見るようだった……お前もそうは思わんか？　ひどく羨うらやましくなってしまったよ……」

　闇やみへと語りかけるように……或あるいは己おのれの裡うちへと響ひびかせるように、少女の言葉はうわごとのようだ。遠いどこかを見つめる瞳ひとみは陶とう然ぜんとして、妖あやしいほどの色気を漂ただよわせている。その足取りは、想い人の閨ねやに向かう乙女おとめのように浮うわついている。

「遺産……」

　と、声の調子が変わった。じっとりした粘ねん性せいを帯びる。

「あれさえあれば、私の悲願も容易たやすく成せるんだがなあ……何度途と中ちゆうで奪うばってやろうと思ったことか。我が慢まんするのに苦労したぞ……なあ、お前は誉ほめてくれるか、私を……昔のように、頭を撫なでてくれるかな……」

　少女が返事の返らない呟つぶやきを続けるうちに、終わりがないかと思われた階段は、唐とう突とつに途と切ぎれた。目の前にあるのは、両開きの鉄扉てつぴ。

　ギ、ギイィ……

　少女の細い手がかかると、片方の扉とびらが僅わずかに軋きしみながら開いていく。

　広大な空間に、かぼそい灯りが投げかけられる。

　──幾いくつもの、幾つもの、幾つもの、物言わぬ人形たちが、闇の中に転がっている。一つとして同じ顔立ちのものはなく、微び妙みように色合いの違う無数の瞳が、明かりを受けてはきらめいた。

　少女は呟く。

「いずれにせよ、もうすぐだ……なあ、ヴァリオラ？」

　すべての人形の顔が、一いつ斉せいに少女の方を向いて、微笑ほほえんだ。







　やれやれハードな一週間だった……

　廃はい工こう場じようでの戦いからこっち、オレは学校をがっつりと休んじまった。理由はよくわからんけど、この衰すい弱じやくはエロいコト考えても治らなかったんだ。まあ、高たか峰みねとソファイアがえらく心配してくれて、付きっ切りで看病してくれたのはドゥフフ（喜）だった。たまには体調崩くずすのも悪くねーとか思っちゃった。

　そうして迎えた土曜日。朝早くにマトリ先生が迎えに来て、高峰とソファイアは出かけて行った。樽たる多た露ろグランドホテルに、阿あ倍べ野のサンに会いに行くらしい。

　体調も結構治ってるし、オレもついて行きたかったんだけど、ネクロマンサーがプライベートの場にゾンビを連れて行くってのは、武器を所持していくのと同じ意味合いで、印象が良くないらしいってんで今日のところは我慢した。

　その代わり、帰り道で待ち合わせして、昼飯一いつ緒しよに食べようってさ。

　家を出るとき、玄げん関かん先さきでふと、マトリ先生が言った。

『お前ら、ひょっとして〝無尽の悪意ヴアリオラ〟の存在に気づいてるのか？』

　オレらの顔色が変わるのを見て、マトリ先生は片手を振ふった。

『ああ、よい、それ以上言わんで。合点がいったわ。ユキジ、お前が〝シロネクロ協会わしら〟に頼たよることができなかった理由はそれだな？　アレはどこに潜ひそんでおるか分からんからな……まあ、少なくともわしは味方じゃ。信じてくれてよい』

　そのときの高たか峰みねの、安心した表情と言ったらなかった。

　二人が出て行き、少ししてオレも家を出た。ゲーセンに寄ってから、こないだのショッピングモールへ。少しぶらついて、一階、待ち合わせ場所のオープンカフェに向かう。

　注文したコーラが半分ほどになった頃ころ、高峰とソファイアがやって来た。ソファイアはお馴な染じみの白ワンピ、高峰は例のヒラヒラワンピにライダーズジャケット姿だ。

「お待たせ」

　と、高峰。

「おう、おつかれ。どうだった？」

　オレは片手を上げて言う。

「お咎とがめなし」

「マトリ先生が、『〝真の黒クローダム〟がこの町に入り込んでいたことに気づかなかった自分たちにも非がある』と、色々根回しして下さったのです。大方の司教オウンガンたちも納得してくれました。アベノ様だけは不本意そうな顔をしていらっしゃいましたけど」

　二ふた人りが席に着きながら語る。

「おー、そりゃ良かった」

　ホッとしたぜ。阿倍野パンツの悔くやし顔はちょっと見たかったな。

「不ふ二じ君、体の方は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「おう、なんともねーよ」

　高峰は昨日から頻ひん繁ぱんにオレのこと心配してる。あの衰すい弱じやくはエロいこと考えても治らなくて、どっぷり寝ね込こんじまったが、今日きようには歩けるくらいまでになった。まだちょっとフラつくが、明日あしたには全快してるだろう。

　店員がやって来て、オレはドリア、高峰はペペロンチーノとソーダ水、ソファイアは悩なやんだ末に、サンドイッチセットとアイスココアを注文した。

　九月の町並みは爽さわやかだった。料理が来るのを待ちながら横目に眺ながめていると、高峰が不意に言った。

「不二君、ところでキミ、とんでもないことしてくれてたのね？」

　ビクッ！

　オレが恐おそる恐おそる高峰を見れば、せっかくの爽やかな空気をじっとりさせる白い視線を放っていた。

「あ、あー……あのさ、あのパンツ被かぶってたのは、違うんだぜ？　フザケてたんじゃなくて、あれはオレの特性を考えて、至極真面目にだな……」

　高たか峰みねがカッと赤くなる。

「それじゃないわよ！　遺産のこと喋しやべっちゃったこと！」

　あ、ああ、うん、そっちか！

「しょーがないじゃんさー、オマエが帰ってこないのがワリーんだろ？」

　オレの言葉に軽くスタッカートな息を吐はくと、高峰は咳せき払ばらいをして、無表情に戻もどる。

「沙さ汰たは追々下るでしょうけど、多分面めん倒どうなことになるわよ。覚かく悟ごしておいて」

「お、おっけ……ま、ドンと来いだぜ！」

　意外に怒おこられなかったので、オレは心中、胸を撫ねで下ろす。

「随ずい分ぶん自信あるのね？」

　と、高峰。

「いや、全然ねーけどさ。頑がん張ばってナンとか、ソファイアと……オマエだけは守る」

　約束したからな。

「あ、そ、そう……」

　高峰はオレから視線を外し、口の中で意味の取れない呟つぶやきをゴニョゴニョと混ぜてから、軽く息を吐いた。

　少しの間会話が途と切ぎれる。緩ゆるやかに風が流れる。

「……で、なあ、高峰さ」

　オレは切り出した。

「オレ、今からちょっと語るけどイイ？」

　チュウチュウとソーダ水を飲んでいた高峰は、居住まいを正してオレを見た。

「なに？」

　高峰の態度に気け圧おされるオレ……真面目なの苦手なんだよ、先天的に……頭ン中フワッフワッ！　脳みそがカニミソにでも変わっちまったような感覚。

「あー……まあ、生き返らせてくれてありがとな？　って、最初に言っとくとして……で、なんだ、その、ほら、アレだよ……まあ、とにかく、オマエこれから、独ひとりで戦おうとすんなってコトだよ。何もできないで心配してるだけとか、マジつれーから、オレ。多分、ソファイアも」

　コクコク、頷うなずくソファイア。

「オマエ、自分のコト厄やつ介かいモンとか考えてんだろうけど、オレらは違ってて……ああ、もうイイや、なんかまとまんねーし……とにかく、オマエ、自分大事にしろよ？　大事にさせてくれよ、オレにも」

　高たか峰みねは少し考えてから、小さく頷うなずいた。

「わかった」

　……うーん、ま、イイかこんなトコで。ちゃんと伝わったかな。

「えっ、と……じゃあコレ、やるよ」

　オレは椅い子すの下に置いてあったビニール袋ぶくろを取り上げると、中から小さな紙袋を取り出し、高峰の前に置いた。

「なに？」

「開けてみ」

　高峰が袋を開いて逆さにすると、中からその掌てのひらの上にコロリと出てきたのは、小さなペンダントだ。さっきぶらついてるときに買っといた。ペンダント・トップは金属のフレームに、安っぽい青い宝石がついたヤツ。

「ま、安モンだけどさ……アイツが戻もどってくるかもだし。いつか」

　高峰は少し呆ぼう然ぜんとして、

「うん……ありがと」

　掌の上の小さな光を、コロコロと指で転がしながら、無表情で、その反射する光を見つめている。やがて顔を上げた。

「着けてみていい？」

「お、おう」

　シャリ、と涼すずしい音を立てながら、高峰がペンダントを自分の首に回す。オレはその仕草にいきなり興こう奮ふんする。いや……なんかペンダント着ける仕草って色気ない!?　脇わきが見える的なカンジで……まあ高峰あいにく今日きようは長なが袖そでだけど。

「どう？」

　高峰が指で髪かみを跳はねながら尋たずねてくる。な、なんだか今日のコイツ、オレを妙みようにドキドキさせやがるぜ。

「あ、あー……うん……」

　しどろもどろになっていると、

「とってもお似合いです！」

　ソファイアが、オレの代わりに言ってくれた。やれやれ、ホッとする。

「……ありがとう」

　高峰が俯うつむきがちに言う。

「どういたしまして……んで──」

　オレはもう一度袋に手を突っ込んで、

「ソファイアはこっち。まあ、オレからの感謝っつーことで！」

　中から取り出した、丸っこいネズミのぬいぐるみを、ソファイアの前に置く。どことなくフォルムがカーバンクルに似てないこともない。ゲーセンで取って来た。六百円かかった。五百円使って無理だったから、店員にお願いして位置を変えてもらったんだ。

「えっ!?　よっ、よろしいんですか!?」

　ソファイアの顔がヤベーほどに輝かがやく。

「よろしいッス」

　両手でズイッ、お納めくださいのポーズ。

「ありがとう御ご座ざいますっ！　わあー、わあー……！」

　それから店を出るまで、ソファイアはずっと膝ひざの上にそいつを載のせたままだった。

　ふうぅー、オレにしちゃ結構頑がん張ばった方だろ！

　食い終わって店を出て、遊歩道をブラブラしながら、さてどこ行こーかなってとき、高たか峰みねがふと口を開いた。

「──私ね」

　人の行き交う町並みを、遠く眺ながめながら。

「多分、捨てられない」

「え？　なんだいきなり……何を？」

　聞き返すオレを見つめ返してくる真っ直ぐな瞳ひとみ。

「先週の映画の話……覚えてない？」

「あー……シェリーの話？」

「そう」

　高峰は僅わずかに息を飲み込んで。

「……私にとって、何かを守るってことは、離はなれることだったの。危険に巻き込まないために。私の人生に巻き込まないために……今でもその気持ちは変わらない。恋人が、もし……もしね、居たとしたら、やっぱり離れるのかもしれない。でも……気持ちは、多分捨てられない。ずっと想うわ、その人のことを」

　いきなりぶつけられたそれは言葉と言うより想いそのものだった。高峰の飾かざらない気持ちが現れて、オレはなんて返したらイイかわからなかった。

「ああ……まあ、いんじゃね？」

　視線を逸そらしながらかろうじて口にしたオレの横、高峰は少し足を速めて離れていき──くるりと振り返った。

　風に広がるワンピの裾すそ、サラサラの髪かみ。胸元を彩いろどるペンダントが輝く。一秒にも満たない一いつ瞬しゆんを、オレの脳は幾いくつも切り取り──そして、それら全部がフッとんだ。脳内ＨＤＤハード・デイスクがクラッシュした。

　ああ、それは。

　春先に花の蕾つぼみが綻ほころぶような、控えめなそれは、確かに笑え顔がおだった。破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんの笑え顔がお。

「それで今日きようは、何処どこに連れて行ってくれるの？」
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　　　あとがき




　皆みな様さまお久しぶりです、多た宇う部べです。

　初めましての方は、どうぞ宜よろしくお願い致いたします。本書をお手に取って下さり、本当にありがとう御ご座ざいました。

　前作の刊行から三ヶ月……この三ヶ月という時間は、教育機関を卒業して久しい私にとっては短い時間ですが、若々しい皆様にとっては長く感じられる時間なのではないかと思い、なるべく早く、なるべく早くとひたすら筆を進めて参りました。何とか予定通り二巻目をお送りすることができそうで、胸を撫なで下おろしております。欲を言えばもう少し筆が早くなりたいと思っているのですが……精進します。

　私は、昨今流行のツイッターやらミクシィやらブログやらとは無む縁えんの生活を送っております。先せん輩ぱい方がたや同期の方々にもお誘さそい頂いたのですが、生来の無精者なので、十分な反応を返していける自信がなかったのです。そうした分このあとがきが、読者の皆様と触ふれ合あえる数少ない機会であり、ことさら大切に思っております。

　シロクロネクロⅡ、如何いかがでしたでしょうか？　楽しんで頂ければ幸いです。本編の内容には触ふれないようにしたいので多くは語りません。物語をストレートに追って頂けるように砕さい心しんしたつもりでおります。上手うまくいっていれば良いのですが。

　前述の通りの情報弱者ぶりで、なかなかレスポンスができずにおりますが、皆様のご意見にはなるべく目を通させて頂いております。やはり自作の評判は気になるものでして……（笑）是ぜ非ひ、忌き憚たんない感想を頂ければ嬉うれしく思います……ええっと、ファンレターとか……送ってくれても……良いんですよ!?（チラッチラッ！）

　さて最後に再び、私事となりますが、この場を借りてお礼の言葉を述べさせて下さい。

　担当編集の佐さ藤とう様、粂くめ田た様、編集部の皆様方。二巻を書かせて頂き、ありがとう御座いました。今後とも宜しくお願い致します。木き村むら樹しげ崇たか先生、一巻に引き続き魅み力りよく的てきなイラスト、感謝の極みです。校こう閲えつの皆様もありがとう御座いました。出版に携たずさわって下さった全ての皆様、そしてこの本を手にとって下さった皆様に、尽つきせぬ感謝を。

　さて、この後書きを書いている今はまだ寒いのですが、皆様にお読み頂けるのは五月！　五月病を吹き飛ばし、来たる夏に向けて意気を上げる作品となっていれば幸いです。

　それでは次は三巻でお会いしましょう。少しだけ内容の話をしますと、舞ぶ台たいは沖縄、高校生活の大イベント……そう、修学旅行です。私も楽しみに書かせて頂きます。

　最後に今一度、本当に、本当に皆様、ありがとう御座います。


多宇部貞さだ人と
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　イロイロネクロ







　コンコン……ノックを二回。

「──はい、どうぞ」

　返事があり、扉とびらを開いて中に入れば、十じゆう畳じようほどの部屋は雑然としていた。あちらこちらにダンボール箱が積まれ、幾いくつかは開かれていて、中に入っていただろう本が散乱していた。ソファーとテーブルが一ひと揃そろえあって、その上もダンボール箱が占せん拠きよしていた。

「悪いね、わざわざ足を運んでもらって」

　部屋の奥、パソコンデスクに腰こしを下ろしていた男が、立ち上がりながら言った。年は四十過ぎ、よれよれのスーツに胃腸の弱そうな瘦やせ方をしていて、目の下には酷ひどい隈くまがある。夜道で出会ったら幽ゆう霊れいかと思うだろう。

「お気になさらず」

　短く返すリロイの前に進み出ると、ヴィクターは芝しば居いがかった礼を向けた。

「〝伯はく爵しやく〟殿の御呼びとあらば、何処いずこへなりとも駆かけつけますとも」

　男はその呼び名に相応ふさわしくない、気弱げな笑みを零こぼした。

「そう畏かしこまらず、寛くつろいでくれ……と言いたいけど、この有様じゃなあ。昨日きのう引っ越してきたばかりでね、見ての通り荷に解ほどきもまだなんだ。今日きようは助手も休みだし」

　窓の外は夜のキャンパス。ここ教きよう授じゆ棟とうから駐ちゆう車しや場じようと道路を隔へだてた向かい、サークル棟には幾いくつかまだ明かりが灯っている部屋もある。学生たちが残っているのだろう。

　男の名は得える真ま三さん次じ。この樽たる多た露ろ市内にある某ぼう私大のサテライトキャンパスに、文学部の教員として勤務している教授だ──表向きは。

「ぬっ、くっ……重い……！」

　ソファーのダンボール箱を退かそうと、細ほそ腕うでで奮ふん闘とうし始めた得真に、リロイは言った。

「どうぞお構いなく。それで用件は？」

「ハァハァ……ああ、そうね、ええと……ヴィクター君にもう遺産のことは伝えたかな？」

　諦あきらめて手を離はなし、得真は〝雑貨〟とマジックで書かれた箱を開くと、パイプを取り出した。

「ええ、先ほど」

　リロイの答えに、パイプに草を詰め、ライターで火をつけながら得真は言う。

「うん、話が早くて助かる。それでね、君ら〝四札スート〟に遺産の監視を任せたいんだけど、頼まれてくれるだろうか？　市内にいるうちは私だけでも何とかなるんだが、私はここを離れられないから彼らが遠くに行ったりすると困るんだ」

　ヴィクターの目が輝かがやく。

「それは渡わたりに舟というもの！　黴かびの生えた伝説に過ぎんと思っておりましたが、我わが輩はいも興きよう味みが向いて来たところでしてな。では早速……」

「待て。お前は我が慢まんの利かん男だ。監かん視しには向かん」

　部屋を出て行こうとするヴィクターを呼び止めるリロイ。

「何だと？」

　チリチリと、二人の間に火花が散る。

「──その役目、僕が引き受けよう」

　と、そんな台せり詞ふと共に戸口に立ったのは、金の長ちよう髪はつに金の瞳ひとみを備えた男だった。ほんの僅わずかな光さえあれば、それを増幅してキラキラと周囲に光を撒まき散ちらすほどの美び貌ぼう。素す肌はだに直じかに羽織ったジャケットを脱ぬぎながら、ウインク一いつ閃せん。

「久しぶりだね、ヴィクター、アルトゥール……そして、伯はく爵しやく」

　ヴィクターとリロイが顔をしかめる。蛹さなぎが蝶ちようへと羽化する様さまにも似たナチュラルさで、男は更さらにズボンを脱いでボクサーパンツ一丁に。更にそのパンツにも手が掛かかったところで、リロイは口を開いた。

「なぜ脱ぐ、サイファー」

　サイファーと呼ばれた男は、キョトンとしながら返す。

「え？　いや……なぜって、久しぶりに友だちに逢あえたんだし……脱ぐだろ？　普ふ通つう」

　リロイとヴィクターは普ふ段だんから気が合うとは言い難い性格だが、このときばかりは異口同音に言い放った。

「「やめろ変態」」
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　対面の席に腰こし掛かけて、顔の横に音おん符ぷを飛ばすほどの上じよう機き嫌げんで、一個目のショートケーキ、二個目のレアチーズケーキを経て三個目、ザッハトルテを頰ほお張ばっているマトリに向かって、阿あ倍べ野のは軽い皮肉交じりに言った。

「随ずい分ぶんと楽しそうですな」

　樽たる多た露ろグランドホテルの一階、ティーラウンジ。日曜日の午後、客の入りはまあまあで、辺りはほどよくざわついている。

「半分はお前を出し抜けたからだな。査さ問もん会かいでのお前の顔は傑けつ作さくだった。もう半分はケーキが美味うまいからだ」

「私の悔くやしそうな顔をご覧になりたくてわざわざお越こしに？」

　フォークに刺した最後の一ひと欠片かけらを、名な残ごり惜おしそうに振りながら、マトリは返す。

「幾いくらなんでもそこまで暇ひまじゃない。遺産およびユキジとユーマに対する、協会の今後の対応について、軽く話しておこうと思ってな」

「その件につきましては思案中でしてな。次回の定例会までには……」

「ああ、いや、お前が多た忙ぼうなのは承知しておる。私が色々と動いておいてやったぞ」

　言葉を被かぶせられた阿あ倍べ野のは、元々細い目を更さらに細めて言った。

「どういうことです？」

「当面のところ、遺産については相応ふさわしい監かん視し役やくをつけるという形で、既すでに司教オウンガンの過半数に連れん絡らくしてある。人選も決定済みだ」

　マトリはついに、最後のひとかけらをパクリと食べて、甘あまく蕩とろけた顔をした。対照的に阿倍野の表情は苦い。

「聞いておりませんぞ」

「なにぶん急を要する決定だったのでな、お前の耳に届かなかったのは不幸な事故だった……お、来た来た、こっちだ！」

　マトリは席から腰こしを浮うかせると、ティーラウンジの入り口に向かって大きく手を振ふった。招かれてやってきた人物は、阿倍野へと深々と頭を下げた。

「監視役は彼女で決まった。その厳格さにおいて名にし負う名門の出身にして、天才と謳うたわれる術者。適任と言えるだろう」

「誠心誠意、務めさせて頂きます！」

　少女──ソファイアは、幼い顔立ちにわずかな緊きん張ちようを滲にじませてそう言った。

　マトリは大おお仰ぎように頷うなずいて、

「んむ、しっかり務めよ……ああ、そういえばそろそろ修学旅行だったっけか。お前も同行できるように手配しとかねばな」

　阿倍野はシワの寄り切った眉み間けんを揉もむと、マトリに白い目を向けた。

「やはり貴女あなた、私のこの顔が見たかったんでしょう？」

「ははは、ケーキをたかるついでに、な！」
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「──高たか峰みねさんっ！」

　ドドーン、だ！　そう、今度こそまさにドドーンだった。ヅカが高峰の席の前に立ったのだ。その顔つきには並々ならぬ決意が表れている。

　比ひ良ら坂さか高校二年Ｂ組の教室、木曜日の五限、時間割はＨＲホームルーム──即すなわち、修学旅行の班決めが始まってすぐのコトだった。既すでに数人で固まり班を形成しつつあるヤツらも、まだ座ったままのヤツらも、その剣けん幕まくにナニゴトかと視線を向けた。教室の端はしに陣じん取どっていたオレとカンヤもだ。

「……なにかしら」

　いつぞやとは違い、今度は高たか峰みねの方が気け圧おされ気味だった。

「高峰さんってさ、もう班割り決まってたり、する？」

「ううん、まだだけど……」

　ヅカは高峰へと、ズイッと顔を寄せ、

「じゃあさ、アタシらと組まない？」

　うおぉぉー、真正面からいったーっ！

　ヅカはそのままオレとカンヤを振ふり向むき、片手でオレらを示し唆さして見せた。

「あのバカコンビとでよかったらだけどさ！」

「おい、自分だけは違うみてーな言い方すんなよな。コンビじゃなくてトリオだろーが」

「うっせ！」

　カンヤが切り返す軽口を、ヅカが一ひと太た刀ち。

　高峰は暫しばらく沈ちん黙もくしていた。クラスメイトに班に誘さそわれるという前代未聞の事態に対して、今、ヤツの脳みそはなるべく目立たないような返答を探してフル回転しているんだろう……と、ドキドキしながらコトの成り行きを見守っていたオレを、チラッと一いち瞥べつしてきた。眼鏡越しの視線は、期待に満ち満ちたオレの視線と一いつ瞬しゆん絡からまると、そのままヅカを見上げて、

「そう、ね……じゃあ、お邪じや魔ましてもいい？」

　控ひかえめにそう言った。

　おっっっっしキターッ！　オレは万感の思いを込こめて小さくガッツポーズ。

「やった！」

　ヅカもオレと同じ仕草してる。

「おー、よろしくー！」

　のんびりとした調子で言うカンヤと連れ立って向かうと、高峰の席を囲む。

「今度水着買いに行こ！　水着！　かわいいやつ！　なんたって沖縄よ沖縄！　まだ泳げるんだってさ！」

　と、テンション冷めやらぬヅカがはしゃぐのに、高峰は少しだけ戸と惑まどいながら頷うなずいた。コイツも少し変わってきたかな？　それってスゲー喜ばしいコトだし、嬉うれしいコトだ。

　そして、なによりオレの心をワクワクさせてやまないのは……そう、水着だ！　コイツら一体どんな水着買うつもりなんだろ!?　水着ってさ、モノによるけどぶっちゃけ布の面積的に言うともう下着と変わりないよね……ヤベー、刻むぜオレは！　一夏の想い出を！

　──で、その後は班ごとに、事前研究と旅行プランを期日までに仕上げるって話になったんだが、そんなもん、当然テキトーにやろうぜってスタンスなハズが、高峰のヤツは、

「しっかりやりましょう。もう修学旅行は、始まっているのよ」

　とか言い出しやがった。コイツってマジ委員長タイプ。つか、オマエどんだけやる気満々なんだよ！




　それから毎日、オレらは若じやつ干かん辟へき易えきしながらも引きずられて図書館に通い、やたら完かん璧ぺきで隙すきのない事前研究＆旅行プランを完成させるハメになるんだが……ま、それはまた別の話。
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　窓から流れ込む夕陽が、生活感に溢あふれた六ろく畳じようの部屋をまんべんなく染めている。見ていると理由もなく懐なつかしさがこみ上げてくる、優しい色合いに。

　青年は上体を起こすと大きく欠伸あくびをして、寝ね起おきの惚ぼけた脳みそに酸素を送り込んだ。味み噌そ汁しるの香かおりが漂ただよってくる。トントントン、とリズミカルに、包丁が俎まな板いたを叩たたく音がする。

「──あ、おはよう、お兄ちゃん。もうできるよ」

　呼びかけられた声に、台所へと目をやれば、中学の制服の上にエプロンを羽織った、小さな背中が見えた。

「よく寝てたから起こさなかったけど、すぐ仕事なの？　晩御飯食べてから行ける？」

　妹は手を止めると、青年を振ふり向むいて訪ねた。

「おゥ、食ってから行くわ」

「やった！　すぐ作るね！」

　青年が答えると、妹は破顔した。最近忙いそがしくて構ってやれなかった。一いつ緒しよの食しよく卓たくを囲むのも久しぶりだ。それを喜んでくれる妹は、愛らしいと思う。

　飛とび跳はねるように料理を作っている背中を見ながら、青年は思う。

　──蒸発したクソ親父の言ってた言葉に、頷けるものは殆ほとんどなかったが、それでも一つだけ、しょっちゅう口にしてた『瑠る衣いはテメェと違って良い子だな』って一言だけは、認めてやってもいい。

　妹を良い学校に行かせてやる。真っ当な道に生かせてやる。その為ためならどんな泥どろだって美味うまそうな顔で啜ってやると、二ふた人りきりになったときに誓ちかった。

　青年は再び横になり、料理を待つとする。

「おゥ、瑠衣」

「ん、なあに？」

「頑がん張ばれれよ……オメェならきっと、神サマだって愛してくれる」

　柔やわらかく気の抜ぬけた妹の笑い声がする。

「どうしたのいきなり？　変なお兄ちゃん」




　──目を覚ませば同じ部屋、かつてありし優しい夕陽は遠く、冷たく夜の帳とばりが下りている。

　自分を幸せな夢から現実へと引ひき戻もどしたもの、ヴー、ヴー、ヴー、ポケットの中で振しん動どうし続ける携けい帯たいを取り出すと、番号を確認してから通話ボタンを押した。

「ウース……」

　寝ね転ころんだままだらけた声を出す。

『さきほどから十回以上かけているんですが？』

　聞こえてくる声は、開口一番から非難の響ひびきを含ふくんでいた。

「……あァ、スンマせん、寝てましたわ……」

　当あて擦こすりのような溜ため息いきが一つ、声は続ける。

『今そちらに向かっています。詳くわしい話は着いてからご説明しますが、明あ日すの早朝の便で沖縄に向かいます。貴方あなたにもついて来てもらいますから、荷物を纏まとめなさい。瑠る衣いに逢あえるかもしれませんよ』

　ガバッ！　青年は急速に覚かく醒せいし、身を起こす。

「どういう事スか？」

『ニライカナイが浮ふ上じようするそうです』

　ヒュウ、と青年の唇くちびるが調子よく鳴った。

「四十秒で支し度たくしますわ」
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二〇一一年春、エッチな雑誌の袋とじを開こうとしたところを母親に見つかりショックで死亡。その後、袋とじの中身を見たいという未練を糧にゾンビとして復活。
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